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     第一章　盗賊たちの瞬き


    



    　馬車に揺られながら、ノラ・グライドは眠っていた。


    　前列の座席。側面の壁にもたれて、目を閉じて腕を組んだまま船を漕こいでいる。時折、馬車の振動で平へい衡こうを崩しそうになるが、ぶつぶつと寝言を呟つぶやきながら元の体勢に戻る。


    　戦闘ギルド「グライズ」の長ちよう。女性でありながら規格外の実力を誇る長剣士だが、その面影は今はない。口を半開きにして、安らかな寝顔を見せている。


    　後列の座席から、ふたりの人物がノラの顔を覗のぞき込んだ。


    　ひとりは青年風の男。中肉中背の標準的な体格で、腰の両側に短剣を携たずさえている。グライズの一員、双そう剣士のフレイクだった。


    　もうひとりは、まだ六、七歳頃と見える少女、カーネス。身長の足りないカーネスは、前列の席の背もたれに摑つかまって身を乗り出している。目を大きく開け、瞬まばたきを繰り返しながら見つめ続ける。


    「どうだ、カーネス？　眠ってる分には怖くないだろ？」


    「……にゃ。怖くないにゃ」


    　今のノラは殺気を込めた視線を向けたり、周囲への警戒で空気を張り詰めさせたりはしない。普段、ノラのことを怖がっているカーネスでも、抵抗なく近づける。


    「隙すきだらけで、別人みたいだにゃ」


    「ノラだって、人間だから疲れるんだ」


    　フレイクは昨日までの出来事を思い返しながら言う。


    　劫ごう火か竜ウォーフィアとの戦闘から、すでに丸一日が過ぎている。妹のアイ・グライドの治ち癒ゆ魔術で傷は癒いえているが、肉体の疲労まで抜けるわけではない。ウォーフィア以外にも、ここ数日で四匹の竜を退しりぞけており、その疲労は確実に残っている。


    　おまけに、カーネスを期日までに王おう都とへ届けるため、休養を入れている余裕がない。竜の襲撃を避けるために最短経路を使わず迂う回かいし、人目につきにくい道を選んでいるという事情もあり、強行軍を続けざるを得ない。


    「寝かしといてやろうぜ」


    「にゃ」


    　返事をした後も、カーネスはノラを見るのをやめようとしない。微動だにせず凝ぎよう視しし続ける。


    　フレイクは、そんなカーネスの様子に感じ入る。


    　こうして見ている分には、どこにでもいる普通の女の子と変わらない。口数が少なくて、引っ込み思じ案あんな性格というだけの少女だ。


    　このカーネスに「対竜結けつ界かい」の才能が備わっていることなど、外見からはわかりようもない。


    　地上最強の生物、竜の侵入を無条件に阻はばむ結けつ界かいを作る能力は、努力して身につけられるものではない。操あやつれるのは限られた才能の持ち主だけで、ほとんど突然変異のような存在だ。人類はその希少な使い手たちを王おう都とに集め、専もつぱら王都防衛のために発動させている。彼らがいなくなれば王都は瞬またたく間に竜たちに蹂じゆう躙りんされ、数十万もの住民が逃げまどうことになる。


    　カーネスも他ほかの結界術師たちと同じように、辺へん境きようの村から王都に招かれている超重要人物だ。彼女の才能は未熟で、安定して結界を作り出すことはできない。そのため、彼女を王都へと護送するために王宮警備隊から精鋭部隊が派遣された。複数の竜がその身しん命めいを狙ねらい、派遣部隊が道半なかばで全滅した今、護衛任務はグライズに託されている。


    　情報秘ひ匿とくのためか、カーネスが結界術師の卵であるという事実は、グライズはもちろん、派遣部隊にも伏せられていた。本来であれば知りえなかったことだが、その情報は襲撃してきた竜からもたらされ、フレイクたち自身も結界術の発動を実際に目にした。


    　カーネス自身にどこまで自覚があるかは不明だが、彼女が傷を負い、ましてや命を失うようなことがあれば、人類にとって甚じん大だいな損害となる。王都からの指令書にも、傷ひとつ負わせないようにという旨むねが記されていた。


    　フレイクはカーネスに座り直すように促うながそうとしたが、一瞬考えて思い直した。カーネスがノラにここまで興味を示したのは初めてだ。これをきっかけにノラに懐なつくかもしれない。カーネスは体温の低いフレイクの身体の触り心地を気に入っているらしく、出会ってからの四日間、ほとんどべったり張りついているが、ノラに少しでも懐いてくれればフレイクの負担は軽くなる。この姿勢を放っておいたところで、怪け我がをすることもあるまい。座り直させるのはもったいない。


    　そこまで考えて、フレイクは努めて明るい声でカーネスを教きよう導どうする。


    「そうか、そうか、カーネスもノラのことを好きになってくれたか！　うん、いいぞ、とてもいいことだ！」


    「……なんでそんなに嬉うれしそうなのにゃ？　というか、なんでフレイクだけそんなに元気なのにゃ？」


    「アイの治ち癒ゆ魔術が効ききまくってるからな」


    「それはノラだって同じにゃ。アイの治癒魔術のおかげだったら、ノラだって疲れがとれてるはずにゃ」


    「む」


    　訝いぶかしげな視線を向けられ、フレイクはカーネスの勘の良さに密ひそかに舌を巻く。


    　フレイクは普通の人間よりも回復力が段違いに高い。傷の治りが早いどころの話ではない。人間では絶対に治らないような傷、例えば手足が切断されても、時間さえかければ自己治癒してしまう。


    　そのことを知る人間は、今のところアイしかいない。護衛対象であるカーネスはもちろんのこと、もうひとりの仲間であるノラにすら知らせていない。まだ知られるわけにはいかない事実だった。


    「くくく……！　ははははっ！」


    　フレイクは誤ご魔ま化かすために大おお袈げ裟さに笑う。


    「俺は日頃の稽けい古こでノラに殴なぐられ慣れているからな！　逆に、ノラは攻撃を食らう経験があまりない！　必然的に、俺は打たれ強さと回復力だけはノラを上回ることになる！」


    「…………」


    　カーネスは辛つらそうに目を細めた。フレイクを見る視線に憂うれいと哀れみが混じる。


    「要するに、ノラに虐いじめられてるおかげで、フレイクは元気でいられるってことにゃ？」


    「ん？　そういうことになる、のかな？」


    「……フレイクが可哀かわい想そうになってきたにゃ。悪いことを聞いてしまって、ごめんなさいにゃ」


    「あ、えっと、そんなにしおらしく謝られても……」


    　カーネスが表情を曇くもらせたので、フレイクは素すに戻った。


    「やっぱり、ノラは怖いにゃ。他人を痛めつけて平気でいられるなんて……」


    「いやいや、カーネスが必要以上に怖がることはないぞ？　ノラもちゃんと相手を選ぶ。攻撃する相手はほとんど俺か敵のどっちかで、カーネスを殴ったりすることは絶対にない」


    「絶対にゃ？」


    「ああ、絶対だ」


    「フレイクは、噓うそつかないにゃ？」


    　その問いかけに、フレイクは一瞬、硬直する。今のノラに関する説明には噓はないが、フレイクが噓をつかないわけではない。それどころか、フレイクは噓をつき続けている。


    　フレイクは、人間ではない。人間の姿に変異した竜。竜人である。


    　通常、竜は縄張りを広げるために人間の住すみ処かを襲い、人間は自衛のため竜を討伐する。互いに敵視しあう種族だが、中にはフレイクのような変わり種もいる。


    　人間に共感を覚え、共に生きることを選んだ竜。


    　竜に襲われる人間を助け、竜と戦う竜。


    　その素性を知る者は、ギルドの一員のアイ・グライド、ただひとりだけだ。


    　まだ、他の誰にも知られるわけにはいかない。当然、カーネスにも事実を伏せているし、ギルドの長であるノラですら例外ではない。ノラの竜への敵意は人一倍強い。フレイクの正体を知れば、まず間違いなくフレイクを拒絶し、排斥し、果ては殺傷するだろう。


    　身分を隠すフレイクの振る舞いは、すべてが噓と言っていいかもしれない。


    　だからどうした、とフレイクは思う。今さら、答えを偽いつわるのに何を躊ちゆう躇ちよすることがある。


    　カーネスの問いに、真まっ向こうから頷うなずいて応じようとした瞬間、


    



    「────!?」


    



    　強い揺れとともに、馬車が急に止まった。


    「にゃが!?」


    　衝撃でカーネスの体勢が崩れる。フレイクが手を出す間もなく、カーネスは背もたれを越えて、前列の座席、ノラのすぐそばに背中から墜落した。


    　ノラの身体からだが反応し、肩がびくんと跳はねた。目を開け、反射的に叫ぶ。


    「眠ってないぞ！　いいか、私は断じて眠ってないぞ！」


    　事実を覆くつがえすべく振り返ってフレイクを睨にらむノラ。フレイクは視線を受け流して雑に応じる。


    「はいはい、わかったわかった。そういうことは涎よだれを拭ぬぐってから言え」


    「何！　ま、ままま待っていろフレイク！」


    　ノラは慌あわてて手の甲で口元を拭い始めた。フレイクはカーネスに手を差し伸べて「大丈夫か？」と気き遣づかう。カーネスは返事をするよりも先にあわあわとフレイクの手をとって、ノラから逃げるように後列の座席に戻った。フレイクが言い聞かせた効果は薄かったようで、ノラへの恐怖心は根深い。


    　カーネスが座り直したのと同時に、ノラは改めて主張する。


    「眠ってないぞ！　私は眠ってない！　ちゃんと周囲を警戒していたぞ！」


    「別に誰も責めてないから、そこまで必死にならなくていいのに。疲れてるんならノラは寝てろよ。何かあったら俺が起こしてやるし」


    「鈍感なフレイクなんかに警戒を任せていられるか」


    「そりゃまあ確かにノラのほうが感覚は鋭いだろうけどさ、でも今はどうなんだ？　そこそこ元気な俺と、眠気に負けているノラとでは、俺のほうがまだマシなんじゃないか？」


    「眠気に負けてなどいない！」


    「無理すんなって。ほら、昔の人は言ったらしいぜ？　寝る子は育つって」


    「おい、やめろ。それ以上、私の背丈のことに触れるんじゃない」


    「背丈じゃないところなら触れていいのか？」


    　フレイクが視線を動かし、ノラの首から下、痩やせた胴体を見る。その意図を察して、ノラがひきつった笑みを浮かべた。固く握った拳こぶしを顔の高さに持ち上げ、小刻みに震わせる。


    「なるほど、死にたいらしいな、フレイク」


    「おっと、ノラー、抑えて抑えてー。ほら、カーネスが怖がってるじゃないか。あと、そんなにすぐ怒るなって言った偉人がいただろ？　何とかガーティスさん」


    　フレイクは半笑いになり、両方の手のひらをノラに向けて振る。カーネスはノラの怒ど気きに反応して、フレイクの後ろに隠れていた。フレイクの背中と背もたれの間の狭い空間に顔を伏せ、手で頭を庇かばう完全防御態勢。


    　その様子を見て、ノラは舌打ちしつつも拳こぶしを下ろした。


    「い、いいだろう。ハロルド・ガーティス閣かつ下かとカーネスに免じて、ここは引いてやる」


    「いやあ、さすがノラ。わかってくれると思ったよ」


    「ところでフレイク、聞きたいことがある」


    「ん？　なんだ？」


    　暢のん気きに笑うフレイクに対し、ノラは真ま顔がお。その視線には怒りではなく、緊張感が宿っていた。


    「馬車が止まったのはなぜだ？」


    　問われて、フレイクも気を引き締める。


    　車両の小窓から前方を窺うかがう。二頭のユニコーンと、御ぎよ者しやのアイの後ろ姿が見える。


    　その向こうに、見知らぬ男がひとり立っていた。


    　全身を暗い色のローブで覆おおった魔ま道どう師風の人物。痩やせぎすで顔色が悪く、濁った瞳ひとみでアイに何かを語りかけている。声が小さく、車両の中からでは聞き取れない。


    　どうやら話があるようだが、用件が判然としない。


    　アイは困惑して、フレイクたちに目で助けを求めていた。行く手を塞ふさぐ不審な人物に、どう対処すべきかを相談しようとしたのだ。


    　その考えは常識的なものではあったが、決定的な隙すきになった。


    　アイが目を離した隙に、男は右腕を掲かかげ、呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始める。


    　足あし下もとの地面が輝き始めた。


    　深緑に光る線で複雑な模様が描かれ、回転しながら浮かび上がる。


    　異世界から召しよう喚かん獣を呼び出すための、召喚陣だった。


    「敵か！」


    　ノラが叫んで車両から飛び出る。まだ襲われたわけではないが、即座に敵と断定した。フレイクも一歩遅れて続き、剣を手にして駆ける。ノラの手には長剣。フレイクは両手にひと振りずつの短剣。ノラは魔道師を制圧すべく、迷うことなく斬きりかかる。


    　魔道師は表情に一瞬焦あせりを浮かべたが、剣が迫る前に召喚は完了した。陣の中央に顕けん現げんした召喚獣を矢や面おもてに立たせ、自らはその背後に跳び退のくようにして隠れる。


    　ノラとフレイクの前に立ちふさがるのは巨虎デイヴテイガル。四肢のひとつひとつが人間ほどの大きさに発達しており、爪つめが力強く土を嚙かむ。通常の虎とらの倍以上を誇る巨体で、四し足そく獣にもかかわらず頭部がフレイクの顔の高さと同じ位置にある。


    　巨大な壁を前にして、ノラとフレイクは足を止めた。


    　同時に、周囲の木陰に潜ひそんでいた気配に気づく。


    　似たような装しよう束ぞくを纏まとった魔道師が、新たに六人。姿を現し、左右から馬車を取り囲むようにして近づきながら、呪文を詠唱し始めていた。六人の足音と詠唱の低い声があたりを覆っていく。


    　ノラとフレイクは巨虎デイヴテイガルの前から退しりぞき、馬車のそばまで戻った。御者のアイと、車内にいるカーネスを守るための判断だった。ふたりの剣士はアイを庇かばうようにして立ち、巨虎デイヴテイガルと、七人の魔道師たちと対たい峙じする。


    　アイは状況に狼狽うろたえ、手をこまねいていた。


    「ご、ごめん、お姉ちゃん。私、気配に全然気づかなくて……」


    「謝るな、アイ。私だって気づくのが遅れた。こいつら、気配を消すのに相当慣れている」


    「ノラが遅れた理由は他ほかにあるんじゃないのか？」


    「う、うるさい黙れフレイク。お前は自分の鈍感さを棚に上げるな」


    　視線を切らさぬまま、ノラとフレイクは話を続ける。


    「しかし、ノラ、ちょっと確認するが、こいつら人間だよな……？」


    　フレイクは戸と惑まどいを隠さずに尋たずねる。竜に襲われることばかりを警戒していたため、人間に行く手を阻はばまれるのは想定外だった。


    　竜には変身能力が備わっており、人間に化けることは可能だが、目の前の相手はそれとも違う。竜は召しよう喚かん魔術を扱えない。召喚呪じゆ文もんを唱えているということは、全員が人間の魔ま道どう師だ。


    「何を戸惑っている？　私たちを襲うのが竜だけとは限らない」


    「だって、今まで俺たち、人間に襲われたことなんてなかったじゃないか」


    「まあ、今までは、な」


    　浮き足立つフレイクに対し、ノラは落ち着き払って、溜ため息いきをつきつつ応じた。


    「おとなしく荷を差し出せ！　さもないと、この巨虎デイヴテイガルをけしかけるからな！」


    　巨虎デイヴテイガルを盾たてにした魔道師が声を張り上げた。召喚呪文の直後で魔力を消耗しているが、隙すきを見せない。


    「抵抗しようとか考えるなよ？　お前たちは完全に囲まれているんだ！　命が惜しかったら剣を捨てろ！」


    「盗賊集団というわけか、お前たち」


    　ノラは冷めた目で周囲の魔道師たちを見る。返事はない。ただただ詠えい唱しようが続き、険悪な視線が返ってくるのみ。


    　盗賊といえば粗そ野やな武器で襲いかかってくるのが相場だが、目の前の集団は魔術でノラたちを制圧しようとしている。


    　普通、魔術に長たけている者が生活の糧かてを得るのは難しくない。人を癒いやす治ち癒ゆ魔術を操あやつる者は治療院で働けるし、召喚術師なら各地の要所を警護したり、アイのように戦闘ギルドの補佐役を務つとめることだってできる。


    　そんな魔道師たちが盗賊に身を落としている。おそらくは何らかの罪で追放され、真まっ当とうな職に就つけない者たちなのだろう、とノラは推測する。魔術で人を殺あやめたか、あるいは禁きん呪じゆにでも手を出したか。


    「まあ、カーネスを狙ねらう輩やからではないようだから、話は早い」


    「おい、ノラ、戦っていいのか？　人間は殺しちゃまずいだろ？」


    　ノラを見て、フレイクが不安そうに小声で尋ねた。


    　フレイクがグライズに加入して以来、これまでの戦闘はほとんど竜が相手だったので迷いなく戦えたが、この状況は勝手が違う。


    　ノラの行動理念は、竜から人間を守ることだ。


    　敵対種族である竜を殺すことで、同どう胞ほうである人間の命を救う。


    　決して、人間を斬きるために剣の腕を磨いてきたわけではない。


    　たとえ相手が盗賊で正当防衛が認められる状況であっても、人間に刃やいばを向けるのはノラの信念に反するのではないか。そう懸け念ねんしての問いかけだった。


    「案ずるな、フレイク。仮に戦闘になっても殺しはしないし、そもそも、戦闘になりはしない」


    　ノラは軽く手を上げてフレイクを制し、一歩進み出た。剣を高々と掲かかげ、魔ま道どう師たちに声を張り上げる。


    「私は剣士ノラ・グライド！　こちらには魔道師のアイ・グライドもいる！　グレー・グライドのふたり娘、グライド姉妹と言えば、お前たちも聞いたことがあるだろう！」


    　よく通る凛りんとした声が、澄んだ空にまで響く。


    　魔道師たちが驚き、息を呑のんだ。呪じゆ文もんの詠えい唱しようを中断し、お互い囁ささやきあう。

  


  [image: ]



  
    「ちょっと待て、グライド姉妹だと……？」


    「や、やばくねえか!?　こいつら、竜も倒せるって話だろ!?」


    「最近も、火竜を一撃で粉ふん砕さいしたと聞いたが……」


    　戦闘を生なり業わいとするギルドは数多く存在するが、人類の最大の敵である竜を単独で狩れる者となるとごく限られている。各地から精鋭を集める王おう都とならともかく、地方都市にはひとりかふたりいればいいところ。規格外の戦力として重宝され、住民からは英雄視される。


    　故郷を離れた地のため、魔ま道どう師たちはノラたちの顔を知らなかったが、さすがに評判は伝わっていた。


    　魔道師たちの反応を確認しつつ、ノラが言葉を継つぐ。


    「お前たちはそうとは知らず襲おうとしたのだろう。だが、無む謀ぼうだと言っておく。そこの巨虎デイヴテイガルは確かに大きいが、竜の強大さとは比べものにならない。何人がかりで何匹召しよう喚かんしようが同じこと。諦あきらめて道を空あけることだ」


    　これで魔道師たちは撤てつ退たいするはずだ、とノラは読む。


    　いかに腕に覚えがあろうと、所しよ詮せんは旅人や行商人を狙ねらうだけの盗賊。竜を狩る戦士と戦えるだけの力量などあるはずもない。案あんの定じよう、魔道師たちは萎い縮しゆくしだしている。


    　だが、ひとりの魔道師の指摘で空気が変わる。


    「ちょっと待て。こいつら、本当にグライド姉妹か？」


    「なるほど、名乗っているだけで、本物とは限らないな」


    「ハッタリで俺たちから逃のがれようという腹か」


    　魔道師たちはノラの言葉に疑念を持ち始めた。包囲網を解かずに協議する。


    「だいたい、グライド姉妹はふたりとも成年近くのはずじゃなかったか？」


    「確かに、年齢が明らかに食い違ってる」


    「こんな小さな子どもが竜を倒せるわけがない」


    「つまり、グライド姉妹なんかじゃない」


    「子どもの可愛かわいい噓うそってわけだな」


    　魔道師たちはノラのなりを見て結論づけた。今や表情から焦りは完全に消え失うせ、余裕の笑みが浮かんでいる。


    「ち、い、さ、な……、子ども、だと……？」


    　ノラは呟つぶやくように聞き返す。そばにいるフレイクとアイしか聞き取れないほど低い声。一人前の剣士としての自負を無む碍げにされ、子ども扱いを受けたことで、静かに、しかし確実に怒っている。怒ど気きを感じ取り、フレイクとアイは思わず身をすくめる。


    「おい、ノラ！　わかってると思うが、今言ったのは俺じゃないからな！」


    「ああ、わかってる。わかってるよ、フレイク……」


    「お姉ちゃん、何か目が虚うつろになってるけど大丈夫!?　相手は人間なんだから殺しちゃダメだからね!?」


    「それもわかってる……」


    　ノラは長剣をゆらりと掲かかげながら、道を塞ふさぐ巨虎デイヴテイガルに向かって歩き出した。


    「召しよう喚かん獣を全滅させて、奴やつらを黙らせる。殺さない程度に一発ずつ殴なぐってやる」


    「おいおい、お嬢ちゃん、ごっこ遊びはもう終わりだよ？　剣を捨てろって言っ」


    　魔ま道どう師の言葉が終わるよりも早く、ノラは地を強く蹴けって加速した。風の速度となって駆り、真まっ向こうから巨虎デイヴテイガルに接近し、


    「た」


    　衝突の数歩手前で軽く跳躍。左斜め前方に跳んだので、右手に巨虎デイヴテイガルを見ながらすれ違う軌き道どうになる。


    　巨虎デイヴテイガルは反射的に前脚あしを振り上げてノラを迎え撃つ。飛んでくる羽は虫むしを叩たたき落とすような格好。丸太のような逞たくましい前脚が鞭むちのようにしなって落下し、爪つめがノラの身体からだに食い込んで切り裂く


    「だろ？」


    　はずだったが、その前に前脚の付け根が爆はぜ、切断された。前脚は回転して宙を舞う。


    　同時に、巨虎デイヴテイガルの頭部も胴体から離れて浮かんだ。敵を攻撃する瞬間の表情が貼はり付いたまま、その意志はどこに伝わることもなく終わる。


    　前脚と首を切断したのは、ノラの刃やいば。


    　ノラは巨虎デイヴテイガルの横を通過しながら、長剣を水平に振り抜いていた。巨虎デイヴテイガルの前脚の数倍の速度と、まるで抵抗なく肉と骨を裂く切れ味。地方随ずい一いちの腕を誇るノラの剣技によって巨虎デイヴテイガルは絶命し、光の粒に分解されて異世界へと還かえっていった。


    「……あ、あれ？」


    　あまりの速さに、魔道師の目はノラの動きを捉とらえきれなかった。何が起きたのかを正確に把握できていない。ただ、結果だけはわかる。自分の身を守る召喚獣は敗北し、消え失うせた。


    「刀身拡張エライトーンを使うまでもなかったな」


    　ノラは剣を鞘さやに収め、無防備となった魔道師につかつかと歩み寄る。自分の敗北を悟さとり、短く叫んで両手を上げる魔道師。その顔面に、ノラは容よう赦しやなく素す手での拳こぶしを叩き込んだ。頰ほおにめり込み、顎あごを揺らす一撃。魔道師は気を失い、地面に崩れ落ちる。


    　周囲の魔道師たちに動揺が広がった。相手はただの小娘ではなかった。紛まぎれもなく本物の剣士。それも、ずば抜けた凄すご腕うでだったと認識した。


    「まさか、ほ、本物のノラ・グライド……？」


    「本物のグライド姉妹……？」


    「貴様ら」


    　撤てつ退たいすべきか否いなかを逡しゆん巡じゆんしている魔道師たちに、ノラは告げる。


    「私を侮ぶ辱じよくしておいて、今さら逃げられると思うなよ？」


    　執しゆう念ねんのこもったノラの視線が、魔ま道どう師たちを威圧する。襲う側であったはずなのに、襲われる側になりつつある。魔道師たちはもはや略奪のためではなく、自分の身を守るために召しよう喚かん獣を繰り出す。


    　六人のうち三人の魔道師が立て続けに召喚を完了させ、毒狼ドグルヴ、凶獅子イヴイリオン、六角犀ツエリーノが現れた。残る三人はまだ詠えい唱しようを続けている。巨虎デイヴテイガルが瞬殺されたのを受け、より強力な召喚獣を喚よぶために詠唱に時間をかける算段だ。


    「かかれ！」


    　魔道師の号令で三匹の召喚獣が突撃を開始した。足音が轟とどろき地面を揺るがす。一いつ刀とうで全滅しないように三さん者しや三さん様ようの方向に散り、ノラを取り囲みながら迫る。闇やみ雲くもな行動ではなく、術師の意図を汲くんだ連係攻撃だった。


    　だが、三匹のうちの一匹、毒狼ドグルヴはノラに近づくことさえ叶かなわず、唐とう突とつに体勢を崩して転倒した。地を這はう植物のツタが毒狼ドグルヴの脚あしを絡からめとっている。偶然に脚が引っかかったわけではない。ツタは意思を持つかのように蠢うごめき、毒狼ドグルヴの身体からだに巻きつき、締めつけていく。


    「拘束植物エンゲイジ！」


    　ツタはアイの足あし下もとの召喚陣から伸びていた。アイがノラを援護するために召喚した拘束植物エンゲイジ。無数のツタの一本一本が強きよう靱じんな縄として機能し、対象の動きを封じる。


    　厳重な簀す巻まきに捕らえられ、全身を地面に押さえつけられながらも、毒狼ドグルヴは振りほどくために足あ搔がく。凄すさまじい膂りよ力りよくでのたうち回り、辛かろうじて首を動かせるようになった。ツタを嚙かみちぎるために、封じられた前脚に顔を近づけて口を開く。


    　牙きばがツタに触れる寸前に、毒狼ドグルヴの眉み間けんに短剣が突き刺さった。目に宿っていた力が失われ、全身が弛し緩かんし倒れ伏す。巨虎デイヴテイガルと同様、光となって散っていった。


    　毒狼ドグルヴをしとめたのはフレイクの短剣だった。離れた位置から投とう擲てきし、狙ねらい通り的中させて毒狼ドグルヴの命を狩った。剣士としての力量はノラに大きく劣るフレイクだが、グライズの三人の中で唯ゆい一いつ、飛び道具での遠距離攻撃が可能な戦力だ。


    　フレイクはもうひと振りある短剣を握り直す。残る二匹の召喚獣にも狙いをつけるが、凶獅子イヴイリオンと六角犀ツエリーノはすでにノラと接近していた。今投げるとノラの行動の邪魔になると判断し、自じ重ちようする。


    　凶獅子イヴイリオン、六角犀ツエリーノはノラを挟はさみ撃ちにするように迫る。凶獅子イヴイリオンはノラの身体を喰くらわんと口から涎よだれを[image: ]あふれさせ、六角犀ツエリーノは刺殺する構えで六本の鋭い角つのを光らせる。


    　六角犀ツエリーノの角は三みつ叉またの槍やりが二段重ねになった構造で、左右に幅広く伸びていて横にかわすのは困難。硬度が高いため、剣で対処しようにも巨虎デイヴテイガルのようにはいかない。


    　魔道師たちは勝利の予感に笑みをこぼすが、


    「ならば上に逃げればいいだけだ」


    　ノラは真上に跳んで回避する。軽く地面を蹴けっただけで、自分の身長の数倍の高さにまで舞った。日の光を身に受けて神こう々ごうしく輝く姿を、魔ま道どう師たちは見上げて思わず息を呑のむ。


    　常人には到とう底てい不可能な高さだが、竜との空中戦を幾いく度ども経験しているノラにとってはどうということもない。重力操作グラベトリーブの魔術で自身にかかる重力を軽減しての跳躍だった。


    　凶獅子イヴイリオンと六角犀ツエリーノは減速が間に合わず、正面衝突した。六角犀ツエリーノの角が凶獅子イヴイリオンの顔面に突き刺さり、脳のう髄ずいや口こう腔こうを貫つらぬいていく。


    　滞たい空くう中に、ノラは長剣を振り上げる。


    「刀身拡張エライトーン！」


    　ノラの叫びとともに刃やいばが巨大化した。竜の細胞を配合した竜りゆう鋼こう製の剣は、魔力によって質量を増減させる。竜の変身能力の由来となっている性質を利用した必殺の一撃。ノラ自身の身長を遙はるかに越え、長く分厚く育った剣が、落下の勢いとともに六角犀ツエリーノめがけて振り下ろされる。


    「死んで詫わびろ！　私を侮ぶ辱じよくしたことをおおお！」


    　斬ざん撃げきによって破は砕さい音が響く。


    　ノラの剣はさながら断だん頭とう台だいの刃のように、六角犀ツエリーノの頭部を真上から輪切りにし、地面にまで届いていた。硬い角つのは刀身の重みで無む惨ざんに圧おし砕かれ、破片が周囲に散らばって転がった。ほどなく、凶獅子イヴイリオンとほとんど同時に、肉体も破片も光となって消失した。


    「い、一撃で……！」


    　凄すさまじい破壊とノラの怒ど気きに、魔道師たちは気け圧おされ騒然とする。


    　対照的に、フレイクはその様子を見て暢のん気きに苦笑する。


    「しかし、何だ。六角犀ツエリーノも気の毒にな。死んで詫びろって言われても、侮辱したのは六角犀ツエリーノじゃないのにな」


    「お姉ちゃんの口癖だから」


    　つられてアイも微笑ほほえむ。戦闘の緊張が和やわらぎ、一息つく。


    　ノラは剣の質量を戻して鞘さやに収め、間まを置かずに魔道師たちに向かって走る。ひとりめの魔道師と同様に、拳こぶしで殴なぐって無力化させるつもりだった。


    「貴様ら、覚悟しろ！」


    「やばい！　は、早く召しよう喚かん！　召喚を！」


    「わかっている！」


    　召喚獣を失った魔道師たちは、残った三人の仲間の後ろに逃げた。


    　時間をかけて詠えい唱しようを続けていた三人が、ついに召喚を完了させる。彼らの足あし下もとにあった三つの召喚陣は、地面を滑るように移動してひとつに重なった。


    「俺たち三人分の魔力をつぎ込んで喚よびだしてやる！」


    　詠唱に時間をかければかけるほど、魔力量が多ければ多いほど強力な召喚獣を使し役えきできる。


    　三重の召喚陣から、人間大の円えん筒とう状をした岩がせり出した。


    　地鳴りとともに出現する召喚獣の前に、ノラも足を止めざるを得ない。


    　円えん筒とう形は召しよう喚かん獣の頭部だった。続いて壁のような胴体と、神殿を支える柱のような太い四肢が出現。二本の脚あしが地面に突き刺さるように立ち、膨大な体重を受け止める。


    　顕けん現げんしたのは堅固な防御力を誇る岩石兵カーザ・アスカー。それも、体長は十メートルを越え、竜にも匹ひつ敵てきしかねない巨大な一体だった。


    　これほどまでの大きさの召喚獣は、法で召喚を制限されている。竜に対抗するような緊急事態以外は喚よびだしてはならないとされているが、魔ま道どう師たちはそれを無視した。


    「やった……」


    「は、ははは……、ははははは間に合った！　間に合ったぞ！」


    「こいつの力をまた使うことになるとはなあ！」


    　魔道師たちは手を叩たたきあって歓喜する。岩石兵カーザ・アスカーは、彼らが喚びだせる召喚獣の中でも最強の部類に属し、なおかつ、剣士に対して優位な性質を備えている。


    「岩石の身体からだは刃やいばを通さない！　これで！　これで勝ちは揺るがない！」


    「俺たちを本気にさせたことを後悔するんだな！」


    「行けえ、岩石兵カーザ・アスカー！」


    　岩石兵カーザ・アスカーが歩ほを進める。一歩一歩、地面を踏みしめるように前進してノラに近づく。巨体ゆえに機敏さに欠けるが、その代わりに重量が岩石兵カーザ・アスカーの武器。踏まれた瞬間、人体は平らに潰つぶれることになる。


    　ノラは見上げて呟つぶやいた。


    「これほどまでの召喚獣を喚べるとは、ちょっと見くびっていたな」


    「感心してる場合かよ。どうする？　何か手はあるのか？」


    　フレイクの問いに、アイが応じる。


    「私の召喚獣で岩石兵カーザ・アスカーの気を引くから、その間に倒して！」


    「倒すって、剣は効ききそうにないぜ？　斬きりかかっても刃こぼれするだけだろ」


    「関節を狙ねらえ、フレイク。岩を斬るのは難しいが、つなぎ目を切断することならできるはずだ」


    　ノラの指摘を受け、フレイクは改めて岩石兵カーザ・アスカーの身体を見た。全身が岩でできているが、確かに、膝ひざや肘ひじや腕周りには甲かつ冑ちゆうのように切れ目が入っている。


    「脚を潰して倒すことにしよう。刀身拡張エライトーンを使えば、フレイク程度の腕前でもできなくはない」


    「信頼されてるのかされてないのか、わからない物言いだなあ」


    「信頼されたいのなら、私にひと太た刀ち浴びせられる腕前と、私をからかわないだけの誠実さを持つことだ」


    「難易度高すぎるだろ、特に後者は」


    「お姉ちゃん、フレイクさん、もうお喋しやべりはやーめ！　召喚するよ？」


    　アイが子どもでも諭さとすように、ふたりの会話に割って入る。


    　すでにアイの足あし下もとには召喚陣が完成していた。ノラとフレイクが会話している間に詠えい唱しようを済ませたのだ。その速度は敵の魔ま道どう師たちの比ではない。アイの得意とする高速詠えい唱しようで、岩石兵カーザ・アスカーに向けて召しよう喚かん獣を放つ。


    「出いでよ！　鋼鳥スタリダー！」


    　閃せん光こうと炸さく裂れつ音とともに、召喚陣から無数の鳥が飛び立った。嘴くちばしが長く、海鳥のような形状をした鳥だが、全身が鋼はがねの殻に覆おおわれている。


    　鋼鳥スタリダーたちは岩石兵カーザ・アスカーの頭めがけて飛んでいき、嘴で攻撃を加える。岩石兵カーザ・アスカーの頭部とぶつかり合い、その度たびに硬質の音が響き渡った。


    　岩石兵カーザ・アスカーは浅い傷を負うが反撃。両手で払いのけ、殴なぐり、叩たたき落としていく。鋼鳥スタリダーも強度の高い種族だが、さすがに体格差にはかなわない。次々と落下して散っていった。


    　ノラとフレイクはそれぞれ、長剣と双そう剣けんを構えて地を駆けた。岩石兵カーザ・アスカーの意識が上に向いている隙すきに、足あし下もとを急襲する。ノラは右脚あし、フレイクは左脚に近づいていく。


    「刀身拡張エライトーン！」


    　ふたり同時に剣を巨大化させた。フレイクの短剣は長剣相当の大きさに、ノラの長剣はさらにその数倍にまで膨ふくれ上がる。


    　両者とも狙ねらうは岩石兵カーザ・アスカーの両足首の関節。


    　風を唸うならせながら水平に振り抜く。


    　だが、そこに走っていたのはノラとフレイクだけではなかった。
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    「何!?」


    「うおおおっ!?」


    　岩石兵カーザ・アスカーの太い脚あしの陰から飛び出した存在に、ふたりは驚く。


    　耳みみ障ざわりな鳴き声を上げながら、魔猿デイマンクが二匹現れた。岩石兵カーザ・アスカーの足首を庇かばうようにして立ち、ふたりの剣を遮さえぎる。


    　魔ま道どう師たちが岩石兵カーザ・アスカーの後方で新たに召しよう喚かんした僕しもべ。発達した筋肉を持ち、決して戦闘能力の低い種族ではないが、魔猿デイマンクたちはノラとフレイクを攻撃するためではなく、岩石兵カーザ・アスカーを守るためだけに身を投げ出していた。


    　岩石兵カーザ・アスカーに向けたふたりの斬ざん撃げきは、魔猿デイマンクたちの胴体を斬きる。


    　フレイクの剣は魔猿デイマンクの身体を裂いて致命傷を与えたが、骨のところで止められてしまい、岩石兵カーザ・アスカーまで届かない。


    「お、お、おおおおおお！」


    　ノラの巨剣は魔猿デイマンクを上下真っ二つに捌さばき、その勢いのまま岩石兵カーザ・アスカーの足首を襲う。しかし、魔猿デイマンクを斬ったことで剣筋すじは揺らいでいた。刃やいばは足首の関節ではなく、そのすぐ下、足の側面を直撃する。


    　鈍にぶい衝撃音とともに、一瞬、火花が散った。


    　岩石兵カーザ・アスカーの硬い表面に食い込む凄すさまじい一撃。だが、食い込むだけ。分厚い岩を切断するには至らない。


    　衝撃が伝でん播ぱし、岩石兵カーザ・アスカーの巨大な身体がわずかに揺れる。


    　そのことで、岩石兵カーザ・アスカーは足あし下もとに意識を割さいた。


    　顔を俯うつむかせて、自分に敵対するふたりの剣士の姿を見る。目の前を飛び交う無数の鋼鳥スタリダーたちよりも遙はるかに危険だと判断し、潰つぶしにかかる。


    　緩かん慢まんな速度で、岩石兵カーザ・アスカーの右足、いましがたノラが叩たたいた右足が浮かび上がった。


    　ノラを踏み殺そうという動作だ。


    「お姉ちゃん、危ない！」


    「逃げろ、ノラ！」


    「言われなくてもわかっている！」


    　ノラとフレイクは即座に後ろに跳んで離脱。剣の質量を元に戻し、身軽になって移動する。


    　魔猿デイマンクも消滅して誰もいなくなった空間に、右足は踏み下ろされた。さながら空から垂直に降ってきた石柱。巨体の体重が乗った一撃が地を穿うがつ。


    　盛大な轟ごう音おんと土つち煙けむりが上がった。地面には足跡が深く刻まれ、その破壊力を物語る。


    　魔ま道どう師たちは勢いづいた。


    「行けえ！　今のをもう一撃、今度は外すなよ！」


    「最強の剣士だろうが手も足も出まい！」


    　快かい哉さいを叫んで岩石兵カーザ・アスカーを鼓こ舞ぶする。並行して新たな戦力を召しよう喚かんしようとしているが、その必要はないかもしれない。決着の予感に魔ま道どう師たちの目が輝く。


    　岩石兵カーザ・アスカーが今度は左足を持ち上げていく。やや離れたノラたちに対しても、大おお股またに踏み込めば十分に届く。


    　三人は見上げて構える。先に動いては岩石兵カーザ・アスカーの攻撃が追ってくるので、回避するのは足が落下し始めた後。着地点を見極めてからだ。失敗すれば死に繫つながる。三人とも息を呑のんで岩石兵カーザ・アスカーの足を注視する。


    　が。


    「…………」


    「…………」


    「……何が起きた？」


    　浮き上がった足は、いつまで経たっても落ちてこなかった。


    　岩石兵カーザ・アスカーは左足を上げまま、片足立ちの姿勢で静止していた。


    　グライズの三人はもちろん、魔道師たちにも予想外の事態。なぜ岩石兵カーザ・アスカーが攻撃を中断したのか、誰も理解できない。戸と惑まどいを隠せず、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすだけだ。


    　最も早く気づいたのは、この場で一番の魔術の使い手であるアイだった。


    「これは、縛ばく鎖さ魔術……」


    　岩石兵カーザ・アスカーは魔力の鎖くさりによって動きを封じられていた。いつの間にか身体からだの至るところに魔力で輝く輪がはめられており、岩石兵カーザ・アスカーの怪力をもってしてもびくともしない。


    　アイの専門外の魔術だが、この術の凄すごさはよくわかった。縛鎖魔術は主に罪人を捕らえるために使われているもので、専門とする魔道師でも一度に数人を捕まえるのがやっとというところ。体長十メートルを越える生物を捕ほ縛ばくする縛鎖魔術など、アイの魔力量があったとしても困難なはずだ。


    「いったい誰がこんな……、こんなにも大きな規模で……」


    「そこー！　旅の方たち、早く逃げてください！」


    　三人の背後から、聞き慣れない若い女の声が聞こえた。


    　振り向けば、少し離れた道の先に声の主ぬしが立っていた。


    　細身で背が低く、ノラと似たような体格。髪はこざっぱりと短く、活発そうな顔立ちで、小動物のような目を寄り目にして三人を見ている。片手を掲かかげて伸ばしていて、そこから強い魔力が発されていた。


    　大規模な縛鎖魔術を行こう使ししたのはこの少女だった。


    「急いでいただきたい！　私のこの魔術、そんなに長くは保もちませぬ！」


    「……誰だ？」


    　突然現れた新たな魔道師の少女に、ノラは怪け訝げんな目を向けた。


    「誰だっていいではありませぬか！　そんなことよりも、ここにいてはあなた方も私も命が危ないですよ！」


    「私たちを助けてくれたのか」


    「み、見ればわかることでしょう！　何を暢のん気きにしてるのですか！」


    「命が危ないというなら、見ず知らずの私たちなど助けず、関わりを持たなければよかっただろうに」


    「何を馬ば鹿かなことを！　襲われている無む辜この人々を見捨てていくなんて、良心に反することはできませぬ！」


    　少女は顔に汗を浮かべながら、切迫した声で叫ぶ。


    「なるほど。いい人なんだな」


    「間抜けなお人好よしと笑いたければ笑えばいいです！　さあ早く！」


    「笑う？　笑うわけがないだろう」


    　ノラはそう言うと少女に背を向けた。


    　次の瞬間、消える速度で駆け出した。


    　逃げたわけではない。


    　動けない岩石兵カーザ・アスカーとの距離を猛然と詰める。


    　魔ま道どう師たちは誰も反応できない。


    　ノラを遮さえぎるものは何もない。


    　片足立ちになっている岩石兵カーザ・アスカーの軸足と交錯。


    　すれ違いざま剣は巨大化し、


    「他人を救うことに命を懸かけてるのは、私たちも同じだ！」


    　剣筋すじが一瞬煌きらめいた。


    　ノラは振り終えて駆け抜け、その勢いのまま岩石兵カーザ・アスカーから離れる。


    　遅れて、岩が割れる音が鳴り響いた。


    　刃やいばは岩石兵カーザ・アスカーの足首の関節を正確に通過していた。


    　だが、岩石兵カーザ・アスカーは足首を砕かれてもなお、片足立ちの姿勢のまま動かない。


    「もう解いていいぞ」


    　ノラが魔道師の少女に呼びかける。少女は魔術を維持したまま目を丸くし、首を傾かしげた。何が起きたのかわからなかったようだと見て、ノラは言葉を付け足す。


    「縛ばく鎖さ魔術はもう必要ない。この岩石兵カーザ・アスカーはすでに無力化した」


    「ま、誠まことですか！」


    　少女が驚いた拍ひよう子しに縛鎖魔術が解け、岩石兵カーザ・アスカーを縛っていた魔力の輪が弾はじけた。


    　岩石兵カーザ・アスカーの身体からだは支えを失い、傾いた。上げていた左足を下ろす暇ひまもなく、後ろへと倒れていく。


    　その方向には盗賊団の魔ま道どう師たちがいた。悲鳴を上げながら散り散りになって岩石兵カーザ・アスカーから逃げる。


    　誰も下敷きにすることなく、岩石兵カーザ・アスカーの身体からだは地面に崩れ落ち、地響きを起こした。全身を強く打ちつけて、足首以外の部分もあちこち砕けだす。戦闘時の武器となっていた重量が今、岩石兵カーザ・アスカー自身に致命傷を負わせた。


    　道を塞ふさぐ小山のように倒れ伏していたが、やがて絶命し、消失した。


    「ひ、ひいいい！」


    「岩石兵カーザ・アスカーまでこの様ざまじゃ、か、勝てるわけがねえ！」


    　魔道師たちは森の中へと逃げて姿を消した。


    　全員を殴なぐってやると息巻いていたノラは、宣言どおりに追走するが、去り際に顔だけ振り向き、少女に軽く頭を下げた。


    「手を貸してくれたことに礼を言う！」


    　そして少女の返事を待たずに再び走り出し、後ろ姿は見えなくなった。


    　少女はきょとんとした表情でそれを見送り、


    「はあ────あ」


    　感心したように長く溜ため息いきをついた。


    「凄すごいですね、あの剣士の方。岩石兵カーザ・アスカーを倒してなお、あれだけの元気がおありとは」


    　その場に残ったフレイクとアイに話を振ってきた。ふたりは苦笑して頷うなずく。馬車の中では疲れて眠っていたのに、打って変わっての立ち回りだった。


    「あの……、助けていただいて、本当にありがとうございました。あれは私の姉なのですが、態度が大きくて気を悪くされてしまったらすみません」


    　アイが丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。


    「いやいや、そんなそんな！　まったく気にしておりませぬ！　むしろ剣の技量に感動いたしました！　いいものを見せていただき誠まことに光栄です！」


    　少女は興奮気味に、アイに詰め寄るようにして話す。


    「御姉妹だったのですね!?　あんなにお強い姉君をお持ちだとは羨うらやましい限りです！」


    「そ、それはどうも……。でも、うちの姉、結構向こう見ずなところもあるし……」


    「ほう、なるほど。言われてみれば確かに、あの方、度胸があるというか何というか。岩石兵カーザ・アスカーの身体がどっちに倒れてくるかわからないのに、足を斬きってしまうとは。たまたま盗賊団のほうに倒れたからよかったものの、こっちに倒れてきていたら危なかったですね」


    「いや、どうかな、ノラだったらそのくらいのことは計算して剣を振るってそうだけどな」


    　フレイクが口を挟はさんだ。普段、剣術の稽けい古こをつけられていて、ノラの腕前はフレイクが一番よく知っている。


    「ノ……ラ……？　もしかして、ノラ・グライドさんだったのですか!?　え？　ということは、アイ・グライドさん？」


    　少女は再び興奮し始めた。アイのことを指さして、握手を求めた。アイは若じやつ干かん引きながら少女の手を取って控えめに握る。少女は握った手を弾はずむように振った。


    「いやあ───！　そうでしたか！　それならあの強さも納得です！　いやいや、戦歴は聞き及んでおります！　私程度の者がこうしてお会いできるなんて、夢のようです！」


    「あの……、本当に恐縮です。あなたのほうこそ、さぞ名のある魔ま道どう師のご息女なのではありませんか？　あれだけ大規模な縛ばく鎖さ魔術を使えるだなんて……」


    　アイはお世辞ではなく、本気でそう思って尋たずねた。あの縛鎖魔術で竜を封じることは難しいかもしれないが、その魔力量と習熟度を応用すれば町の防衛戦力として大活躍できるはず。きっとどこかで名を馳はせているはずだと考えた。


    「いえいえ、滅めつ相そうもありませぬ！　私など無名も無名！　グライズの方々と比べられてしまっては本当にもう恥じ入るばかりで！」


    「謙けん遜そんなさらなくても。お名前を聞かせていただいていいですか？」


    「は！　私、シェリー・モットレイと申す者です！」


    「…………」


    　アイは沈黙する。


    　意外にも、本当に知らない名前だった。

  



  
     第二章　魔道師の過去


    



    　ノラは予告どおり、盗賊集団の魔道師たちを全員、素す手でで殴なぐり倒した。アイのような規格外の魔力量を誇る魔道師ならともかく、普通の魔道師は数度の召しよう喚かん魔術で魔力を使い果たしてしまう。肉体的な強さを持たず、魔力を失って逃げる魔道師たちに追いつくのはたやすいことだった。


    「前ぜん衛えいの戦士がいない烏う合ごうの衆しゆうは悲惨だな」


    　ノラは哀れんで呟つぶやきながら森を歩く。ほどなく街道までたどり着いた。来た道を戻ったわけではなかったので、馬車から百メートルほど離れたところに出た。


    　馬車の外で立って待っていたフレイクは、ノラに気づいて視線をやった。その姿をよく見るなり、目を丸くしてノラのところまで走る。


    「お、おいおい、ノラ、お前馬ば鹿かじゃねえか!?」


    「フレイクにだけは言われたくない言葉だな。何だ。私のどこが馬鹿だと言うんだ」


    「何を背負って戻ってきてるんだよ！　置いてきたらいいだろ！」


    　フレイクは力強く指さして声を上げた。


    　ノラは、自分が倒した魔道師たちの身体を担かついで運んでいた。その数、都合六人。両方の肩に三人ずつ重ねていて、顔の両側の空間が完全に埋まっている。


    　魔ま道どう師はうつ伏せの状態で担かつがれ、腰を支点にして両手両足をだらりと垂たれさせている。ローブは脱がされていて、上になった者がずり落ちないように固定するための縄として利用されていた。


    　ノラは唇を尖とがらせてフレイクに反論する。


    「置いてきたら、こいつらがまた野放しになるだろうが。馬車の荷台に載のせて、最も寄よりの町まで運んで警けい吏りに引き渡す」


    「まあ、正論かもしれないけどよ……」


    　フレイクは呆あきれて小さく息をつく。改めてノラの姿を見るが、ほとんど子どもの体格のノラの肩に、大だいの大人が六人も折り重なっている図はいかにも危なっかしい。


    「何を驚いている？　重力操作グラベトリーブを応用すれば、この程度のことは造ぞう作さもない」


    「いや、何度か見たことあるから原理は知ってるけど、俺が言ってるのはそういうことじゃなくてだな」


    　フレイクはそう言いながら歩ほを進めてノラに迫った。会話する距離よりも近くにまで踏み込む。


    　ノラはフレイクの意図を摑つかめずに、硬直した。魔道師を担いでいて手が塞ふさがっている無防備なところへの接近。剣の稽けい古こで鍔つば迫ぜり合いをすることは少なくないが、日常生活でこれだけ近づくのは珍しい。自分がわずかに動揺したことを自覚した。


    　フレイクはノラの肩から、魔道師三人の身体を抱き抱かかえるようにして奪いとる。結び目が解ほどけないように注意しながら、持ちかえて右肩に背負った。


    「な、何だ。持ってくれるのか、フレイク」


    「何だじゃない。ひとりで全部やろうとするなよ。疲れて眠ってたような奴やつが、体力や能力を無駄に使うんじゃない」


    「眠ってなどいない！　……いや、ちょっと待て？　私のことを馬ば鹿か呼ばわりしたのはそのことか？」


    「それ以外にないだろ」


    　察しが悪いノラに対して、フレイクは得意げに言う。


    「何だ、俺のことを鈍感鈍感って言ってるわりに、ノラも鈍にぶいじゃないか」


    「お……、お前が気を利きかせることなんて滅めつ多たにないから、予想できなかっただけだ！　だいたい、私の体力が不安だと言うなら、私についてきて援護するべきだろう。心配が中途半端じゃないか。そうだ、そうだよ、だから予想できなかったんだ。フレイクのせいだ」


    「俺がノラを追ったら、誰がアイとカーネスを守るんだよ。見張りが留守になるじゃねーか」


    「う……」


    　ノラは珍しくフレイクに反論できず口ごもる。悔しそうにして目を背そむけた。


    「な？　お前ひとりでは両方同時にはできないし、する必要もない。こいつら六人をひとりで運ぶなんて無茶もしなくていい。そういうのは、元気な俺がやる」


    「……ずいぶんと説教臭い口を利きくようになったじゃないか」


    「怒ったか？　むかついたか？　今日は俺のほうが正しい自信があるが」


    「ふん」


    　拗すねたように鼻を鳴らして、ノラは言う。


    「ま、まあ、いいだろう。お前の心配、素直に受け取っておいてやる」


    「そうか。ならよかった。じゃあ、そっちの三人も俺が運ぶ」


    「今度は逆に私がお前を心配するが、ひとりで大丈夫なのか？　フレイクは重力操作グラベトリーブをてんで使えないだろう」


    「力任せでも何とかなるだろ。忘れたわけじゃないよな？　単純な筋力だけなら、俺はお前よりも強い」


    　フレイクは笑みを浮かべながらノラが背負う三人を指し、寄越すように身振りで促うながす。ノラは受け渡すために、三人を背負っている肩をフレイクに近づけた。フレイクはノラの背丈にあわせるために中腰になり、肩を寄せて三人の身体を受け取る。少しふらつきながらも背せ筋すじを伸ばし、前後左右の均きん衡こうをとった。


    「お、思ったより重いな……。だが、何とか行けるか」


    　六人を背負ったことでフレイクの姿の輪郭が大きくなり、ノラはまるで縮んだかのように元に戻る。地面に映る自分たちの影の大きさの差を見て、ノラは陰いん鬱うつな表情を浮かべる。


    「……やっぱり私が担かつぐんだった」


    「ん？　どうした、ノラ？　聞こえなかったけど」


    「いや、何でもない！　何でもないぞ！」


    「そうか。じゃあ馬車まで戻ろうぜ。アイたちも待ってるし、俺もこれをさっさと降ろしたい」


    　そう言いながら、フレイクが先に一歩を踏み出した。


    　ノラは遅れて続く。大きくて重そうなフレイクの後ろ姿を見ながら歩き、遠くにある馬車も視界に入れる。


    　そこでようやく気づき、「あ」と声を漏もらす。


    「おい、フレイク。馬ば鹿かは私だけじゃなかったな。やっぱりお前も馬鹿だ」


    　フレイクは怪け訝げんな表情を浮かべた。振り向いてノラを見ようとするが、両肩が塞ふさがっていて首が動かせない。


    「何の話をしたいのか知らないが、ちょっと黙っててくれるか。転ばないように集中してるんだ」


    「わざわざこいつらを運ばなくても、馬車にこっちに来てもらえばよかったじゃないか」


    「……あ」


    



    　　　　＊


    



    　フレイクは魔ま道どう師たちをその場に降ろし、小走りで馬車のところに戻った。ノラは魔道師たちの見張りと休憩を兼ねて座って待つことにしたので、戻ったのはフレイクひとり。馬車に駆け寄って、扉とびらを開けた。


    「アイ！　道の先でノラが座ってるから、とりあえずノラのところまで馬車を動かしてほしいんだが……！」


    　フレイクは車両の中にいるアイに声をかけたが、


    「それでそれで!?　実際に結けつ界かい術を発動させたことはあるのですか!?」


    「にゃ、にゃぁ……」


    「どっちですか、どっちなのですか！　あるかどうかでお答えいただきたい！」


    「シェリーさん、そんなに詰め寄らないでください！　カーネスちゃん怖がってますから！」


    　車内では女性三人の言葉が飛び交っていて、フレイクは相手にされなかった。アイがカーネスを胸に抱きとめて、興味津しん々しんで乗り出すシェリーから引き離している。フレイクは言葉を引っ込めるほかない。


    「えーと……」


    「ああ、フレイクさん、ごめんなさい」


    　アイがようやくフレイクの存在に気づいた。フレイクは呆あきれて言う。


    「まだやってたのか……」


    



    　ノラが魔道師たちを追って森の中に消えた後、アイたちは馬車に戻ってノラを待つことにしたが、その際、シェリーが一緒に待ちたい旨むねを申し出た。グライド姉妹に強い興味があり、是ぜ非ひとも話を交わしたいという懇願だった。


    　これをアイはふたつ返事で受けた。恩人の頼みは断りにくかったということもあるし、何よりアイ自身、専門は違えど同じ魔道師として、強力な縛ばく鎖さ魔術を操あやつるシェリーに畏い怖ふの念を抱いだいていた。自分と同じかそれ以下の年齢で、あれだけの魔術を習得するに至った背景について、後こう学がくのために話を聞いておきたいという思いがあった。


    　シェリーを馬車に案内し、車内の座席を勧めた。当然、そこにはカーネスが座っている。盗賊魔道師集団の襲撃以降、カーネスは一いつ切さい動かずにその場で待っていた。


    　カーネスが、見知らぬ顔のシェリーを見た。きょとんとした表情を向けて、首を傾かしげる。


    　シェリーはそんなカーネスを見るなり、


    「もしかして……、いや、ちょっと待ってください待ってください。まさかとは思うのですけど、でも、間違いようのないくらいわかってしまったのですけど、この子、結界術師ですよね？」


    　信じられないといった様子で、アイに尋たずねた。


    　出し抜けのことにアイは動揺する。常人にはわかるはずもないことを、シェリーは一目で見抜いてきた。秘ひ匿とくするべき情報なので、当然アイはそれを肯定することはできない。誤ご魔ま化かすための方策を考える。


    　だが、シェリーの食いつき具合は凄すさまじく、否定する暇ひまを与えずにカーネスを問い詰めた。カーネスは、見知らぬ人間に自分の才能を口外しないように躾しつけられているため、シェリーに対してはだんまりを決め込んだが、シェリーは諦あきらめずに質問攻めを敢かん行こうした。


    　ほとんど何も答えないカーネスに対して、シェリーは一方的に質問を並べ立てる。その問もん答どうは未いまだに終わる気配を見せない。


    



    「もう、止とどまるところを知らない感じで」


    　アイはほとほと疲れた様子でフレイクに助けを求めた。


    　フレイクは「やれやれ」と首を振りながら進み出て、シェリーに声をかける。


    「おーい、シェリーさーん。お願いだから、ちょーっとだけ話をやめてこっちを向いてくれないかなあ？」


    　わざとらしい猫ねこ撫なで声のフレイク。シェリーは一いち瞥べつもせずに応じる。


    「お断りいたします！　このカーネスちゃんから詳しいことを聞けるまでは諦めませぬ！」


    「そーかあー。こっち向いてくれないかあー。ううーん、残念。とってももったいないなあー」


    「そんな思わせぶりな物言いで気を引こうったって、私は誤魔化されませぬ！」


    「ノラがシェリーさんのことを勧誘したがってたんだけど、話を聞いてくれないんじゃしょうがないなあー。残念だけど勧誘は難しいっぽいなあー」


    「何ですと!?」


    　シェリーは強風の中の風かざ見み鶏どりのように反転し、カーネスから身を離してフレイクを見た。目の輝きが増し、フレイクを照らす。


    「か、かかか、勧誘とは！　つまりは栄はえあるギルド、『グライズ』の一員になれと、そういうことなのでしょうか!?」


    「そうそう、そういうこと。あれだけ強力な縛ばく鎖さ魔術の使い手を放っておくのは惜しいと言ってたぞ。まあ、さぞかし高い金を取られるんだろうなーとも言ってたから、半分は冗談みたいな感じだったけど」


    「いやいや、そんな！　滅めつ相そうもありませぬ！　私の力を欲していただけるだなんて、それだけでも身に余る光栄です！」


    　馬車から降りて膝ひざをついたシェリーに対し、横からアイが不安げに尋たずねる。


    「でも、シェリーさんって、すでにどこかのギルドとか組織に属してるんじゃないんですか？」


    「ご安心いただきたい！　無所属です！　言うなれば無職です！　今このとき、グライズの方からお声をかけられる、この瞬間のために無職でおりましたよ！」


    　シェリーは即答し、誇らしげに胸を叩たたいた。


    　アイは目を丸くするが、フレイクは構わずに話を進める。


    「じゃあ、ノラの話を聞いてもらってもいいかな？　俺たちのギルドの長ちようはノラだからさ、交渉ごとはノラと直接やったほうがいいと思うんだ」


    「なるほど！　で？　で？　ノラさんはどちらに？」


    「この道の先で休んでるから、馬車をそこまで動かそうと……」


    「かしこまります！　ひとっ走り行ってきます！」


    　フレイクの言葉が終わる前に、シェリーは駆け出した。後に砂すな煙けむりが残るほどの勢い。肉体的に鍛きたえている戦士職でもここまでの速度は出ないかもしれない、とフレイクは感心して後ろ姿を見送った。


    「よし。これでカーネスへの追究は一いつ旦たん止まったな」


    「でも、フレイクさん、本当なの？　お姉ちゃんがシェリーさんを勧誘したいっていうのは？」


    　アイがためらいがちに尋たずねる。


    　グライズはもともと、ノラとアイの父母、剣士グレー・グライドと魔ま道どう師サラ・グライドのふたり組みだった。グレーの信念でグライド家以外の者を引き入れず、少数精鋭として名を馳はせた。ふたり亡き後、娘のノラもその信念を受け継いでいる。フレイクは強引に頼み込んで外部から加入できたが、それはあくまで例外的なものだった。


    「確かにシェリーさんの腕は凄すごいけど、あのお姉ちゃんが、そうやすやすと勧誘を考えたりするなんて……」


    「ああ、あれは噓うそだけど？」


    　フレイクはしれっと応じた。


    「カーネスが結けつ界かい術師だってのは伏せなきゃまずいんだろ？　シェリーさんを引き離すための方ほう便べんだよ」


    「何だ、そういうこと……。でも、だとしたらお姉ちゃんと話をあわせとかないとややこしいことになるんじゃない？　シェリーさん、たぶん私たちの仲間になる気満々でお姉ちゃんに話しかけると思うよ？」


    「そうだな。だから早いとこ追いつこう」


    　フレイクに促うながされ、アイは御ぎよ者しや席に戻った。フレイクも車両に入って席につく。


    　車内ではカーネスが座って待っていた。ほとんど寝ていると言っていいくらい浅く腰掛けていて、背もたれを枕まくらにして首だけを立てている。シェリーの嵐あらしのような質問攻めを受けて疲れたようだ。


    「大変だったな、カーネス」


    「くたくたにゃぁー……」


    　カーネスは表情を変えずに頷うなずく。


    「ちゃんと座ってろ。馬車が動くと危ないぞ？」


    「にゃあー？」


    　非難めいた口調でカーネスは鳴いて、顔を動かさず目線だけフレイクに向けた。フレイクは呆あきれながらも、カーネスの首の後ろを摑つかんで引っ張り上げ、無理矢理きちんと座らせた。


    「疲れたのはわかるけどな」


    「……私が結けつ界かい術師だと、何なのにゃ？」


    　フレイクの言葉には答えず、カーネスは呟つぶやくように言った。


    「どうしてあの人は私について知りたがったのにゃ？　何か私が悪いことしたのにゃ？」


    　物もの憂うげに、フレイクに問う。


    　カーネスは自分の才能の重要性を、はっきりとは自覚できていない。カーネスの故郷は竜に襲われることが少なく、結界術の才能が必要とされることはなかった。カーネスにしてみれば、自分の才能とやらのせいで突然呼び立てられ、道中は狭い馬車の中に閉じこめられて、自由に遊ぶこともできず、なぜか竜に襲われて、周りで人が死に、今は珍しがられて詰きつ問もんを受けるという、嫌な経験しかない。


    　原因となっているのは自分だと考え、不安がる。


    「心配するな。シェリーは別にお前を責めてたわけじゃない」


    「そうなのにゃ？」


    「むしろ、カーネスを褒ほめようとしてたんだ。まあ、興奮しすぎてて、ちょっと何言ってるかわからなかったかもしれないけど、それはカーネスが大好きすぎたからで、決して怖い人じゃないぞ？」


    「ノラとは違うにゃ？」


    「そりゃもう。ノラとは全然違う」


    　フレイクはカーネスを元気づける。ノラへの恐怖心を和やわらげようという当初の思おも惑わくが疎おろそかになるが、構わずシェリーを持ち上げておく。


    「だったらよかったにゃ」


    　カーネスは納得したように小さく頷いた。表情の変化は少ないが、フレイクは口調からカーネスの感情を読みとって安心する。


    　馬車が動き出すのにあわせて、カーネスはいつものように手すり代わりにフレイクの手首を摑んだ。


    



    　　　　＊


    



    「ちょっと、ちょっとお、そこの男の方！　どういうことですか！　話が違っています！　勧誘とかの話は事実無む根こんだったではありませぬか！」


    　馬車がノラのそばで止まり、フレイクが降りるなりシェリーが詰め寄った。


    「男の方？　それは俺のことか？」


    「とぼけないでいただきたい！　他ほかに誰がいるというのですか！」


    「そうか、俺は男だったのか」


    「ま、まさか女性だったのですか!?　それは大変失礼しましたっ！」


    「いや、男であってるけど」


    　深ふか々ぶかと頭を下げたシェリーに、フレイクは呆あつ気けなく告げた。柔軟性のある身体で、地面すれすれの位置にあったシェリーの頭は、跳はね返ったように元の高さに戻ってフレイクを非難する。


    「あってるならどうしてとぼけるのですか！　本気にしてしまったではありませぬか！」


    「ああ、ごめんごめん。まさか真まに受けるとは思ってなかったんだ。そこは『どこからどう見ても男でしょうに！』とか言ってほしかったんだ」


    「名前も知らぬ他人の方から、言動を強制される覚えはありませぬ！　そして物もの真ま似ねも似てませぬ！　すこぶる不愉快です！」


    「俺の名前はフレイクだ。あと、一応、俺はグライズの一員だぜ？　ノラやアイの仲間として、もう少し敬意を払ってくれてもいいと思うんだけど」


    「シェリーさん、その男に敬意は払わなくていい。たいしたことのない双そう剣士、フレイクとだけ覚えておいてくれれば」


    　ノラが口を挟はさみかけて、言い直す。


    「いや、フレイクという名前も覚えなくていいかもしれない。たいしたことのない双剣士、でいい」


    「かしこまります！」


    　シェリーはノラに向き直って敬礼した。


    「かしこまりますじゃねえよ。で、ノラも余計なことを吹き込むな。そりゃ俺のほうが不愉快だぞ」


    「たいしたことのない双剣士さんが不愉快になったところで、私は構いませぬ」


    「それを呼称として採用するのか……」


    　フレイクはがっくりとうなだれた。


    　ノラはあぐらをかいたまま尋たずねる。


    「ところで、私も話が見えないんだが、どうして私がシェリーさんを勧誘するということになったんだ？　お前がでたらめを言ったのか？」


    「ああ、そうだよ。悪かったな」


    「何でまたそんな出任せを？」


    「シェリーさんをカーネスから引き離すための方ほう便べんだったんだ」


    「引き離すとは？」


    「ああ、そうでした！　すっかり忘れておりました！」


    　シェリーが声を上げた。


    「カーネスちゃんですよ、カーネスちゃん！　あの子、結けつ界かい術師ですよね？」


    「……誰か、シェリーさんに教えたのか」


    　ノラがフレイクやアイに目をやるが、ふたりとも首を横に振った。


    「いや、何も言わなかったんだが……」


    「教えたのかってことは、やっぱりそうだったのですね!?　皆さん、ご存じだったのですね!?」


    　シェリーは興奮した様子で小さく飛び跳はね、フレイクたちに目線を送る。あまりの陽気さにフレイクとアイは呆あきれて見ているしかない。


    　ノラは、違った。


    　眼まなこを鋭く光らせて、反射的な速度で立ち上がった。その動作に連動して抜ばつ刀とう。瞬時にシェリーとの距離を詰める。


    　唐とう突とつなノラの行動に、フレイクもアイも反応できず立ち尽くすのみ。


    　目の前の光景の意味を理解するので精一杯だった。


    　ノラはシェリーに斬きりかかった。


    　刀身拡張エライトーンはせずに、重力操作グラベトリーブで跳躍することもなく、最小限の予備動作で右上段から剣を振る。


    　刃やいばは煌きらめき、シェリーの首筋の寸前で止まっていた。


    　シェリーの顔が青ざめる。全身を硬直させ、直立不動。少し離れて見ているフレイクにもわかる。ノラは紛まぎれもなく殺気を放っている。少しでも動けば斬ると、無言のうちに告げていた。


    　張り詰めた空気の中、


    「な……、何でしょう、か、ノラさん……？」


    　身動きのできないシェリーが、唇だけを動かして尋たずねた。遅れて両手を小さく上げて、害がい意いがないことを主張する。


    「尋じん問もんするから正直に答えてほしい。答え次第では、ここで死んでもらう」


    　ノラの剣は揺るがない。表情もまるで動かない。盗賊集団と対したときとは違い、私情で激げき高こうしているわけではない。あくまでも冷徹な意志で、任務遂行のためにシェリーに刃を向けている。


    「お前はカーネスを狙ねらう刺し客かくか？」


    　ノラの問いを聞いてようやく、フレイクとアイにも意図が理解できた。


    　カーネスの能力を知っているということは、その情報を知っている者と繫つながっているということではないか。シェリーの情報源は王宮の人間か、ウォーフィアの一味かのどちらかだと考えられる。後者だった場合、シェリーは敵だ。


    　劫ごう火か竜ウォーフィアとその息がかかった竜たちは、カーネスのことを結けつ界かい術師の卵と知って襲撃してきた。カーネスを生け捕りにした後で何をするつもりなのかは定かではないが、その企たくらみは人類に仇あだなすものと見て間違いない。


    「偶然を装よそおって私たちに手を貸して、警戒心を解かせた後で近づく算段だった。刺し客かくならやりそうな手口だ」


    「ち、違います、違います、誤解です！　刺客などではございませぬ！　通りがかりにたまたまお助け申し上げただけでして、決して他意があったわけではありませぬ！」


    　シェリーは否定するが、ノラの眼光はまだ和やわらがない。


    「ならば、なぜカーネスが結界術師だと思った？　誰が吹き込んだ？」


    「ああ、そのことですか。誰かに教えていただいたわけではないのです。私は見ればわかるのです」


    　ノラが刃やいばをシェリーの首筋にあてがった。


    「でたらめを言うな。見た目はどこにでもいる普通の少女ではないか」


    「ほ、本当なんです！　噓うそ偽いつわりなどではございませぬ！」


    「そう主張されればされるほど、噓くさく聞こえてくるが……」


    「違うのです！」


    　シェリーの声が切実な響きを帯びた。


    「私はカーネスちゃんと同類なので、魔力の波長でわかるのです！」


    「同類？　語尾に『にゃ』をつける癖はないように聞こえるが？」


    「そういうことではなくて！　私は──」


    「お姉ちゃん、シェリーさんってもしかして──」


    　アイが最も早くシェリーの意を汲くみ取った。ノラとフレイクにはまだわからない。怪け訝げんな顔をするふたりに対し、シェリーは告げる。


    



    「私は、もともと結界術師でしたので」


    



    　事の意外さに全員が虚きよを衝つかれた。


    　結界術の才能の持ち主は希少な存在で、その価値は戦士の比ではない。極ごく稀まれに才能を持った者が生まれるが、その確率は低い。人口数万を誇るノラたちの都市コーグスにおいてさえ、結界術師を輩はい出しゆつした例はない。


    　仮に、地方都市で結界術師が生まれたとしても、その全すべては王おう都とに招しよう聘へいされて防衛の任に就つくはずで、偶然に巡めぐり合えることなどほとんど不可能と言っていい。


    　普通であれば、この王都から離れた地で、見ず知らずの魔ま道どう師が結界術師を自称するようなことがあれば、虚きよ言げんと決めてかかるのが筋だ。


    　だが、グライズの三人は即断できない。


    　シェリーの強大な縛ばく鎖さ魔術を見てしまっている今、一いつ笑しように付ふすことができない。


    　結けつ界かい術師が構築する対竜結界は、広大な王おう都と全体を覆おおうほどの規模だ。当然、桁けた違いの魔力量が必要となるが、シェリーの魔力量の底は見えない。


    　まさかという思いと、もしかしたら本物かという思い。


    　三人が判断に迷っているところに、シェリーが言葉を継つぐ。


    「正確に言うと、結界術師のなり損ないみたいなものなのですが、一応、才能だけは備わってるのです。で、結界術の才能を持つ者だけが放つ特有の魔力波長というものがありまして、才能を持つ者同士が出会えばお互いにそれとわかります。決して、誰かから教えられたとかそういうわけではなく、カーネスちゃんを見れば自然にわかってしまうのです」


    「……証明は」


    　ノラがようやく驚きから立ち直った。剣はまだ下ろさないが、刃やいばはシェリーの首筋から少し離した。


    「証明はできるのか？　シェリーさん、あなたが本物だと」


    「カーネスちゃんに気づけたということが証明にはなりませぬか？」


    「それは本ほん末まつ転てん倒とうだ。本物の結界術師でなかったとしても、カーネスを狙ねらう者から情報を聞けば同じことができる」


    「ああ！　そう言われればそうです。まったくそのとおりです」


    　シェリーは視線を泳がせて、少し考えた様子を見せる。


    「今ここで実際に対竜結界を発動させてもいいのですが、結界が本物かどうかを見分けるのは難しいですよね。この場には竜がいませんので」


    　フレイクとアイはその言葉を聞いて動揺し、安あん堵どした。


    　シェリーは知らないことだが、ここには竜が存在する。今、結界術が発動されれば、人体には影響はないが、竜は結界の外まで押し出され、吹き飛ばされる。結界の規模次第では遙はるか彼方かなたまで飛ばされてしまう。重傷を負うことになるだろうし、それ以上に正体が露ろ見けんしてしまうというのが一大事だ。


    　今はまだ、そのときではない。


    「他ほかの方法で示すとなるとー……、ううむ、方法が思いつきませぬ」


    「結界術師としての経歴を聞くことにしようか。話の内容で本当か噓うそか判断させてもらう」


    「おお、なるほど！　かしこまります！　何でも聞いていただきたい！」


    　シェリーの緊張が和やわらぎ、口調が明るくなる。


    「結界術を使えるようになったのは、いつだ？」


    「五年ほど前です！　故郷で才能を発現しまして、誰に教わるでもなく結界術を使えるようになりました！」


    



    　　　　＊


    



    　魔術の訓練を受けていたわけではなかったんですけどねー。


    　ある朝、気づいたら自分の身体の周りに薄い靄もやのようなものがかかってまして、何だろこれ？　と思ったのです。


    　ほとんど無色透明で、匂においもせず、触っても何の手触りもありませんでした。でも、そこに何かあるっていう実感だけは強くあって、見えない壁に閉じこめられているような、そんな気分でした。まあ、私が動けば、その壁も同じ方向に動くので、ぶつかったりすることはないのですけど。


    　父や母や、周りの人たちはそれに気づいてなかったですね。私が何度も「ここに何かある」と言っても、またアホな子が変なこと言ってるだけとあしらわれる始末でして。


    　だから、私が無意識に、無自覚に結けつ界かいを発動していても、誰も何も言いませんでした。魔ま道どう師がひとりもいないような小さな村でしたから、しょうがない話ではあります。


    　そんな寂さびれた村を襲う竜なんて滅めつ多たにいませんけど、たまたま竜が一匹現れたことがありました。まだ小さい竜で、知性もまだ身についてなかったのでしょうか。襲ったところで得るものなんてないのに、元気満々、意気揚よう々ようとやってきまして、めったやたらに暴れ出したのです。


    　当然、対抗できる戦力なんてありませんよ？


    　いかに小さくても、竜は竜です。平和に慣れすぎていて、戦いの経験がほとんどない戦士さんでは、何人いたところでとても止められませんでした。


    　木造の家はだいたいぶち壊されました。煉れん瓦がの家は何とか建ったまま残りましたけど。


    　で、私は逃げ遅れました。親とはぐれまして。


    　その頃の私は鈍どんくさかったですからねー。面めん目ぼくありませぬ。


    　何とか逃げようとして、竜が入ってこられないような、煉瓦の家の間の狭い道に隠れたのですが、竜って変身できるのですよね。それを知りませんでした。竜は人間形態、竜人になって道に入ってきまして、余裕しゃくしゃくで私を追い詰めました。


    　それはもう怖かったです。食べられて死んでしまうのだろうなー、と。泣きながら、がたがた震えておりました。


    　でもですね。


    　竜人さんは私に襲いかかってはきませんでした。


    　何十歩か離れたところで、前に進めなくなったようでして。


    　まあ、そうです。お察しのとおりです。


    　無意識のうちに、私が結界を出していたのです。


    　見えない壁にぶつかった竜人さんは、その場で尻しりもちをつきまして。立ち上がってはまた壁にぶつかりを繰り返しまして、何が起きたかわからない様子でした。


    　やがて、余裕だった竜人さんが血けつ相そうを変えまして、壁をでたらめに殴なぐったり蹴けったりしました。それはもう怒った様子で、がむしゃらに。


    　私は怯おびえて見ているしかなかったのですが、その恐怖心で結けつ界かいをさらに強く発動させてしまいました。もちろん、無自覚にですけれども。


    　竜人さんは、吹っ飛んでいきました。文字どおり、足が宙に浮いて、壁に弾はじき飛ばされる感じで。


    　勢いがついたまま、かなり遠くにあった煉れん瓦がの家にぶつかって、竜人さんは死んでしまいました。私の結界の壁と、煉瓦の壁に挟はさまれて潰つぶされちゃったわけです。


    　ああ、私の周りにある靄もやというか壁は、竜人さんを懲こらしめる力があるんだなあ、と、そのとき気づいた次第です。


    　それから、村の人たちも私の力を知るようになりまして、とてもありがたがられました。私が死なせてしまった竜の親竜が復ふく讐しゆうにやってきたときも、結界術で撃退できましたし、村の人が遠出するときにお供して竜を遠ざけたりと、自分で言うのも何ですが、大活躍でした。


    　結界術師がいるという話は、次第に村の外にも広まったようでして、やがて王おう都とから使いの人がやってきました。


    　私を、王都に迎え入れたいというお話です。


    



    　　　　＊


    



    「父や母や、近所の人たちとの別れは辛つらかったですけど、王都のご命めいでありましたからね。それに、王都に招かれるのは光栄なことでもありましたし。両親は、寂しがりつつも喜んで私を送り出しましたので、私もそれに倣ならって喜んで参じました」


    「……ということは、シェリーさん、王宮警備隊の一員に？」


    　過去を語るシェリーは切なげな表情を浮かべていたが、アイに尋たずねられると頷うなずいて、照れくさそうに手で頭を搔かいた。


    「ええ、まあ、僭せん越えつながら。田い舎なか者の私などが王都に住めるなど、誠まことにもったいないお話でした」


    　グライズの三人は、シェリーの話の信しん憑ぴよう性が増したと感じた。


    　王都からの使いが来たという点は、カーネスと同じだ。カーネスの能力がどのように発現し、どのように王都がそれを知ったのかはグライズの三人にはわからないが、おそらくは似たような経緯があったのだろう。


    　確認のため、ノラはより詳しく探る。


    「王都からシェリーさんの村に来たのは誰だった？」


    「王宮警備隊の戦士の方でした。剣士や槍やり使いや魔ま道どう師の方々が五名ほどです。王おう都とまでの道中を警護していただきました」


    　答えてから、シェリーは首を傾かしげた。


    「あれ？　おかしいですね？　今は皆さん、私のときと同じようにカーネスちゃんを護送されてるんですよね？　その役目は王宮警備隊が受け持つはずでしたが……。は！　もしかしてお三さん方かた、すでに王宮警備隊に加入されていましたか！」


    「いや、私たちは王宮警備隊ではないが……」


    　事実は、王宮警備隊が途中で力尽きたために、ノラたちが引き継いだのだった。カーネスを迎えにいったのは王宮警備隊だったわけで、ここでもシェリーの言葉は正しい。


    「書状……。王宮警備隊は書状を持っていなかったか？　シェリーさんを連れていくための書状だ」


    「ああ、ありました、ありました。私も見せていただきましたよ。とても上質な紙を使ってあって、ご達たつ筆ぴつな文面から紋もん章しようまで鮮明に覚えております」


    「誰の署名がしてあった？」


    　ノラの質問には狙ねらいがあった。もし、本当に書状を受け取っていない者ならば、この質問には答えられない。当てずっぽうで答えたところで、王や大臣の名が出てくるくらいだろう。だが、それは誤りで正解は別にある。シェリーの口から正解が出てこなければ、噓うそだと断ずることができる。


    　が、


    「ハロルド・ガーティス閣かつ下かのご署名でしたよ？　王宮警備隊隊長の」


    　シェリーは当たり前のように正しく答えた。


    　ここに至って、ノラはシェリーが本物だと判断した。本当に結けつ界かい術師として王都に招かれていなければ、ここまでカーネスと一致した経緯を口にすることなどできない。


    　剣を下ろし、鞘さやに収めた。


    「……ノラさん？」


    「失礼した。疑ってしまって」


    　戸と惑まどいを見せるシェリーに対して、ノラは厳げん粛しゆくな面おも持もちで頭を下げた。


    　言葉遣いや態度は横おう柄へいだが、謝るべき相手には謝る。


    「善意から私たちに手を貸してもらったのに、刃やいばを向けるような真ま似ねをしてしまったこと、グライズの長ちようとして恥ずべき行為だった。本当に申し訳なく思っている」


    「そ、そんな、やめてください、ノラさん！　元はと言えば私がカーネスちゃんにあれこれ聞きすぎたのが悪かっただけですし、こちらこそ申し訳ないです！」


    　シェリーは大おお袈げ裟さな態度で恐縮するが、ノラはまだ頭を上げない。


    「許していただいた、と解釈していいだろうか、シェリーさん」


    「許すだなんてそんなもう！　私としては最初から許しているようなものでしたよ！　ノラさんは誤解しているだけだったんですから、誤解が解けてよかったよかった、めでたしです！　あと、呼び捨てにしていただきたいです！　シェリーで結構でありますからして！」


    「……シェリー。縛ばく鎖さ魔術の恩は忘れない」


    「こ、光栄です！　お役に立てて！」


    　ノラがようやく顔を上げたのを見て、シェリーは安あん堵どしたように息をついた。アイとフレイクも、事が収まったことに胸をなで下ろす。


    「それにしても……」


    　アイがおずおずと話し出した。


    「どうしてシェリーさんのような、王宮警備隊の結けつ界かい術師の方がこんなところに？」


    「いや、アイさん、ですから呼び捨てで結構ですのに！　えっとですね、先ほども申しましたけど、結局は私、結界術師のなり損ないのようなものでして」


    「正式な結界術師ではない、ということですか？」


    「そのとおりです。訓練は受けたのですが、結界の強さや規模がなかなか高まりませんで、王おう都とをお守りする任務には就つけず、警備隊を辞めることになったのです」


    　貴重な才能を持ち、なおかつあれだけ膨大な魔力量を持っていても、王宮警備隊に留とどまることができないとは。アイは警備隊の求める水準の高さに驚きつつ、また尋たずねる。


    「でも、実際に結界術は使えるんですよね？」


    「小さな結界を短い時間だけ発動させるだけでよければ、使えます。調子に乗って長い時間やってるとものすごく疲れますので、普段は使いませんが」


    「じゃあ、万一、こういう街道で竜と遭そう遇ぐうしたら、どうします？」


    「それはもちろん、結界術と縛鎖魔術で身を守ります。竜ともなると縛鎖魔術をものともしないようなのもいるので、結界術のほうが頼りになりますね」


    「……ねえ、お姉ちゃん、フレイクさん」


    　シェリーの答えを聞いて、アイは顔を輝かせてノラとフレイクに目配せした。ノラはその意図を察し、微笑ほほえんで頷うなずく。


    「なるほどな。おい、フレイク、一応褒ほめておくぞ」


    「ん？　何だよ、何で今、俺褒められた？」


    　フレイクにはまだノラとアイの考えが読めていない。


    「まったく、フレイクは自分が言ったことも覚えていないのか。そんなことだから、お前はたいしたことのない双そう剣士と言われるんだ」


    　きょとんとしているフレイクを放っておいて、ノラは改めてシェリーに向かって進み出た。ほぼ同じ背丈のふたり。ノラのまっすぐな視線を、シェリーは緊張した表情で受け止める。


    「シェリー」


    「は、はい！　何でしょうか!?」


    「シェリーの見たとおりで、私たちはカーネスを王おう都とまで護衛する任務に就ついている」


    「で、でも、王宮警備隊ではないんですよね？」


    「王宮警備隊は、竜と交戦して道半なかばで倒れた。私たちはその後を継いだんだ」


    「何と！　警備隊の戦士が倒れるだなんて、よっぽどのことではないですか！」


    「ウォーフィアという高位竜が、カーネスのことを付け狙ねらっている。周囲のあらゆるものを焼き尽くす、劫ごう火か竜だ」


    「…………」


    　高位竜の名前が出たことで、全員が息を呑のみ、唾つばを飲んだ。


    　強大な竜の中でも、千匹に一匹の力を持つとされる高位竜。ひとたび町に姿を現せばそこは火の海と化す。近づく戦士たちは焼死し、炎をかい潜くぐって攻撃しても、その鱗うろこは剣士の刃やいばを弾はじき返す。ノラの剣でさえまるで通じず、負わせた傷は唯ゆい一いつ、鱗で守られていない眼球だけだった。


    「ウォーフィア単体でも恐ろしいが、複数の中位竜を捨て駒ごまとして操あやつってきたのが脅きよう威いだった。これまでに私たちと交戦したのは三匹。まだ他ほかにもいる可能性がある」


    　二年前、ウォーフィアはノラたちの両親、グライド夫妻に対抗するために二十匹もの竜を従えてノラたちの町を襲った。その例を考えれば、三匹だけで終わるとは考えにくい。さらに、今回のウォーフィアはグライズと一度引き分けたことで警戒心を増しており、再び現れるまでにさらに周到な手口を講じるはずだ。


    「私たちは危険な状況にある。そのことをわかった上で聞いてほしいのだが」


    　一拍溜ためてから、ノラは告げる。


    



    「シェリーの力を、私たちに貸してもらえないだろうか」


    



    　ようやく、フレイクにも話が見えた。


    　竜にいつ襲われるとも知れないグライズの一行に、結けつ界かい術師が加われば大きな戦力になる。


    　シェリーを勧誘することを最初に言い出したのはフレイクだった。元はと言えば、場を収めるためについた噓うそだったが、それが本当になったのだ。


    「なるほど、俺が褒ほめられたのはそういうことか」


    「占せん術じゆつ師に転職できるかもね、フレイクさん」


    　アイが茶ちや目めっ気けを入れた笑顔で言った。


    「……つ、つまりは栄はえあるギルド、グライズの一員になれと、そういうことなのでしょうか!?」


    　シェリーは唾を飛ばすほど勢いよく尋たずねる。


    「いや、原則として、グライド家以外の者はギルドに加えないようにしている。あくまで、助すけっ人ととしてシェリーを雇やといたい。期間は王おう都とにたどり着くまで。もちろん、相応の報ほう酬しゆうは払う」


    　ノラの答えに、シェリーは一歩引いた。


    「そ、そうですよね。助すけっ人とですよね。すみません、私興奮してしまって。でも！　お力になれるなら、喜んでお供します！」


    「さっきも言ったが、危険はある。それでも来てくれるか？」


    「はい、もう喜んで！　私、困っている人を助けるのが信条でありますし、何より王都のお仕事なのですよね!?　警備隊でお役目を果たせなかった分、ここで挽ばん回かいさせていただきたく思います！」


    「そうか。それは助かる。が、すぐにも発たたなくてはならないんだ。今のシェリーの職をすぐに放り出していく必要があるが、支障ないか？」


    「ご安心いただきたい！　無所属です！　言うなれば無職です！　今このとき、グライズの方からお声をかけられる、この瞬間のために無職でおりましたよ！」


    「凄すごいな。まるで練習でもしてきたかのような即答じゃないか」


    　ノラの驚きを、アイとフレイクは黙って苦笑して見守る。ふたりにとっては、このやりとりは一度聞いたもので、ノラの言葉は図はからずも的まとを射ていた。


    「では、よろしく頼む、シェリー」


    「はい！　こちらこそ！」


    　ノラが差し出した手を、シェリーが握る。お互い満足げな笑顔で握手を交わした。

  



  
     第三章　戦士たちの岐路


    



    　報ほう酬しゆうの交渉もあっさり終わって、シェリーは「グライズ」に同行することとなった。ノラが提示した金額に対して、シェリーは声を裏返して「あ、あまりに高すぎはしませんでしょうか！」と恐縮したが、ノラが一言「いや、妥当だ」と告げると引き下がった。


    　ノラたちは王宮警備隊の路ろ銀ぎんを引き継いでおり、金銭的には余裕のある旅路だったため、高等な魔ま道どう師を雇やとう金額の相場くらいならば、ためらいなく出せた。


    　一行は馬車に乗り、シェリーの住む最も寄よりの町に立ち寄った。ノラたちは盗賊魔道師を警けい吏りに引き渡し、シェリーは自宅に一度戻って、装備や衣服など、旅に必要な品々を用意した。


    　用が済み、再び出発。


    　ここからは御ぎよ者しやはアイではなく、ノラが務つとめると言い出した。できればノラを休ませておきたいというのがフレイクとアイの思いだったが、ノラが戦闘後の体操がてらに身体を動かしておきたいと主張したので、アイは御者席を譲った。


    「御者を長時間やってた私を気き遣づかってくれたってこともあると思うんだけどね」


    　車内の後列の席に座ったアイが、窓の外のノラの後ろ姿を見て言った。ノラはユニコーンの背に鞭むちを入れ、足を急がせる。


    　日頃から、ノラは妹のアイに危険なことをさせないようにしている。戦闘では自分が前線に立ち、負傷に構うことなく竜を斬きってきた。御者程度の仕事であっても、アイに任せきりにしてはいられない性しよう分ぶんだった。


    「俺が御者をできればよかったな……」


    「まあ、それは言っても仕方ないよ、フレイクさん」


    　前列のフレイクの呟つぶやきに、アイは苦笑いで応じる。


    　フレイクも何度かノラやアイに馬術を教わろうとしたことがあったが、馬がフレイクのことを嫌うらしく、ろくに制御が利きかなかった。今馬車を引いているのは馬ではなくユニコーンで、女性によく懐なつく種族だが、フレイクに有利に働くものではなかった。


    「私も馬術の心得はありませんで、面めん目ぼくございませぬ」


    「い、いいのよ、シェリーさん！　そんなにしょんぼりしなくたって！」


    　アイは隣に座るシェリーを慌あわてて宥なだめる。


    　シェリーは足をきちんと揃そろえて座っていた。両手を膝ひざに乗せ、背せ筋すじは伸ばして顔だけ俯うつむかせている。もともと小さい身体の肩幅をさらに縮めようとしている座り方だった。


    「そんなにかしこまらなくてもいいだろ。もっとゆったり座れよ」


    「アイさん、アイさん。たいしたことのない双そう剣士さんのお言葉は、信じてよろしいんでしょうか」


    「大丈夫よ。道は長いんだから、そんなに窮きゆう屈くつに座ってたら身体がもたないし。あと、フレイクさんのことをそう呼ぶのはちょっと可哀かわい想そう……」


    「そうでしたか！　では、お言葉に甘えます！」


    　アイの言葉の途中で、シェリーは姿勢を崩した。体重を背もたれに預けて脚あしを組み、膝ひざを軽く抱えながら「ほふ──」と軽く深呼吸する。


    「やっぱり馬車は座り心地がいいですねえ！　いたく気に入りました！」


    「それはよかったわ。ところで、シェリーさんって今まではどうやって移動していたの？　馬車が使えないってことは、もしかして歩き？」


    「いえ。召しよう喚かん獣に乗ってきました。馬はダメなのですが、子こ象ぞうくらいなら乗りこなせますので」


    「シェリーさん、縛ばく鎖さ魔術だけじゃなくて、召喚魔術も扱えるのね」


    　アイが感嘆して言った。女魔ま道どう師ふたりで会話は弾はずむ。


    　フレイクはシェリーの変わり身の早さに呆あきれつつ、話に横入りする。


    「しかしなあ、何で座り直す前にアイに確認したんだよ。俺の言葉はそんなに信用できないのかよ」


    「だって、私はたいしたことのない双そう剣士さんに一度騙だまされておりますから」


    「その呼称、さすがに長すぎるだろ」


    「ふむ。では双剣士さんにします」


    「フレイクさんにはしてくれないのか。まあ、確かに騙したけど、結局、勧誘は実現したじゃないか」


    「それは結果論でしょうに。私を騙したという事実は動きませぬよ？」


    「何だっけ、こういうの。根ねに持つっていうのか？」


    「はい、根に持っております。そして嫉しつ妬としております。グライド家じゃない人なのに、グライズに入っておられるだなんて！」


    「まあ、お前が俺にどんな第一印象を持っても構わないが……」


    「ほう？　それはちょっと聞き捨てなりませぬね。いいですか、双剣士さん？　第一印象というのは、双剣士さんが思っている以上に大きなものなのですよ？　ほら、戦士の間ではよく言われるじゃないですか。向かい合って武器を構えた瞬間に敵の強さがわかる！　みたいなことが。普通の人間関係も同じで、最初の一言二言が肝心なのです」


    「なるほど。でも、だとしたらそれはシェリーにも同じことが言えるな」


    「何のことでしょう？」


    　シェリーがきょとんとすると、フレイクは自分の隣の席を顎あごで指した。


    　カーネスがそこにいた。前列の座席に膝をつき、逆方向に座っている。背もたれに身を隠しつつ、目から上だけを出して、後列のシェリーを観察していた。


    　シェリーと目があった瞬間、カーネスは小さくびくついた。とっさの反応で頭を沈め、背もたれの下に完全に隠れる。毎度のおまじないのようにフレイクの手を摑つかんだが、小刻みに震えていた。


    「……もしかして、怖がられておりますか、私？」


    「もしかしなくてもな」


    「なぜですか！　なぜ怖がるのですか！　村では近所の子どもたちとすぐ馴な染じめることで有名なシェリーお姉ちゃんでしたというのに！」


    「お前がお姉ちゃんって柄がらかよ。いや、だから、第一印象だろうが」


    「はっ！　そ、そういうことでしたか！」


    　カーネスがシェリーに対して抱いだいている第一印象は、質問攻めしかない。勢いよくまくし立てられ、まるで自分が何かの罪に問われているかのような感覚を抱き、萎い縮しゆくしたのだ。


    「ち、ち、違うのですカーネスちゃん！　決してカーネスちゃんを怒ったりしたわけではなかったのです！」


    「…………」


    　カーネスの頭が再び浮上し、浮き島のように背もたれの上に出てきた。鼻から下は隠したまま、緊張した視線だけをシェリーに向ける。


    「その、王おう都と以外のところで私の同類さんとお会いできたのが初めてで！　興奮してしまっただけなのです！」


    「……同類？」


    　カーネスは消え入りそうな声で尋たずねる。


    「そう！　同類、仲間なのです！」


    「カーネス、このシェリーはカーネスと同じ、結けつ界かい術師なんだ。言うなればお前の先輩らしいぜ？」


    　フレイクが横から補足する。


    「仲間……、先輩……にゃ？」


    「そうそう！　そのとおりです！」


    「……シェリーも、結界術の才能があるのにゃ？」


    「ありますとも！　まあ、私の場合は中途半端な才能だったのですけど、カーネスちゃんは、きっと私よりも立派な結界術師になれると思いますよ！」


    「……シェリーも、パパやママとお別れしてきたのにゃ？」


    「ええ、五年ほど前にお別れしましたよ。そうですよね。カーネスちゃんが寂しかったり不安だったりする気持ちは、私もよーくわかります」


    「……シェリーも、王都に行く途中で竜に襲われたりしたのにゃ？」


    「いや、私のときはそういうことはなかったですね。一応、護衛の方はいましたけど、特に何事もなく着きました」


    「…………おんなじじゃないにゃ」


    　カーネスの頭が沈んだ。目が隠れ、頭のてっぺんだけになる。


    　シェリーはまごついて声を上げる。


    「いや！　そこまで共通点を求められましても！」


    「竜は、怖いのにゃ。人が、たくさん死ぬにゃ」


    　カーネスは、実感を込めてそう言った。


    　この道中、フレイクたちが知っているだけでも、カーネスは竜に三度も遭そう遇ぐうしている。実際は、グライズが引き継ぐ前に王宮警備隊が対処した竜もいるため、それ以上だ。


    　自分が殺されるかもしれない。


    　自分の周りの人たちが殺されるかもしれない。


    　そんな修しゆ羅ら場ばを見てきた。


    　そして、何もできずに見ていることしかできなかった。


    　見ていられなかったが、見るしかなかった。


    「私がちゃんと結けつ界かい術を使えれば、誰も死なずに済んだにゃ。でも、たくさん死んだにゃ。この気持ちは、たぶんシェリーにはわからないにゃ……」


    　カーネスの述じゆつ懐かいに、三人は黙って耳を傾ける。


    「悲しかったし、怖かったし、悔しかったにゃ。それに何より、申し訳なかったにゃ。戦士の人たちは、私を守るために死んだのにゃ。ノラだってアイだってフレイクだって、一歩間違ったら死ぬところだったにゃ。私、私に、それだけの価値があるなんて思えないにゃぁ……」


    　声が震え、涙交じりになる。


    　フレイクもアイも、声をかけられなかった。


    　戦闘ギルドは、戦って誰かを守るために存在している。人命を救うことで報ほう酬しゆうを得ており、そのために自分の命を張るのは当たり前のことだ。しかし、その常識はカーネスという少女には通じない。彼女にとっては、戦士は戦いのための道具ではなく、ひとりひとりの人間、人格のある存在だった。


    　もしもグライズがここまでの旅路で、もっと危なげなく竜を撃退できていれば、カーネスもこんな思いをしなかったかもしれない。直接、指摘する者はいないが、戦いぶりが頼りないということだ。ふがいなさが募つのる。


    　特に、フレイクはもどかしく思う。高位の劫ごう火か竜ウォーフィアはともかく、中位以下の竜であれば手っとり早く排除する方法が実はあるにはある。あるが、それをカーネスに見せるわけにはいかない。


    　力はあるのに、使いこなせない。


    　立場は大きく違うが、カーネスとフレイクは同じ思いに囚とらわれる。


    「辛つらかったんですね、カーネスちゃん」


    　口を開いたのはシェリーだった。真剣な眼差まなざしと口調で、背もたれ越しに語りかけた。出会ってまだ数時間しか経たっていないシェリーが、カーネスに対して共感を示す。


    「……辛つらかったにゃ」


    「そうですよね。私はカーネスちゃんと同じ経験はしていませんけれど、カーネスちゃんが辛いと思っていることは、よくわかります。でもですね、辛い思いをしなくて済む方法があるのですよ？」


    「…………？」


    　カーネスは目を丸くして、シェリーを見上げた。


    　口元に笑みを浮かべ、シェリーは言う。


    「カーネスちゃんが結けつ界かい術を操あやつれるように、私が手助けをして差し上げます」


    「手助け……にゃ？」


    「そうです。カーネスちゃんが結界術をちゃんと使えたら、カーネスちゃんは辛くなくなるのでしょう？　じゃあ、使えるようになりましょうよ。私は半端者ですけれども、訓練を受けた経験はありますので、それをお伝えすることはできます」


    　シェリーは拳こぶしで自分の胸を叩たたき、カーネスを勇気づけるように頷うなずいた。


    「本当に……」


    「はい？」
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    「本当に、私が結けつ界かい術を使えるようになるのにゃ？　絶対にゃ？」


    「絶対かと言われると、保証はいたしかねるのですが……」


    「…………」


    　シェリーの揺らいだ言葉に、カーネスは表情を曇くもらせかけたが、


    「だって、カーネスちゃんの頑張り次第ですからね」


    　シェリーはすかさず付け加えた。


    　いかに才能があっても、それを完成させるためには努力が必要不可欠。努力したとしても、それが必ず結実するわけでもない。


    　その言葉を受け止め、カーネスは静かに決意を固めた。


    「……がんばるにゃ」


    「はい？」


    　わざとらしく、耳の後ろに手を当てて聞き返すシェリーに、カーネスは叫ぶように宣言する。


    「がんばるにゃ！　絶対に結界術を使えるようになるにゃ！」


    　カーネスが露あらわにした熱い意思を、アイとフレイクは驚きつつも微笑ほほえんで歓迎する。


    「その意気です！　一緒に頑張りましょう！」


    　シェリーはカーネスの頭を勢いよく撫なでた。シェリーに触られるのを、カーネスは抵抗せず、むしろ喜んで受け入れた。


    



    　　　　＊


    



    　日没が近くなり赤く染まっていく空の下、馬車は速度を下げ始めた。


    　向かう先の街道沿いに一軒だけ建物が佇たたずんでいた。人家数軒を合わせたような規模の、木造の三階建て。壁は黒ずんでおり、ところどころに虫食いの跡が見られる。建設から数十年の時を経ているようだった。


    「はあー。古そうな宿しゆく駅えきですねえー」


    　シェリーは窓に貼はり付いて外を見て、感心したように呟つぶやく。


    　街道を行く旅人に食事や宿を提供するための施設をさして、宿駅という。小規模な町や村の近辺によく設けられているもので、さほど珍しいものではない。


    　よそ者が入ってくるのをよしとしない町や村が、旅人を外へ留とどめておくための施設とも言えるもので、必ずしももてなしの思いがあるわけではない。ところにもよるが、整備が行き届いていない宿駅も多い。この宿駅はその例に当てはまるものだった。


    　ノラが手た綱づなを操あやつると馬車は速度をさらに落とし、やがて歩くような速さになった。ノラは御ぎよ者しや席から軽やかに飛び降り、ユニコーンの隣を歩きながら綱を引いて誘導していく。宿駅のそばの拓けた土地に他ほかの旅人たちの馬車が並んで止められていたので、そちらに向かう。


    　いかに急ぎの旅とはいえ、夜は必ず休むようにしている。


    　街道には照明は皆かい無む。視界が悪い中を進んでいくのは事故のもとになり、夜よ目めがきく動物に襲われる危険性も高い。幸い、竜にはその種の視力はないが、夜行性の鳥類などの攻撃力は侮あなどれない。


    「今夜はこの宿しゆく駅えきを使うのですね？」


    「どうなのかな……」


    　シェリーの確認に対して、アイは歯切れが悪い。


    「え？　だって、もう夜になりますよ？　今からここ以外の宿に移るのは難しいでしょうに」


    「確かにそうなんだけど、でもねシェリーさん、私たちは、あまり宿を使わないように決めてるの」


    「ほう？　それはまたなぜでしょう」


    「周りに巻き添えが出ちゃうといけないから」


    　これは二日前の夜、一行が町に泊まった際に痛感したものだった。グライズが宿をとってしまったがために、三匹もの中位竜がその町を襲い、多数の住居が破壊され、大勢の住民が避難する騒ぎになったのだ。


    「そういうことでしたか……」


    　シェリーはしんみりと相あい槌づちを打った。


    「だから、できるだけ野や営えいにしようっていう話になってたんだけど。竜が襲ってきたら、この宿駅が吹き飛んじゃうし。ちょっとお姉ちゃんに聞いてみようかな」


    　馬車が完全に停車したので、アイは車両を降りた。フレイク、カーネス、シェリーもそれに続く。


    　ノラが四人の姿を認めて近づいてきたので、アイが声をかけた。


    「お姉ちゃん、お疲れさま」


    「ああ、アイ。ユニコーンを消してくれるか」


    「それはわかったけど……」


    　召しよう喚かん魔術によって異世界から喚よびだされた召喚獣は、命を失うか、召喚術師の帰き還かん指示があるまではこの世界に留とどまる。


    「今日はありがと。またよろしくね？」


    　アイが優しく労いたわりの言葉を贈ると、ユニコーンたちは満足そうに頷うなずいて、光に包まれて消滅した。


    「ノラさん、ノラさん、質問がございます」


    　シェリーが一歩進み出て、手を上げて発言の許可を求めた。背せ筋すじが伸びていて、指先まできっちり揃そろっている。


    「どうした、シェリー」


    「今日はこの宿しゆく駅えきに泊まるのでしょうか？　アイさんのお話では、野や営えいのほうがいいのではないかということでしたが」


    「ああ、泊まるのは野営で正しい。後でもっと人ひと気けのないところを探すつもりだ。でも、食事くらいはきちんと食べたいじゃないか」


    「なるほど！　宿屋としてではなく、お食事処どころとして利用するというわけでしたか！」


    　シェリーはぽんと手を合わせて賛意を示す。


    　馬車には移動中のために食料を積んではあるが、パンや果物など、調理を必要とせず日持ちのする品が中心だ。手の込んだ料理を作っていては、移動時間がなくなってしまうためだ。


    「火が通った肉か魚を食べたいと思ったんだが、異存あるか？」


    「ございませぬ！」


    　シェリーが我われ先さきにと同意。フレイクもアイも反論はない。食事中に竜が現れると巻き添えを出してしまうことになるが、食事だけなら短時間だ。泊まるわけではないため、それは許容していいと考えた。


    「…………」


    　ただひとり、カーネスだけが不安そうな表情をしている。


    　フレイクの陰に隠れるようにして、あちこちに目を走らせた。


    「どうしたんだ、カーネス？」


    「竜がやって来たりしないにゃ……？」


    「……大丈夫だ」


    　フレイクはカーネスの頭に手を置く。


    　決して、保証できる話ではない。ウォーフィアたちがどんな手段でカーネスの位置を特定しているのかがわからない以上、誰にも断言できない。


    　それでも、


    「大丈夫だ。竜は現れない。現れたとしても、俺たちが絶対に追い返す。誰も殺させない」


    　フレイクは、ひとつひとつの言葉に力を込めて宣言した。


    　ノラが小さく笑って続ける。


    「その台詞せりふは私が言うべきだったな。半端者のフレイクにはもったいない」


    「もう！　お姉ちゃんたら、またそうやってフレイクさんを軽く見るんだから！」


    「事実を言ったまでだ」


    　アイの指摘に、ノラは表情を動かさずに応じた。


    「ノラさんを信じることですよ、カーネスちゃん！　これまで何匹もの竜を倒してきた最強の剣士さんなわけですから！　これ以上頼りになる剣士さんなんていませんよ！」


    　シェリーはあっけらかんと言って、片目を閉じてカーネスに笑いかける。


    　ノラたちが苦戦した様子を見ていないシェリーの言葉は、それほどはカーネスに届かないのではないかと、フレイクは少し気にかけた。


    　だが、カーネスはぼうっとした表情で、ノラとアイとシェリーの顔を順に見つめて、


    「フレイクたちが、私を守ってくれるにゃ」


    　続いて、フレイクの顔を見上げながら言う。


    「でも、守ってもらうだけじゃないにゃ。守ってもらってる間に、シェリーから結けつ界かい術を教わるにゃ。稽けい古こしてもらって、私がフレイクたちを守れるようになるにゃ」


    　カーネスの表情は穏やかで、やる気に[image: ]あふれていた。


    　それを見て、フレイクたちは安あん堵どの息をつく。


    「そのとおりです、カーネスちゃん！　よかった、よかった！　じゃあ、稽古のためにも今はしっかり食べて、体力をつけましょう！」


    「にゃ！」


    　シェリーの言葉に、カーネスが明るく頷うなずく。どうやら第一印象でカーネスが抱いだいていた恐怖心は、かなり和やわらいだようだ。


    「決まりだな。じゃあ食いにいこう」


    　そう言って、ノラは宿しゆく駅えきの扉とびらに手をかけて、開いた。


    「へい、[image: ]あっしゃい！」


    　一行を出迎えたのは、野の太ぶとく濁った男の声だった。


    　どうやら宿駅の管理人らしい。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの中年の男。頭ははげ上がっているが、太い眉まゆ毛げと口くち髭ひげを生はやしていて顔は毛むくじゃら。野性味あふれる雰囲気だ。受付の台のところで仁に王おう立ちし、声を張り上げる。


    「お前ら五人かあ!?　宿泊でいいのかあ!?」


    「こ、怖いにゃ！　怖いにゃああ！」


    　カーネスは再び慌あわててフレイクの後ろに隠れ、凶暴な音波から身を守る。


    「フレイク！　やっつけるのにゃ！　あれは竜だにゃ、竜人だにゃあ！」


    「カーネスちゃん、ご安心いただきたい！　あれは竜ではございませぬ！　ただの大鬼オーガの類たぐいですからして！」


    「いや、角つのはないから大鬼オーガでもない！　というか俺、あんな種族は見たことがない！」


    　シェリーもフレイクも戦闘態勢に入りつつ、カーネスの言葉を否定したが、男の正体を特定することはできない。


    「お前たち三人、何を言っている。相手は人間様に決まっているだろ」


    「そうだよ、みんな！　管理人さんに失礼だよ？」


    　グライド姉妹だけは冷静に対処していた。フレイクの双そう剣けんやシェリーの詠えい唱しようを手振りで制して、ばつが悪そうに管理人の前に立つ。


    「おう……、怖がらせちまったか？」


    　管理人が申し訳なさそうにカーネスたちを気き遣づかい、口調は抑え気味になった。カーネスはそれを聞いて騒ぐのをやめ、シェリーとフレイクも心持ち落ち着いた。


    「いや、あの三人の思慮が足りないだけだ。気にしないでくれ」


    「宿泊ではなく、お食事だけいただきたいのですが、構いませんか？」


    「わがった。構わんよ。食堂はあっちだが……」


    　管理人は太い腕を動かして、突き当たりの扉とびらを指し示した。示しながら改めてノラたちの姿を見て、目を剝むいた。表情の変化に驚いたカーネスがまた一瞬びくつくが、それをよそに管理人が尋たずねる。


    「もしがして、お前らグライド姉妹か？」


    「……名乗っていないのに、よくわかったな」


    　ノラが感心して言った。盗賊魔ま道どう師集団から偽にせ者もの呼ばわりされて傷ついたばかりだっただけに、言い当てられたのは驚きだった。


    「そりゃ、お前ら有名だがんな。女剣士で姉のノラと、女魔道師で妹のアイ。どえらい美人姉妹で、しかも強いと、ここを使う客がよく話題にしてる」


    「……ふ、ふん。私を褒ほめたからって、別に何もないぞ？　嬉うれしくなんかないからな？」


    「お姉ちゃん、わかりやすすぎるよ」


    　ノラが照れるのを、アイは口元に笑みを浮かべて見守った。


    



    　　　　＊


    



    　食堂は三十人ほどが入れる規模で、ノラたちの他ほかに十人前後の客が食事をしていた。見たところ商人が大半で、その護衛の戦士が三人。戦士たちはグライズの一行を見て、一瞬だけ驚いた表情を見せたが、すぐに切り替えて食事や会話に戻った。


    　卓たくの上にあるのはさして凝こった料理ではなく、大衆的なもの。近くの村の農作物や畜産物を大味に切って、焼くなり炒いためるなりして、それらしく盛りつけただけといった風ふ情ぜいだった。それでも香ばしい匂においが漂ただよって、鼻をくすぐっていく。


    　フレイクたち五人は隅の席に着き、それぞれ注文したものを食べながら会話を交わす。


    「しっかり味があって、大変おいしいです！　この辺のお野菜はいい感じに育ってますね！」


    　シェリーが満面の笑みで匙さじを進めていく。体格のわりによく食べており、早くも大皿をひとりで平らげようかという勢いだが、


    「うむ、確かに。穴場だったな」


    　ノラは先んじて大皿を平らげて、口を拭ぬぐっていた。似たような体格ではあるが、食欲は身体を激しく動かす剣士職のほうが優まさる。


    　他の三人はノラとシェリーの食べっぷりに呆あきれるものの、驚きはしない。アイとフレイクにとっては日頃から見慣れた光景だったし、カーネスも旅程三日目で目が慣れたようだった。つられることなく自分の速さで、自分に適した量を食べる。


    　ノラは口を拭ふき終えて言う。


    「私はこのくらいでいいや。少し情報収集をしてきていいか？」


    「情報収集とは？」


    「何、その辺の商人や戦士たちから話を聞くだけだ」


    　ノラはシェリーの質問に答え、席を立って離れていった。


    　他ほかの卓たくの、見ず知らずの客のほうに歩いていき、会え釈しやくして話しかける。話題はこの近辺の情報。当然、地図を見て進んでいるので地形や地名は頭に入っているが、最近の出来事までは地図には載のっていない。街道に異変はなかったか。町の治安や経済状況はどんなものか。通行に支障がありそうな土地があれば、早めに察知しておきたいという思いがあった。


    　積極的に会話して情報を求めるノラの姿を、四人は席に着いたまま、遠くから眺めている。眺めながら食事の手を進める。


    「カーネス、おいしいか？」


    「……おいしいにゃ」


    　カーネスは野菜炒いためを少し咀そ嚼しやくしてからフレイクに答えたが、表情はさほど明るくない。食べている量も多くなく、皿の半分以上が手つかずだ。フレイクは引っかかりを覚える。


    「おいしいと言う割りに、あまり食べれていないな？　無理するなよ？　食欲がないのなら、そう言えばいい」


    「…………」


    「どうした？」


    「……本当は、冷たいものが食べたかったのにゃ」


    「ああ、そういうことか」


    　品書きには熱い料理しかなかったので、カーネスも他の四人と同じく熱い料理を頼んでいたが、カーネス自身は冷たいものを好む。それは食べ物に限った話ではない。四し六ろく時じ中ちゆうフレイクの手を握っているのも、フレイクに懐なついたからというのと同時に、フレイクの体温が低いからだ。


    「だったら、それは置いとけよ。冷たい料理を頼めばいい」


    「品書きには熱いのしかなかったにゃ」


    　カーネスは肩を落として言った。フレイクは文字を読めないため、品書きの内容をきちんと理解していなかった。


    「そうだったか……。でも、ちょっと店員に聞いてみようぜ？　品書きに書いてないだけで、もしかしたら冷たい料理もあるかもしれないし」


    「いいのかにゃ？　残すのは何か悪い気がするにゃあ……」


    「無理に食べる必要はないだろ。残ったのは俺が食べてもいいし、大食らいがふたりもいるからそっちに任せてもいい。いいよな、シェリー？」


    「ええ！　お任せいただきたい！　双そう剣士さんの言うことを聞くのはちょっとしゃくですが、カーネスちゃんのためということなら喜んで任されましょう！」


    　シェリーは自分の鶏肉を頰ほお張ばりながら、カーネスに微笑ほほえみかけた。


    　アイだけはその様子を黙って見ていた。いつもの微笑みではなく、珍しく唇を結んでいる。


    　違和感を察したフレイクが、アイに話を振った。


    「どうした、アイ？　何か言いたそうじゃないか」


    「……うん、まあ」


    「言ってみるといいと思う」


    「じゃあ」


    　アイは卓たくの上に少し身を乗り出して、カーネスを見み据すえる。カーネスと目を合わせて言った。


    「カーネスちゃん、その噓うそはいけないよ？」


    「にゃっ……!?」


    「私にはねえー、わかるんだよー？　カーネスちゃんが噓ついてる、隠し事してるって」


    「…………」


    　図ず星ぼしを突かれたようで、カーネスは居心地悪そうに俯うつむいて目を背そむける。


    「ど、どういうことですか、アイさん！　カーネスちゃんの言葉のどこが噓なのですか!?」


    　シェリーは慌あわてて声を上げた。アイとカーネスを交互に見て、アイの指摘の根拠を探す。フレイクも同じ思いだった。


    　アイはカーネスを見つめたまま言う。


    「冷たいものが好きっていうのは本当だけど、それは本当の理由じゃないのよ」


    「…………」


    　カーネスは依い然ぜん口を噤つぐんでいる。アイはさらに踏み込んでいく。


    「タマネギが嫌いなんでしょう？」


    「にゃぅ!?」


    　カーネスは小さく跳はねて、目を見開いてアイを見る。アイは得意げに髪をかき上げ、微笑みかけた。


    　フレイクとシェリーはカーネスの野菜炒いために目をやる。確かに、タマネギが大量に残っている。カーネスはずっとタマネギを避けて、他ほかの野菜ばかりを食べていたようだ。


    「全然気がつかなかったな、俺……」


    「遺い憾かんながら私もです……」


    　ふたりはアイの観察眼に感嘆した。フレイクは顔を上げて尋たずねる。


    「アイはいつ気づいたんだ？」


    「食べ始めて、わりと最初のほうかなあ。カーネスちゃん、お皿をさりげなく回転させて、タマネギが少ないほうが手前に来るようにしてたから、ちょっと気になって見てたんだ。案あんの定じよう、タマネギを後回しにして食べてたってわけ」


    「ごめんなさいにゃ……」


    「何で謝ったの、カーネスちゃん？」


    　しおらしくなったカーネスに対して、アイは間かん髪はつをいれず質問した。


    「何でって……、好き嫌いは悪いことだからにゃ」


    「私は別に好き嫌いのことでカーネスちゃんを責めるつもりはないよ？　確かに、好き嫌いなく何でも食べると健康にいいっていうのは本当だけど、それはあくまで理想論。私にだって好き嫌いはあるし、人によってはどうしようもないことだってあるもの。その食べ物を食べると調子が悪くなっちゃう、とかね。でも、それはいいの。タマネギが苦手なら、同じ栄養を他ほかの食べ物で摂とればいいから」


    「でも、アイはさっき噓うそはいけないって言ったにゃぁ……」


    「そう。そっちだよ、カーネスちゃん。私はカーネスちゃんの好き嫌いじゃなくて、噓、隠し事のほうを責めたのでした」


    　アイはカーネスを軽く指さしながら、茶ちや目めっ気けを入れた口調で言った。


    「苦手なものがあるなら、それは私たちにも教えてほしいな、って思うの。カーネスちゃんが我慢しても、誰も得しないし。それどころか、私たちは損をする。今はこういう些さ細さいなことだったけど、これが例えば今日みたいに、盗賊さんたちが襲ってきたときだったらって考えてみて？」


    「にゃ……？」


    　アイの意図を摑つかめずに、カーネスは首を傾かしげた。アイはそれを見て取って、さらに深く説明する。


    「盗賊さんたちが後ろから近づいてくるとしましょう。私たちは盗賊さんたちに気づいていないけど、カーネスちゃんだけは気づいている。そのカーネスちゃんが私たちに教えてくれなかったら、私たちは盗賊さんたちに攻撃されて死んじゃうかもしれない。噓とか、隠し事とかって、そんな結果になることもあるんだよ？　私たちは、カーネスちゃんのために命を懸かける覚悟はあるけど、カーネスちゃんを守れなくなるのは、嫌」


    「…………」


    　カーネスは黙った。フレイクとシェリーも口を挟はさまずに聞いている。アイの口調は決して厳しいものではなかったが、内容は起こり得る残酷な未来。それを避けるために、アイは懇こん切せつ丁てい寧ねいに説く。


    「だから、約束して？　私たちには噓をつかない。隠し事はしないって。もちろん、結けつ界かい術のことで私たちに言えない話はあるかもしれないけど、それ以外のところでは変な我慢や遠慮はやめて？　約束できる？」


    　ややあって、カーネスは逡しゆん巡じゆんした末すえに、


    「……わかったにゃ。約束するにゃ」


    　アイと目を合わせて、そう答えた。


    　言葉数は少ないものの、視線には確かな意思がこもっていた。


    　見守っていたフレイクがほっと息をつく。


    「すごく説得力のある話だったな。何か、凄すごみがあるというか」


    「でしたねえ。さすがはアイさん！　グライド家の魔ま道どう師の方は言うことが違います！」


    「やだもう、やめてよフレイクさん。シェリーさんも、そんな持ち上げられると恥ずかしいから」


    　アイは慌あわてて手を振ってシェリーの大声を遮さえぎる。周囲の客の視線を気にして、酒を飲んだわけでもないのに顔を赤くする。


    「ご謙けん遜そんなさらなくても！　ねえ、カーネスちゃん？　カーネスちゃんも、今のアイさん、凄いと思いましたよね？」


    「……ママ」


    　カーネスの口から、ぽつりと言葉が出た。


    　アイはきょとんとして聞き返す。


    「ママ？」


    「アイはきっと、いいママになれるにゃ」


    　カーネスは感想を素直に述べた。そこに深い意図はなかったが、内容の意外さと唐とう突とつさに、アイは一瞬、硬直する。


    　その反応を気にしない様子で、カーネスは続ける。


    「アイがママ、フレイクがパパだったらいいのににゃ」


    「ちょ、ちょっとカーネスちゃん……！」


    　アイの慌てぶりに拍車がかかった。顔が熱くなったため、もの凄い勢いで手を動かして煽あおぐ。


    「はっはっは、まったくカーネスは面白いことを言うなあ」


    　軽く笑って受け流しながら、フレイクも手でアイを煽ぐ。わずかに風が起きてアイの身体を冷やした。


    「アイさん、暑いのですか？　でしたら私は何か冷たい食べ物を注文してまいります！」


    「シェリーさん、そこまでしなくていいから！」


    「さっきも言ったけど、冷たい料理は品書きになかったのにゃ」


    「し、しまった！　そうでした！」


    　立ち上がって走る姿勢をとろうとしたシェリーは、その動作の流れで頭を抱かかえた。


    「……いったい何をしてるんだ、お前たち？」


    　ノラが戻ってきていた。各おの々おのの奇妙な動作を見て、怪け訝げんな顔を浮かべている。


    



    　　　　＊


    



    　一行は食事を終えて、予定どおり宿しゆく駅えきを後にした。


    　馬車を宿駅に預けて、街道からやや離れた森を歩く。道がないため馬車が使えず、自分たちの足で歩くしかない。


    　日はすっかり沈んでおり、視界は闇やみ色で塗ぬりつぶされている。目の前の木だけは辛かろうじて見えるが、数歩先の木は暗闇に溶け込んでしまっている。ノラ、アイ、シェリーの三人が松たい明まつを掲かかげて進路を照らし、フレイクはカーネスを背負って歩く。


    　やがて、森の中にあって少し拓ひらけた土地にたどり着いた。宿駅の食堂よりは狭いが、一般的な宿の宿泊部屋よりは断然広い。古い焚たき火の跡や人間の足跡などが見て取れる。どうやら、旅人や狩人かりゆうどの野や営えいに使われている場所らしい。


    「ここにしよう」


    　ノラが足を止めて、全員がそれに倣ならう。旅程三日目の寝床が決まった。


    「では、眠る前に稽けい古こ、ですよね!?」


    　シェリーが挙手して確認を求めた。


    　ノラやフレイクは剣術の稽古を欠かさないことにしているし、シェリーは先ほどの約束でカーネスに結けつ界かい術を指導することになっていた。


    　ノラは相あい槌づちを打って尋たずねる。


    「そうだな。結界術の稽古に、広さはこれで支障ないか？」


    「ええ、問題ありませぬ！　ふたり突っ立っていられる足場さえあればいいだけのことですので！」


    「それならよかった。では、残りの空間は剣術と魔術の稽古に使う」


    　ノラが各自の立ち位置を決め、他ほかの四人に指示をした。シェリーとカーネスは広場の端。ノラとフレイクは逆側の端。アイは中央に陣取った。


    　月明かりの下もと、フレイクは双そう剣けんを手にした。戦闘に使用する真剣ではなく、訓練用の模も擬ぎ剣。竜りゆう鋼こう製なので刀身拡張エライトーンは可能だが、刃は切れないように作られている。


    　ノラも同様に、模擬の長剣を構える。


    　昨日はウォーフィアとの戦闘があって、稽古などしている場合ではなかったため、一昨日以来の剣術の稽古だ。


    　素す振ぶりを繰り返し、基本の型の動作を磨く。その上で、敵の反撃や後退を想定して、防御あるいは追撃の剣捌さばきを身体で覚える。この種の技術は巨体を誇る竜に対してはほとんど役に立たないが、竜人形態の竜や、今日のように竜以外の敵を相手取るときには大いに有効となる。


    　一通り素す振ぶりを終えたところで、フレイクはノラと向き合う。


    　ノラは不敵に笑って言う。


    「いつでも来い、フレイク」


    「ノラはずいぶん余裕だな。もうおねむじゃないのか」


    「ば、馬ば鹿かにするな！　お前など、仮に私が眠っていても相手にならないぞ！」


    「いや、お前の実力が上なのは俺も認めるけど、さすがにそれはないわ。ノラが眠ってたら、起こさないように近づいて攻撃して勝てる」


    「フレイクにそんな芸当ができるとでも？」


    「足音を立てないように歩くくらいなら、俺にだってできると思うが。ん？　もしかして気配で気づかれるか？」


    「気配というか、体臭で気づく」


    「マジで!?」


    　フレイクは慌あわてた。自分の二の腕や肩周りに鼻を近づけて、臭においを確かめる。左右の短剣が当たって音が鳴った。


    「フレイクからは独特の臭いを感じるからな。世間一般の田い舎なかの村の出身者と違って、悪い意味で古い臭いがする。何か埃ほこりっぽいというか、土っぽいというか」


    「それはいろんな意味で驚いたな……」


    　自覚症状はないが、フレイクはノラの言葉を信じるしかない。


    「でもよお、田舎者ってことで言えば、カーネスとかシェリーはどうなんだ？」


    「彼女たちからは特に何も感じないな。ちゃんと清潔に暮らしているからだろう」


    「……わかったよ。風ふ呂ろくらいはきちんと入るよ」


    　面倒くさがって怠おこたることの多いフレイクだが、今日この場で心を入れ替えた。


    「まあ、この旅の間は、入浴がおろそかになっても仕方がないがな。しかし何だ、話が長くなったが、そろそろ」


    　行くぞ。


    　そう言うが早いか、ノラは地を蹴けった。猛然と駆けてフレイクに接近する。


    　フレイクは迎げい撃げきのために身構えたが、ノラは数歩手前で跳躍。重力操作グラベトリーブを駆使し、自身にかかる重力を軽減している。綿わた毛げのように軽やかに舞い上がって滞たい空くうした。


    　次の瞬間、今度はノラは重力を増大させた。一気に落下に転じ、落石のようにフレイクめがけて降る。当然、長剣で斬きりかかる予備動作をしながらの降下だ。


    　避けるか受けるか、二択を迫られたフレイク。


    　おそらくは回避動作も間かん一いつ髪ぱつで間に合うと見たが、フレイクはあえてそうしなかった。回避後にフレイクの体勢が崩れたところを、ノラが追撃してくる。経験上、体勢を維持し、立て直すことにかけては、ノラのほうが断然優すぐれている。


    　逃げずに、腰を落とし、双そう剣けんを交差するように掲かかげた。


    　ノラの長剣と衝突。


    　重い音が響き、火花が散る。


    　刀身拡張エライトーンこそしていないものの、重力操作グラベトリーブによる重みがフレイクの両腕に襲いかかる。衝撃と震動が全身に伝わっていくが、フレイクは持ち前の怪力で何とか堪こらえる。だが、物理法則には逆らえない。足が地面にめり込んで沈んだ。


    「ぐ……、ぐおおお！」


    　フレイクは左の短剣を掲げたまま、右の剣を引いた。ノラの長剣を左のみで制して、右は振りかぶる。


    　横殴なぐりで、ノラの剣の刀身を叩たたいた。


    　剣術の技巧も何もない、力任せの一撃。


    　鈍にぶい音とともに、長剣が宙を舞った。


    　フレイクの一撃はノラの握力に打ち勝ち、長剣を吹き飛ばしたのだ。剣は回転しながら広場の逆側に飛んでいく。


    　剣は地面に落ちる前に、アイが召しよう喚かんした拘束植物エンゲイジによって捕まえられた。シェリーやカーネスのほうに飛んでいくと危険なため、アイが機転を利きかせたのだ。


    　ノラは武器を失って着地した。対するフレイクは双剣ともに健在。しかし、ノラの表情に焦りはまるでない。


    　フレイクは好機と見てすかさず攻める。右の剣を戻す動作と連動し、左の剣で突きを繰り出す。真剣であれば中位竜の鱗うろこをも貫つらぬける一撃。重力操作グラベトリーブを使えないフレイクは、上から振り下ろす斬ざん撃げきよりも、突きを得え手てとしている。


    　勢い十分の突きだったが、ノラは見切っていた。


    　横向きの半身になり、すれすれでかわす。上や横に跳んだりせず、最小限の動作での回避だった。


    　フレイクの突きが外れたことで、剣の間合いではなく、身体からだが接触する接近戦の距離になる。


    　ノラが軽い当て身をフレイクに食らわせる。痛みと驚きで、フレイクは左の短剣を取り落とした。左腕が空からになったところで、ノラはその左腕を絡からめとった。


    「らああああああああっ！」


    　夜空を切り裂くかけ声とともに、ノラは反転。フレイクの腕を引き、上半身を背負い、そのままの勢いで投げる！


    「な、何だああ!?」


    　フレイクは受け身をとるまもなく投げられ、背中から地面に落ちた。


    　浅くではあるが、地面にめり込んだ。


    　痛みですぐには立ち上がれない。


    　稽けい古こなのでノラは止とどめこそ刺さないが、勝負として見ればノラの勝利であることは誰の目にも明らかだった。


    　フレイクは空を仰ぎ見ながら言う。


    「何だよ、これ……？」


    「わからなかったか？　投げ技だ」


    「じゃなくて！　なんで剣士のお前が投げ技なんか使うんだ！」


    　飛び起きながら抗議するが、ノラはまったく動じない。


    「長剣を失った剣士は、無抵抗に殺されろというのか？　馬ば鹿かを言え。たとえこの身ひとつになったとしても、最後まで活路を見いだす努力をするのは当然だろう。私の剣を弾はじき飛ばした怪力は見事だったが、それだけで勝ったなどと思われては困る。剣を飛ばせば勝ちなどとは、誰も言っていない。どんな手段であれ相手を制圧した者の勝ちだ」


    「いや、まあ正論だが、しかしあんな技をいつ練習してたんだ？　俺との稽古では出したことなかっただろ？」


    「ああ。さっきの情報収集で、こういう技を使う戦士の話を聞いたから、ちょっと試してみた」


    「さっきのって、あの食堂でか？」


    「ああ」


    「ま、マジかよ、勘弁してくれよ……！　何で初めての練習でこんなに鮮やかに決まっちまうんだ！」


    　フレイクは呆あきれて嘆く。ノラの才能は親譲りで、ずば抜けたものがあるのはわかっていたことだが、ここまでの学習能力を備えていたとは思っていなかった。自分の目で見たわけでもない技を再現するのは、普通であれば不可能に近い。


    「私が名乗ったわけではないんだが、食堂にいた奴やつらは私がグライド家の戦士だと知っていたみたいでな。頼まないうちから色々と教えてくれたよ。恩を売っておこうという算段だったのかもしれないが、ありがたい話だった」


    「……情報収集の場で話が出たってことは、その投げ技戦士はこの近辺にいるのか？」


    「ああ。有名な戦士で、拳けん闘とう士マッケルガー。本当は拳こぶしで戦うのが専門だが、両手に武器を持っていないから、投げ技にも長たけているらしい」


    「ま、まさか拳や投げ技で竜を倒すのか？」


    「聞いたことないか？　拳の一撃で竜の頭を潰つぶすという[image: ]うわさだ」


    「……いっぺん見てみたい光景だな、それ」


    「運がよければ会えるかもしれないぞ？　次の分かれ道を南に行けばな」


    　今、ノラたちがいる地点から王おう都と方面へは、二本の街道が延びている。王都への最短距離の軌き道どうには高山地帯が立ちふさがっており、これを北回りと南回りに迂う回かいする道だった。


    　南に行けば、拳闘士マッケルガーが守る都市ガルズムに。


    　北に行けば、弓きゆう術じゆつ士ハナティアが守る都市ナリスタンに行き着く。


    　いずれも、グライズが拠点とする都市コーグスとほぼ同じ規模だ。


    「ハナティアも相当な使い手という話だが、弓術士だから私の戦闘の参考にはなりにくいと思う。どちらかと言えば、マッケルガーのほうに興味があるな」


    「ってことは、南の街道を行って、ガルズム経由で王おう都とに向かうってことか？　そんなマッケルガーのことだけで決めて大丈夫なのか？」


    「北回りも南回りも、走行距離はほとんど同じ。気温や天候は若じやつ干かん違うが、この季節なら前進に支障になることはない。どちらも同じ条件だ」


    　自分の言葉を反はん芻すうしながら、ノラは考察を続ける。


    「問題は、ウォーフィアだな」


    「…………」


    　宿敵の名が出た。ノラとアイの両親を葬ほうむった劫ごう火か竜。フレイクにとってはかつて破れた因いん縁ねんの相手だ。


    「ウォーフィアが、私たちの進路を遮さえぎりにくる可能性は高い。もし仮にどちらの街道を襲うつもりなのかがわかれば、そちらを避けて通るのが最善策だろう」


    　ノラ自身の心情としては、真まっ向こうから再び激突し、この手で葬ってやりたいという思いも強い。だが、それは自分のわがままだということもわかっている。


    　大陸の至し宝ほうとなり得るカーネスを無事に送り届けるのが最優先事項。自分にそう言い聞かせて私し怨えんを押さえ込み、任務に徹してウォーフィアとの読みあいに臨む。


    「もちろん、ウォーフィアが王都直前で待ち構えているとしたら、対決は避けられない。だが、その公算は低いだろう。高位竜が王都の近くで事を起こせば、王宮警備隊も出動するはずだ」


    「となると、北か南か、どっちかってことか……」


    「どう思う、フレイク？　竜の行動特性はお前のほうが詳しいだろう？　見当はつかないか？」


    　ノラが珍しくフレイクの意見を当てにした。フレイクも真ま面じ目めに「ううむ」と唸うなって応じ、考える。


    「どっちもどっちって感じだな。北のほうが気温が低くて、ウォーフィアにとっては居心地が悪いだろう。だが、南は地形のことがある。池や川が多いのは南だから、一昨日みたいなことになる可能性が高まる」


    　劫火竜であるウォーフィアは、高温の地域を好み、燃えやすい環境、例えば密林や山などで最高の力を発揮する。北も南も、ウォーフィアにとっての最善の戦場ではない。もっとも、ほんの些さ細さいな支障にすぎないため、ウォーフィアの撤てつ退たいまでは期待できない。


    「フレイクでもわからないとなれば、もう結論は出たな」


    　ノラは凛りんとした声で、告げる。


    「南だ」


    「……やっぱり、マッケルガーの街だからか？」


    「それもあるが……」


    　と、ノラが言いかけたところで、


    「ねえ、お姉ちゃん。その話なんだけど」


    　広場の中央にいたアイが近づいてきて、ノラの言葉を遮さえぎった。


    「ん？　どうした？」


    「ちょっと提案があるんだけど、聞いてくれる？」


    　アイは真剣な面おも持もちでノラに尋たずねる。


    「もちろんだ。言いたいことがあるなら言ってくれ」


    　ノラは、アイがこういう遮り方をしてきたということは、ノラの意見に反して北を推おすつもりなのだろうと思った。そのことでアイに対してよくない感情を抱いだくようなことはない。アイの考えにはいつも根拠があり、筋が通っているので、耳を傾けるべきだ。


    　アイが北を推す理由を聞こうと身構えたノラだったが、


    「北と南、二ふた手てに別れない？」


    　アイの提案は、まったく予想外のものだった。

  



  
     第四章　竜たちの羽ばたき


    



    　旅立ちから四日目の昼前。空は晴れ渡り、森林の草花が瑞みず々みずしく香っている。ここまでの三日間、竜や盗賊たちとの戦闘という災難が続いているが、不幸中の幸いとして天候には恵まれている。


    　この景色を、昨日までのフレイクは馬車の車両の窓から見ていた。


    　今、フレイクは走る馬車の御ぎよ者しや席に座っている。


    　手た綱づなを握ってユニコーンを操あやつっているわけではない。フレイクにはその技術はなく、御者の役割は務つとまらない。


    　フレイクの隣にはアイが座っている。アイが手綱を握り、時折ユニコーンの背に鞭むちを入れる。車輪が軽やかに回転し、走行は順調そのもの。都市ナリスタンに繫つながる北回りの街道を進んでいく。


    　ユニコーンたちは箱型の車両を牽けん引いんしているが、車内には誰もいない。ノラも、カーネスも、シェリーもいない。ただ荷物が積んであるだけだ。


    　昨夜のアイの提案は受け入れられ、一行は二ふた手てに別れていた。


    　ノラたち三人は南回りの街道を進み、都市ガルズムを目指している。


    「…………」


    「…………」


    　黙々と進むふたり。


    　本来であれば御ぎよ者しや席にはアイだけがいればよく、フレイクは車両の中にいればいいのだが、車内にひとりだけでは会話がなくなる。退屈しのぎにと、御者席に詰めて座ったのだが、いざ座ってみると、きっかけがないとなかなか話を切り出せない。アイの横顔を眺めているだけだ。


    「話しかけにくかった？」


    　アイは前方を見たままフレイクに問いかけた。相手の心を読んだかのような一言に、フレイクは少したじろぎを覚える。


    「よ、よくわかったな」


    「視線を感じたもの」


    「アイはいつもよく気がつくよなあ。俺のことも、ノラのことも。カーネスのことだってそうだ」


    「お姉ちゃんがあんなだから、よく見ていてあげないと危ないじゃない？　気がつくのが得意になっちゃった」


    「グライズ」の後方支援を務つとめ、戦略立りつ案あんを請うけ負える所以ゆえんとなっているのは、アイの視野の広さだ。それは単に物理的な眼球の動きだけの話ではない。


    　分かれ道の二択に囚とらわれていたノラに対し、二ふた手てに別れるという選択肢を提示できたところに、アイの精神的な視野の広さが表われている。


    



    　　　　＊


    



    「私たちは目立ちすぎると思うの」


    　夜の森の広場にて、アイはノラに指摘した。


    「宿しゆく駅えきの管理人さんも、食堂にいた戦士さんたちも、私たちを見ただけでグライド姉妹だとわかったでしょう？」


    「そこそこ名は知れているようだな。盗賊魔ま道どう師集団は例外だったわけだ。父さんや母さんの遺志を継いで、研けん鑽さんしてきた甲か斐いがあった」


    「喜んでばかりもいられないよ？　むしろ、私たちはそのせいで位置を追つい尾びされてるのかもしれない」


    　アイはさりげなく左右を気にして視線をやった。森が囲むこの空間。今のところ、ノラもアイもフレイクも気配を感じ取れていないが、木陰に隠れている者がいないとも限らない。


    「どこへ行っても、私たちグライド姉妹の目撃情報がある。ウォーフィアはほとんど人間に近い竜人形態になれるわけだから、人間を装よそおって聞き込みできるよね？　私たちの足取りを追うのは、結構簡単じゃない？」


    「……考えてもみなかったな」


    　フレイクとノラがほとんど同時に、思わず嘆息した。


    　旅の初日、酸竜サンルヴィアはカーネスの位置をあぶり出すために、町全体に酸の雨を降らせたが、そこまで大がかりなことをするまでもなく、グライド姉妹の行動の[image: ]うわささえ摑つかめれば済んだ話だった。


    「だから、私たちは別行動をとるべきだと思う。私とお姉ちゃんが別れれば、少なくともグライド姉妹を目撃したという情報はなくなるはず」


    「なるほど。私たちひとりひとりが目撃されても、それが別々の場所であれば、カーネスの居場所が知られることはなくなるわけだ」


    　ノラがアイの意見に理解を示した。竜たちが、グライド姉妹がいる場所にカーネスもいるという予測を立てているとすれば、見つからないためには「グライド姉妹」というふたり組みの存在を消せさえすればいい。


    「だから、お姉ちゃんがカーネスちゃんを連れていって？　私は別行動をとって、カーネスちゃんを連れている振りをしてみる」


    「うむ……。一理ある方法だが……」


    　ノラは吟ぎん味みしつつ、アイの案の欠点を指摘する。


    「確かに竜の目を欺あざむけるかもしれないが、戦力分散になってしまわないか？　仮に欺くのに失敗した場合、私はアイ抜きで竜と戦うことになってしまう。中位竜程度ならまだいいが、ウォーフィアは高位竜だ」


    「……お姉ちゃんの言うとおり、そこは確かに心配。でも、今はシェリーさんがいるじゃない？」


    　アイが視線で広場の端を示す。ノラとフレイクもそちらに目をやった。


    　結けつ界かい術の訓練に励む、シェリーとカーネス。カーネスは見えない壷つぼでも摑んでいるように左右の手のひらを向かい合わせており、シェリーの指導に従って体内の魔力をそこに集めている。


    　微弱な、小さな光が散って、消えた。


    　結界術師が放つ、魔力の光。


    　微かすかな光でしかなかったが、確かに夜の闇やみを一瞬照らし、フレイクたちの目に残像を映した。


    「いいですよ、カーネスちゃん！　まったく、魔術を習うのが初めてだとはとても思えませぬ！　惚ほれ惚ぼれするほどすばらしい才能です！　その調子で頑張りましょう！」


    「にゃ、にゃぁ……」


    　激げき賞しようするシェリーに、カーネスは疲れた声で応じた。魔力を扱ったことで、慣れない疲労に襲われているのだろう。それでも、自分の体内の魔力を操あやつることに成功しており、早くも大きな一歩を踏み出せている。


    　アイは上達の早さに感心しつつ、ノラとフレイクに言う。


    「シェリーさんの実力はお姉ちゃんも知ってのとおりだし、カーネスちゃんだって成長してる。きっと、私がいなくても、私の代わりを十分に務つとめてくれるはず」


    「……私にとって、アイはかけがえのない妹で、戦友だ。今まで何年一緒に戦って、何匹の竜を葬ほうむってきたことか。アイの代わりなど、誰にもできるはずがない。たとえシェリーに実力があっても、以い心しん伝でん心しんの連携まではできないだろう」


    　ノラは難なん色しよくを示す。徐々に表情に感情がにじみ出てきた。ウォーフィアに対する憎ぞう悪おで、ノラの顔は歪ゆがむ。強い威圧感を前にして、フレイクは一歩引いた。


    「何より、私はアイと一緒にウォーフィアを討ちたい。父さんと母さん、町の人々を焼き殺した竜を、他人任せにはできない」


    「それは私も賛成だけど、お姉ちゃん、ちょっと整理して？　私と別行動をとれば、ウォーフィアと遭そう遇ぐうする可能性は下がるからね？　たぶん、ウォーフィアとは戦わずに済むと思うよ？」


    「しかし所しよ詮せん『たぶん』じゃないか！　もしウォーフィアが……！」


    「そう。可能性が下がるってだけで、遭遇しないとは言い切れない。でも、有効なのは間違いないと思う。それに、ウォーフィアを退治するのは今でなくたってできる。この任務が終わった後で、一緒にウォーフィアと戦おう？」


    「……任務が終わった後、どうやってウォーフィアを探し当てる？」


    「お姉ちゃん。それは今考えるべきことじゃないよね？」


    　アイの口調が急に厳しいものになった。眉まゆを寄せて言う。


    「一番大事なのは、カーネスちゃんを守ること。お姉ちゃんは、頭ではそれを理解してるのに、同時に心の奥底ではウォーフィアへの復ふく讐しゆうを優先してる気がする。それが悪いことだとは言わないけど、私は、もっとカーネスちゃんのことに徹するべきだと思う。今のお姉ちゃんは無意識のうちに、カーネスちゃんをウォーフィアを呼び寄せる餌えさとして見てる感じがあるから、それはやめたほうがいい」


    「…………！」


    　一瞬、ノラが怒りに任せて動きかけたが、思いとどまった。


    　アイに反論しかけたものの、指摘はほとんど正しかった。


    　ノラは自分の至らなさを恥じて、改めて妹を見る。


    　アイはノラと向き合って、身じろぎさえしなかった。


    　ノラであればわかってくれるはずだという、アイの信頼。


    　無言のうちにそんな感情を向けられ、ノラは面おも映はゆく感じる。


    「アイ」


    「なあに、お姉ちゃん？」


    「こんな姉に、これまでよくついてきてくれたな？」


    「結構大変なんだよー？　お姉ちゃんについていくの。でも、私はお姉ちゃんのこと好きだから」


    　力の抜けた笑みを作るアイ。それを見て、ノラの判断は固まった。


    「二ふた手てに別れよう。私は、シェリーとカーネスとともに行く」


    「よかった。決まりね？」


    「おい、別れるのはわかったが、俺はどっちだ？　アイについていけばいいのか？」


    　フレイクが久しぶりに発言した。きょろきょろとグライド姉妹を見ながら尋たずねた。


    　その質問にはノラが答える。


    「当たり前だろう。さすがに、アイをひとりにするわけにはいかない。フレイクが私と来てもたいした戦力にはならないから、アイの雑用係として働くがいい」


    「よろしくね、フレイクさん？」


    　アイは意味深しん長ちような笑みをフレイクに向けた。


    「言っておくが、フレイク。アイに対して少しでも破は廉れん恥ちな行動をとったら、問もん答どう無む用ようで私が首をはねるからな？」


    　ノラは凄すごみに凄んで念押しするのを忘れなかった。


    



    　　　　＊


    



    「昨日はアイの言葉に感心させられっぱなしの日だったな、俺は」


    　狭い御ぎよ者しや席で隣りあうアイに、フレイクは言う。


    「カーネスに対しても、ノラに対しても、しっかり説得力があったしさ。それも上うわっ面つらじゃなくて、心の底からの意見で」


    「フレイクさん、それは逆じゃない？　心の底から思っていないと、説得力なんて出ないよ」


    　アイは手た綱づなを握ったまま、横目でフレイクを見た。街道はしばらくはまっすぐ延びている。ユニコーンたちの走行も安定して、複雑な操作は必要ない状態が続く。


    「心の底から？」


    　フレイクがおうむ返しに尋ねた。アイがそれに反応する前に、フレイクは指摘する。


    「確かに、アイは心の底から提案してたけど、本当の理由は隠してたよな？」


    「……何だ、フレイクさんも鋭いじゃない」


    　アイはいたずらっぽく舌先を出した。


    　フレイクはアイの意図を薄うす々うす察していた。確認のために、野や暮ぼとは知りつつ改めて質問する。


    「俺を結けつ界かい術師から隔離したかったから、だよな？」


    「フレイクさん、せいかーい」


    　アイは嬉うれしそうに、歌うように軽やかに言った。


    　口調とは裏腹に、それは重大事項だった。


    　シェリーが加わったことで、結けつ界かい術の才能の持ち主がふたりに増えた。竜への対抗策が増えた一方で、アイとフレイクから見て大いに憂ゆう慮りよすべきことが発生した。


    　フレイクが、対竜結界に触れてしまう危険が高まったのだ。


    「あ、今は誰も聞いてないから、こう言ったほうがいい？　『ゴーヴェドルさん、せいかーい』って」


    　アイは、フレイクの本当の名を呼んだ。


    　人間としての名前ではなく、竜としての名前だった。


    　フレイクの正体は、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドル。


    　強大な力を誇る竜の中でも、千匹に一匹の力を持つとされる高位竜だ。


    　自分の周囲の空気を凍らせて剣を形成するのが、ゴーヴェドルの本来の戦闘様式。その規模と威力は竜鋼製の双そう剣けんの比ではない。丸太のような氷剣を振り回し、あるいは氷の息吹に乗せて放ち、敵対する竜を何匹も葬ほうむってきた。


    　だが、その高位竜ですら、対竜結界の前には無力だ。


    　対竜結界は、人間が触れても何も起きないが、竜が触れた場合は話が別。竜は結界の内部に入り込むことができず、締め出される。竜がいる場所に突如として結界が発生した場合は、竜の身体は問もん答どう無む用ようで押し退のけられるのだ。


    　フレイクが触れたら正体が露あらわになる。その事態を避けるためにこそ、アイは別行動を提案したのだった。


    「組み合わせもうまいこといったよな。これ以外の組み合わせは、ちょっと考えられない」


    「表向きの理由とも矛む盾じゆんしないしね」


    　カーネスを守るためという名目で、ノラとカーネスを別にするわけにはいかない。そして、カーネスを指導するシェリーもそれに同行する。残ったふたりが別行動をとるのは、目撃者対策として合理的であり、アイの真の目的にも都合がいい話だった。


    「とりあえず、三日間は安全ってわけか」


    　ノラはアイの提案を了解し、三日間だけ別行動をとることとした。


    　旅程四日目である今日の朝から別行動を開始。それぞれ、途上にある都市を目指していくこととする。どちらも順調に進めば、五日目の午後には都市にたどり着くことができ、そこで食料や装備を整えることができる。


    　六日目の昼に王おう都と手前の町で合流し、別行動を終了。早ければその日のうちに王都入りする算段だ。途中で何かの支障で遅れが生じたとしても、王都が指定した期日、七日目には間に合うだろうと、ノラは計算した。


    　この計画に沿えば、六日目まではフレイクが結界術師のふたり、シェリーとカーネスに会うことはない。


    「でも、明後日あさつてはちょっと大変かもしれないね。別行動してる間に、カーネスちゃんの能力が完成しちゃってる可能性があるから」


    「結けつ界かい術の才能って、そんなに早く完成するものなのか？　アイだって魔ま道どう師として、二、三日の努力で今の実力になったわけじゃないだろ」


    「まあ、それは確かにそうだけど、結界術に関してはわからないことだらけだから。カーネスちゃんの呑のみ込みの早さと、シェリーさんの指導のうまさ次第で、大きく化けるかも」


    「確かに、シェリーは指導はうまそうだよな……。うまい具合に褒ほめまくって、カーネスをその気にさせてたし。俺を指導するノラとは正反対だ」


    「面白いよねー。そんな正反対なのに、シェリーさんはお姉ちゃんのことを尊敬してる」


    「単に[image: ]うわさを聞いて憧あこがれを持っただけなんじゃないか？　意外と、ノラの実態を知ったらあっさり幻げん滅めつするかもしれないぜ」


    「どうかなあ……。そんなに簡単に態度を翻ひるがえすような人には見えなかったけど」


    　アイとフレイクは、南の街道を行く三人に思いを馳はせながら進む。


    



    　　　　＊


    



    　ノラは、北の街道を行くふたりに思いを馳せることはできなかった。意識の大部分を別の事柄に割さかれてしまったためだ。


    　御ぎよ者しやを務つとめられる者がノラしかいないため、必然的にノラが御者席に座る。車両にはシェリーとカーネスが乗り込んでいる。牽けん引いんする召しよう喚かん獣は二頭のユニコーン。アイと別行動になってしまっても、シェリーが召喚術を使えたため支障は生じなかった。


    　別行動のために馬車が追加で一台必要になったが、宿しゆく駅えきにてうまく調達できた。型が違うため座り心地が若じやつ干かん変化したが、慣れられる程度のものだ。ノラが意識を割くほどの変化ではない。


    　別行動によって、もっと大きな変化が生じていた。


    「カーネスちゃん、そうではありませぬ！　もっと！　こう！　魔力の流れを！　こっちからこっちに！」


    「こっちにゃあ？」


    「ああ、もう惜しい！　行き過ぎです！」


    「にゃあ……？」


    「そうそこ！　それですよ、カーネスちゃん！　いやいや天晴あつぱれ、お見事です！　この感覚、この加減を是ぜ非ひとも覚えていただきたい！」


    「わかったにゃあ！」


    　この話し声に邪魔されて、思いを巡めぐらせることができない。


    　これまでの三日間は、車内の会話が御者のノラの耳に届くことはなかった。フレイクもアイも声を張り上げる話し方はしなかったし、カーネスは口数が極端に少なく、声も遠慮がちだった。全すべての会話はユニコーンの足音や車輪の駆く動どう音、森の木々の葉が擦こすれる音や、森に住む動物や鳥たちの鳴き声にかき消されていた。


    　今は、違う。


    　シェリーの声は大きく響き、他ほかの音を押し退のけて聞こえてくる。


    　そして、カーネスの声もシェリーにつられて大きくなってきている。まだシェリーには負けているが、影響を受けているのは明らかだった。


    「まあ、それはそれでいいことなのかもしれないが……」


    　ノラは独り言を呟つぶやく。


    　精神的に沈みやすいカーネスが、シェリーの明るさを少しでも受け取れば、健康上いいことだろうと考えた。


    



    　昼過ぎになって、ノラは昼食を兼ねた休憩のために馬車を止めた。


    　シェリーとカーネスは車両から降り、それぞれ草原に腰を下ろして、晴れた空の下で食事をとる。長時間座ったままの姿勢で身体からだが凝こり固まったか、シェリーは何度も大きく伸びをした。


    「座り心地が悪かったか？」


    　ノラが気き遣づかって尋たずねると、


    「え？　あ！　いえいえいえいえ！　そういうつもりではまったくありませんで！　単にあまりに身体が動かなかったもので、ちょっと心配になって伸びをしただけでして、車内はすこぶる快適でしたよ！」


    　シェリーは大おお袈げ裟さなまでに主張した。


    　ノラとしては、これが本心なのか、お世辞を込めたものなのかが判然としない。シェリーの礼儀正しさは美徳だが、ノラの流儀には合わないと感じている。


    「カーネスはどうだった？　素直な感想を聞きたい」


    「にゃぁ……？」


    　ノラが話を向けると、カーネスは目線を逸そらして首を傾かしげた。困っているようだと見て取って、ノラは再び語りかける。


    「遠慮することはない。昨日、アイからも何か言われたそうじゃないか。変な我慢はするな、と」


    　ノラは食堂での会話を伝聞でしか知らないが、アイがカーネスと約束した内容は把握していた。もっともなことだと思い、今後はノラもカーネスの言葉により耳を傾けようと決めた。


    　カーネスが自分に苦手意識を抱いだいているのは、初日からわかっていたことだが、それはカーネスの問題ではなくノラの態度の問題だったのかもしれない。誰にも迎げい合ごうせずに自分の考えを強く貫つらぬく生き様ざまは、それだけの強さを持たない者にとっては近寄りがたいものとなる。


    「私も、カーネスの意見を聞くことにしたんだ。いや、違うな。カーネスの言葉を聞きたいんだ。私のことを怖いと思ってしまうのは構わないが、できる範囲でいいから、率直に話してくれないか」


    　精一杯の真しん摯しさを込めて、ノラはカーネスに懇願した。


    　カーネスは意表を突かれたようで、一瞬目を見開いて黙ったが、ややあってから聞き返す。


    「馬車の乗り心地にゃ？」


    「うむ」


    「うーんにゃ……」


    「どんな些さ細さいなことでもいいんだ。座席の柔らかさや、馬車の揺れ方、気になったことは何でも言ってくれ。改善できるかどうかはわからないが、私もできる限り努力する」


    「別に思いつかないにゃ」


    「本当か？　また遠慮などしてないだろうな？」


    「シェリーと稽けい古こしたり話したりするのが楽しくて、乗り心地とか気にしてる暇ひまがなかったのにゃ」


    　カーネスは、まっすぐにノラの目を見て言った。


    「午後からは、気にしながら稽古するのにゃ」


    「……そうか」


    　飾り気のない言葉に、ノラは安あん堵どする。


    　カーネスのノラへの苦手意識は、確実に和やわらいでいた。


    



    　　　　＊


    



    　日が落ちたので前進をやめ、アイとフレイクは宿しゆく駅えきで食事と入浴を済ませた。今度の宿駅も昨日のものと同じ程度の設備でしかなかったが、男女別の大衆浴場が併設されていた。フレイクはノラの言葉を思い返し、律りち儀ぎに身体を洗った。


    「臭くさくないよな、俺？」


    「何を言ってるの、フレイクさん？」


    　浴場を出た後でアイに確認を求めたフレイクだが、アイはただ首を傾かしげて笑っただけだった。


    　ふたりは宿駅を出て森に分け入り、野や営えいに適した場所へと出た。カーネスを連れていないため、竜が襲ってくる可能性は極めて低いが、それでも狙ねらわれる理由は十分ある。念には念を入れて人ひと気けのないところを選んだ。


    　夜の森の中、月明かりだけがふたりを照らす。


    　フレイクは双そう剣けんを出し、素す振ぶりを始めた。剣を振り上げ、斬きり下ろす度たびに風が低く唸うなる。アイは小さな岩の上に腰掛けて、フレイクを見ている。


    「凄すごいよね、フレイクさんって」


    「別にそんなでもねえよ。剣士としてはノラのほうが凄い」


    「そう？」


    「そりゃそうだろ。俺はノラに勝てる気がしない。竜形態で戦っていいなら話は別だが」


    「勝とうとしてないだけじゃなくて？　どうやっても勝てないってことはないと思うけど」


    　フレイクは素す振ぶりの手を止めてアイを見た。


    　グライズに加入して二年を過ごした経験上、アイの戦力の見極めはかなりの精度だと思っている。しかし、今の発言は容易には信じられなかった。


    「アイは剣士じゃないから、ノラの剣の重さがわからないんだろ。あいつの重力操作グラベトリーブ、とんでもないぜ？　どんなに怪力な男でも押し負ける。勝てるとしたら、ノラ以上に重力操作グラベトリーブを極めた剣士だろうな」


    「押し勝つ必要ってあるの？」


    　アイは端的に、素そ朴ぼくな問いかけを放った。


    「例えば昨日の稽けい古こだと、フレイクさんはお姉ちゃんの剣の側面を叩たたいて弾はじいたでしょ？　あれもひとつの手だと思う」


    「いや、あれはノラが投げ技を試すために、わざと剣を手放した感じだった。俺が弾くのに成功したわけじゃない」


    「うーん、それはそれで事実かもしれないけど……、でも、頑張ればいつか本当に成功するかもしれない。諦あきらめるのは早いよ」


    「つまり、アイは俺に『相手の剣の側面を叩く達人になれ』と言いたいのか」


    「そういう手もあるってこと。あくまで一例ね」


    　アイは弾はずみをつけて、小さく跳びながら立ち上がった。


    「私は、シェリーさんに会ってから、あの縛ばく鎖さ魔術を自分でも使えるようになれないかってことを、ずっと考えてたんだ。それも、中位竜や高位竜まで押さえ込めちゃうようなやつを」


    「で、できるのか!?」


    　フレイクは目を剝むいた。そんな離れ業わざが可能になれば、ウォーフィアとの戦闘が圧倒的に有利になる。アイが動きを封じ、ノラが斬きる。高位竜の鱗うろこの強度の問題があるが、それでも勝算は遙はるかに高まる。


    　だが、


    「私は縛鎖魔術を学んでないから、シェリーさんの真ま似ねはできないよ？」


    　アイは軽い口調で否定した。


    　期待が裏切られ肩を落とすフレイクに対し、アイは「でもね」と言葉を継つぐ。


    「シェリーさんを真似しなくても、同じことはできるんじゃないかって思ったの」


    　そう言うと、アイは呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始めた。アイの得意とする召しよう喚かん魔術の発動。魔術の素養のないフレイクにとって、呪じゆ文もんの言葉ひとつひとつがまるで未知である上、高速詠えい唱しようのため聞き取ることはできない。数秒の詠唱で、アイの足あし下もとに光り輝く召しよう喚かん陣が完成した。


    「出いでよ！　拘束植物エンゲイジ！　弾性植物エクステンド！」


    　アイの叫びとともに、召喚陣の中央で光が炸さく裂れつした。


    　拘束植物エンゲイジの無数の太いツタが急速に伸びていく光景は、フレイクにとって見慣れたものだったが、今回の召喚では見慣れない大きな葉がちらほらと見える。人間の上半身ほどの大きさの、楕だ円えん形の葉。月明かりを照り返し、闇やみの中に浮かび上がる。


    　フレイクはそれを指さして言う。


    「初めて見るやつだな、これは」


    「弾性植物エクステンドは、拘束植物エンゲイジと近い種類の植物なの」


    　いずれも、餌えさとなる生物を捕らえるために、周囲の生き物を反射的に絡からめとる性質を持つ植物だ。頭脳はないが、機械的に捕ほ捉そく行動をとるようにできている。戦闘のために召喚する場合は、味方を捕らえないように術師が命令を込めなくてはならない。


    「締めつける速さと強さの総合力で言えば拘束植物エンゲイジが一番だけど、縛ばく鎖さ魔術と似た効果を出すなら、こっちかなって」


    　アイは弾性植物エクステンドの葉に触れながら言った。


    「フレイクさん、実験台になってもらっていい？」


    「お？　俺を縛るのか？　何か面白そうだ！　ちょっとわくわくするなあ！」


    「あ、あんまり面白がられると微妙なものがあるね……」


    　失笑しながら、アイは軽く手を掲かかげた。手から魔力を放ち、植物たちに命令を送る。


    「じゃあいくよ、フレイクさん？　これは練習というか実験だけど、ちょっと本気で抵抗してみて？」


    「いつでも来い！」


    「拘束植物エンゲイジ！　縫ほう合ごう！」


    　アイのかけ声とともに、拘束植物エンゲイジが急速に伸びだした。ツタは木の枝のように細く分かれていく。


    　フレイクはツタが迫ってくると思って身構えたが、拍ひよう子し抜けした。ツタはまるで別の方向に伸びていき、フレイクに近づく気配を見せない。


    　ツタが目指した先は、弾性植物エクステンドの葉だった。


    　薄うす闇やみの中、フレイクはツタの動きに目を見張る。


    　ツタは、弾性植物エクステンドの葉が重なった箇所を貫通した。葉の裏側で反転して、すぐ隣の箇所をまた貫つらぬく。目にも留まらぬ速さで同じ動作が無数に繰り返され、ツタが葉を縫ぬい合わせていく。


    「おいおいおいおい、何だよこれ!?」


    　完成したのは、葉を縦に三枚、横に五枚、計十五枚が繫つながった巨大な布地だった。拘束植物エンゲイジによって支えられ、直立した状態を保つ。竜の巨体には及ばないが、さながら人家の壁のように聳そびえる。


    「拘束植物エンゲイジ！　前進！」


    　アイの合図で、壁がフレイクに接近し始めた。ツタが葉の布を動かし、フレイクの身体を包むように捕まえにいく。


    「うおおお！　マジかよこれ！」


    　狭い空間の中、フレイクには逃げ場がない。森に逃げ込むという手がないでもなかったが、とっさにはそこまで頭が回らなかった。


    　フレイクは今度こそはと双そう剣けんを構え、迫る巨大葉に斬きりかかった。


    　だが、葉は強い弾性で刃やいばを受け止めた。切り刻むことはできず、伸びるのみ。フレイクの手には柔らかい奇妙な手て応ごたえしか残らない。


    「何でだよ！　ツタは貫つらぬいてるのに、俺の剣が無理なんて……！」


    「だって、私が柔らかさを調節してるもん」


    　アイの余裕の笑み。


    　フレイクはがむしゃらに斬ざん撃げきや突きを繰り返すが、どれも弾性植物エクステンドの柔軟性に吸収される。葉には何の跡も残らなかった。


    「捕ほ縛ばく！」


    　止とどめとばかりに、アイが高々と腕を上げて指示を飛ばした。


    　葉はフレイクの身体をくるむように回り込み、直後、急速に円の範囲を狭せばめた。前後左右、全方角を包囲されて、フレイクはなす術すべもなく捕まる。双剣を持った両手は胴体に押しつけられ、身体ごと固定された。


    「ぐぐぐぐ……！」


    　フレイクは全身に力を込めるが、びくともしない。葉は完全に締まっている。


    　先日、アイは拘束植物エンゲイジで竜人を捕縛しようとしたが、その際は竜の尾でツタを切り刻まれてしまった。しかし、弾性植物エクステンドが加わったことで、ちぎられる心配はほとんどなくなった。


    「さあ！　全力で脱出してみて、フレイクさん！」


    「もうすでに全力だっての……！」


    　直立した姿勢で、全身の筋肉という筋肉を働かせて葉を押し広げようとするが、小刻みに震えるだけだ。


    「本当に？　本当にそれで全力？」


    　アイは涼しげに尋たずねた。小首を傾かしげて、フレイクに聞く。


    「もしもフレイクさんがその状態になって、目の前で私やお姉ちゃんが竜に殺されそうになっているとします。酸竜のときみたいにね？　そんなときでも、フレイクさんはそのくらいの力しか出せない？　そのくらいの力しか、出してくれない？」


    　極端な仮定ではあった。


    　しかし、すでに実際に起きている事態で、なおかつ、今後この旅の中で、あるいはそれ以後も起こり得る事態だった。


    「……なめるなよ、アイ」


    　フレイクは、アイの意図を察した。


    　察して、行動に移した。


    　筋肉に力を入れるのではない。


    　自分の細胞のひとつひとつに、力を込め、魔力を込める。


    　竜の細胞は、魔力によって質量が増減する。


    　突如、フレイクの両腕が隆起した。


    　服の袖そでが裂けたが、構わず形態を変化させる。


    　人間の腕よりも一回り以上も大きい、竜の前脚あしが顕けん現げん。全身は竜人形態のまま、行動に支障ない程度に巨大化させた。こうなれば双そう剣けんなどすでに不要。手放して足あし下もとに落とした。


    　弾性植物エクステンドの葉がフレイクの前脚に圧おされて膨ふくれた。限界まで膨張し、それでも耐えてフレイクの動きを封じる。


    「もう一押しよ、フレイクさん！」


    「俺は……！」
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    　フレイクは深く呼吸し、力を溜ためた。もはや実験だとか練習だとかいうことは頭にない。両前脚あしの先に、フレイクの、ゴーヴェドルの力が集中していく。


    「俺は『そのくらいの力』なんかじゃねえ！」


    　フレイクの裂れつ帛ぱくの叫びとともに、葉はついに破られた。破裂音とともに内部から貫通される。


    　前脚の先から伸びていたのは、円えん錐すい形状の輝く剣。フレイク自身の身体に匹ひつ敵てきする大きさのそれは、氷でできた剣だった。


    　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルの剣。中位竜以下の敵を一撃で粉ふん砕さいする兵器にかかれば、植物の葉の一枚を貫つらぬくことなどたやすい。


    　フレイクは、破れた葉を振りほどいていく。氷剣に対してはなす術すべなしと、アイは諦あきらめて見守った。


    「やっぱり実験失敗かあー。私の縛ばく鎖さ魔術代用計画、ダメでした」


    「失敗な割りに、嬉うれしそうだな」


    「ん？　だって、フレイクさんが頑張ってるところが見られたもの」


    　アイは柔にゆう和わな笑みで応じた。


    　フレイクは剣を手放し、前脚を竜人形態に戻していく。服の破れ目を気にしながら、地べたに腰を下ろした。


    「だけど、今の植物、だいたいの奴やつには効果あると思うぜ？　まあ、昨日の岩石兵カーザ・アスカーくらいの大きさになると、ちょっと厳しいかもしれないけど」


    「ああ、それは大丈夫だよ？　敵の身体の大きさに応じて、弾性植物エクステンドをたくさん喚よび出せば済む話だから。面積を広くして、枚数を何重にも重ねておけば、竜にも有効なんじゃないかって思ってる」


    「たくさんって……。たくさん喚ぶとなると時間がかかるだろ？　それに、アイはちょくちょく召しよう喚かんミスもするし」


    「あー！　フレイクさんの意地悪！　これでも、この旅を始めてからは一度もミスはしてないんだからね？」


    　アイは頰ほおを膨ふくらませつつ、芝しば居いがかった口調で抗議する。


    「それに、召喚の時間はいつもお姉ちゃんとフレイクさんが稼いでくれるじゃない。私、いつも鋼鳥スタリダーを何百羽召喚してると思ってるの？」


    「なるほどな。納得したよ。でも、さすがに竜は無理だろ？　飛んでる相手をどうやって捕まえにいくんだ？　拘束植物エンゲイジも弾性植物エクステンドも、さすがに飛ぶのは無理だろ？」


    「それこそ鋼鳥スタリダーに運んでもらえばいいじゃない」


    「…………！」


    　フレイクは目を剝むき、もの凄すごい形ぎよう相そうでアイを見た。


    「え？　な、何、フレイクさん？　私、何か変なこと言った？」


    「アイは天才かよ……！　全然思いつきもしなかったぜ……！」


    「あ、そうなんだ。それはどうも」


    　アイは苦笑しつつお辞じ儀ぎしてみせる。


    「でも、鋼鳥スタリダーが運んでいる最中に撃墜されちゃうってところが難点かな。尻しつ尾ぽとか爪つめとか、息い吹ぶきとかで」


    「うまく死角から近づかなきゃならないわけだ」


    「そう、そのとおり。ねえ、フレイクさん、竜の最大の死角ってどのあたりかな？」


    「んー、そうだなー。やっぱり後頭部か足あし下もとか、もしくは……」


    　答えを考えながら、フレイクはその場で背中を後ろに倒した。仰あお向むけに寝そべって空を見る。夜。よく晴れており、暗い空に無数の星が浮かんで瞬またたく。


    「やっぱり、こういうときだな」


    「え？　どういうとき？」


    　アイはフレイクの意図を摑つかめず、聞き返した。


    　フレイクも言葉足らずだったと自覚した。空を指さして示しながら、説明を付け足す。


    「いや、今俺は夜空に見とれてたんだが、こういうときは注意が一箇所に向いている。だから、それ以外のほうから近づけば気づかれない。同じようなことはノラとの稽けい古こでもやっていて、剣の動きで敵の視線をどれだけ誘導できるかが、結構大事だったりする」


    「ふうん」


    　アイの言葉が急に近くから聞こえたので、フレイクは思わずそちらを見た。いつの間にかアイは近づいていて、手で触れられる位置にいる。


    　アイは膝ひざをついて、フレイクのそばに座った。


    「早速、フレイクさんの言葉を実践してみました」


    「ああ、死角から近づいたのか……」


    「フレイクさんの言ったこと、もっともだと思ったけど、よくよく考えたら普段の戦闘でもやってることだったよね。いつもは無意識にやってたことだけど、これからはもうちょっと意識的にそういう動きを増やすべきかも」


    「真ま面じ目めだな、アイは」


    「まあ、この役目は真面目じゃないと務つとまりませんよ？」


    　アイは軽く胸を張ってみせる。


    「……守って、やらなきゃな」


    　ぽつりと、フレイクは呟つぶやくように言った。


    「これだけ健けな気げなアイを守りきれなかったとしたら、俺はきっと罪悪感に耐えられない。それはきっとノラも同じだろう。だから、ノラはあれだけ鍛たん錬れんに励む。いけ好かない奴やつだが、そこは共感できる」


    「フレイクさん……」


    「まあ、俺は頼りない竜かもしれないけどさ、精一杯頑張るつもりだから、これからも助言なり何なり、よろしくな」


    「頼りなくなんかないよ、全然」


    　そう言うと、アイはフレイクの手に触れた。


    　投げ出されていた右手の上に、自分の右手を重ねる。


    　擦こするように滑らせてから、優しく握った。


    　やがて指を絡からめて、繫つなぐ。


    　アイの手の温ぬくもりが、体温の低いフレイクの皮ひ膚ふに伝わっていく。


    「こちらこそ、よろしくね？　フレイクさん」


    　頭の中でアイの言葉を処理しようとするが、フレイクの能力では追いつかない。


    　フレイクの手の指はまだ開いたままだった。


    「あ、あの俺……、人間の風習を今ひとつ理解できてなくて、どう反応すればいいかわからないんだが……」


    「いいんじゃない？　そういう反応で」


    　アイは左手で髪を軽くかき上げながら、小さくえくぼを作った。
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    　ノラたち三人の一行も、小さな宿しゆく駅えきで食事を済ませ、森の中で野や営えいの準備を整えていた。旅程四日目にして初めて、敵と交戦することなく一日を終えられそうだ。そのことに、ノラは安あん堵どする。


    　都市ガルズムに向かう道の途上。明日の昼、日が高いうちにガルズムに到着できるだろう。うまくすれば拳けん闘とう士マッケルガーと会えるかもしれない。もちろん、先方も多忙だろうからダメでもともとだが、それでも期待してしまう。ノラは、強い戦士には多大な敬意と興味を持つ。


    「その、マッケルガーさんというのは、どのようなお方なのでしょう？」


    　寝ね支度じたくを整えながら、シェリーがノラに尋たずねた。


    　夜間の見張りはふたりが交代で行おこなうこととし、まずはノラが担当する。その間はシェリーが睡眠をとり、数時間したら交代するという手はずだ。


    「聞いたことはないか？　そんなに無名な人物ではないはずだが」


    　ノラは柔軟体操をしながら答えた。剣は鞘さやに納めたまま地面に置き、自らも腰を下ろしている。前に大きく開脚し、細い上半身を前屈させる。


    「すみません、世間知らずでして。もともとこの近辺の出ではなかったので、存じませぬ」


    「そうか。マッケルガーほどの戦士でも、王おう都とに[image: ]うわさは届かないのか」


    「あ、いや、届いていたのかもしれませぬが、私の耳には王宮内部の戦士さんの話ばかりが入ってくるもので、その、すみません」


    「別に謝ることではないが……」


    　ノラは息をついて説明する。


    「マッケルガーは、剣や槍やりなどの長なが物ものを持たずに戦う戦士だ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男で、中位竜を何匹も殴なぐり倒していると聞く」


    「そういう、拳こぶしで戦う戦士の方は王おう都とにも何人かおられると聞いたことがあるのですが、実際に戦うところを見たことがなく、まったく想像ができませぬ。本当にそんなことが可能なんでしょうか？」


    　シェリーは自分の右手を握り、拳をまじまじと見つめる。


    「大男の方なら私よりも遙はるかに大きいでしょうけど、それでも、人間の拳程度の大きさのものが、竜の身体に傷を負わせるだなんて」


    「当然、拳けん闘とう士も武装している。自分の拳を竜りゆう鋼こう製の装そう甲こうで包んでいてな、こう、手袋のようにして」


    　ノラは身振りで装甲の形状を示す。拳全体と手首、前腕部の途中までを覆おおう、拳闘士専用の装甲だ。


    「それでも、拳の大きさはたかが知れてるでしょうに。固くなって、一回り大きくなったくらいで、竜にはとても……」


    「魔ま道どう師のシェリーには馴な染じみが薄いかもしれないが、竜鋼製というのが肝きもだ」


    　ノラは不意に立ち上がり、剣を抜いて斜め上空に向けた。シェリーは座ったまま、ノラのことをただ見上げている。


    「刀身拡張エライトーン！」


    　鋭い声とともに、ノラは長剣に魔力を通わせた。


    　急速に質量を増していく剣。長さ、幅ともに拡大していき、ノラ自身の体格を軽く上回る大きさになった。


    　ノラは微み塵じんも揺るがず、剣を掲かかげ続けている。


    　高度に極められた重力操作グラベトリーブと、鍛きたえられた筋力があるからこそなせる技だ。


    「ほー…………」


    　見とれるシェリーは、長く溜ため息いきをついた。


    「竜鋼製の武器は魔力で質量を増大できる。これと同じことが、拳闘士の装甲でもできるわけだ。巨大化させた拳を重力操作グラベトリーブで加速させて打ち出せば、十分に竜に対抗できる。もちろん、凄すご腕うでの使い手ならばという限定条件が付くが」


    　ノラが魔力の供給をやめると、剣の質量は元に戻った。


    「よ、よくわかりました……。よくわかりましたけど、間近で見ると凄いですねえ……」


    　シェリーが目を点にしたまま相あい槌づちを打った。


    「この手の魔術は戦士さん特有のもので、私のような魔ま道どう師が使うものではありませぬから」


    「だが、王宮の剣士が刀身拡張エライトーンするところくらいは見たことあるんじゃないか？　ハロルド様をはじめとして、私以上の使い手が何人もいそうなものだが」


    「いやー、結けつ界かい術師は、そういう他ほかの戦士さんたちとの交流は許されておりませんでした。おそらくは、機密上の理由からでしょうけれど」


    　ノラはそれを聞いて意外に思ったが、納得できる話だった。代わりの利きかない結界術師のことだ。誰が結界術師なのかが外部に漏もれてしまえば、王おう都と転てん覆ぷくを狙ねらう輩やからはその人物を徹底的に狙うようになるだろう。


    　実際に、カーネスは執しつ拗ように狙われている。


    　ノラはカーネスに目をやった。


    　カーネスはすでに毛布に身をくるんで眠っている。ノラたちから離れたところで横向きになり、膝ひざを抱えて全身を小さく丸めた姿勢。穏やかな寝息を立てているが、時折、苦しげな表情になって寝言を呟つぶやく。


    「ノラ……、やめるのにゃ……。もう食べられないにゃぁ……」


    「聞きましたか、ノラさん？　カーネスちゃん、夕食の思い出を反はん芻すうして楽しんでいるようですよ！」


    「楽しんでいるような顔には見えないがな……」


    　宿しゆく駅えきにて、ノラは気分が高こう揚ようしていた。高揚して食べ物を大量に買い込み、シェリーとカーネスにも勧めたのだった。


    　ノラが南回りの街道を選んだのはマッケルガーのことがあったためだが、それと同じ程度に大きな理由がもうひとつあった。


    「ノラさん、まだ余ってますけど、桃いかがです？」


    　宿駅で購入した桃を、シェリーが手にして差し出した。


    　ノラの理由は、この地域一帯が桃の産地だからである。好物の桃の産地を避けて通ることは、ノラにとって大いなる損失だった。


    　三人しかいないにもかかわらず百個近い桃をまとめ買いし、最初は三人とも喜んで食べていたが、やがてカーネスとシェリーは脱落した。


    「いただこう」


    　ノラは涼しげに即答し、シェリーに向けて手のひらを広げた。シェリーはためらいつつも桃を放り投げる。ノラは受け止めると間かん髪はつをいれず、流れるような動作で一口かじった。


    「は、速い……！」


    　シェリーは戦士の俊敏性に感嘆の声を上げた。あるいは、食しよつ客かくとしての格の違いを見せつけられ、驚き呆あきれた。


    「ところで、カーネスの上達具合はどうなんだ？　私は知識がなくて、稽けい古こを傍そばから見ていてもよくわからなかったんだが」


    「いや、それがノラさん、凄すごいんですよ！　カーネスちゃん、たぶん王おう都とにたどり着く前に私以上の結けつ界かい術師になれます！」


    「……そこまで言い切るのか。具体的には、今のカーネスはどの程度の結界を構築できるんだ？」


    「今はまだ、自分の身を包むくらいの大きさの結界しか出せません。瞬間的にはもっと大きくできますが、安定して維持できるのはカーネスちゃんひとり分だけです。でも、普通ならこの状態になるまでに数か月くらい訓練する人もいるんですよ？　たった一日で習得するだなんて、たいしたものです」


    「その結界、どれくらいの時間維持できる？」


    「発動時間ですか。試したわけではありませぬが、コツは摑つかんでいるようですから、数時間くらいは軽いと思います。ことによると半日、丸一日でも大丈夫かも」


    「……だとすれば、竜が襲ってきたとしても、カーネスは自分の身を守れるな」


    「しかし、発動にはカーネスちゃんの精神が安定していないとなりませぬ。結界術師に限った話ではありませぬが、動揺している状態では魔術の発動は難しいですし、すでに発動していた魔術も解けてしまいます」


    　それは、昨日のシェリーの縛ばく鎖さ魔術もそうだった。岩石兵カーザ・アスカーを封じた縛鎖魔術はシェリーが自分の意思で解除したわけではなく、ノラの一言によってシェリーが驚いた拍ひよう子しに解けてしまったのだった。


    「竜が現れたときに、カーネスが平静を保てるとは限らない、か。まあしかし、いずれにせよカーネスの成長はいい兆きざしだ」


    　ノラはそう言いながら、内心では別のことを考えていた。


    　これほどまでの指導の手腕を発揮したシェリーは何者だ？


    　結界術師として王都に招かれたという事実は、昨日の尋じん問もんで確実となっている。しかし、結界術の才能があり、大規模な縛鎖魔術を操あやつり、なおかつ後進をここまでの速さで育てられる力量の持ち主を、王宮があっさりと手放したという事実が解げせない。


    　王宮警備隊の上層部は人を見る目がないのだろうか。一瞬そんな考えが過よぎるが、警備隊隊長はあのハロルド・ガーティス。ハロルド自身は魔ま道どう師ではないが、剣士として数多くの魔道師たちを従えて戦闘している。経験豊富なハロルドが魔道師の力量の見極めを誤るとは考えにくい。


    　あるいは、王宮が見切った時点よりも後で、シェリーが急激に成長したのかもしれない。ハロルドの目にはシェリーは見込みなしと映ったが、シェリーはその後に能力を開花させた。この線であれば一応は納得できる。


    　王おう都とから追い出された悔しさを原動力にして、修練に励んだのだろうか。


    　シェリーの明るい態度の裏にあるものを、ノラは推おし量はかることしかできない。


    「何か、カーネスに稽けい古こをつける上で足りないものはないか？　装備とか、魔法薬とか」


    「特にありませぬが、なぜですか？」


    「もし何かあれば、都市ガルズムに到着したら真っ先にそれを仕入れなくてはと思ってな。ないのならいいんだが」


    「ええ、お気き遣づかいありがたい限りですが、問題ありませぬ！　ノラさんは真っ先にそのマッケルガーさんを捜していただきたく！」


    「捜さないでいいのにゃぁ……。もう私は要いらないのにゃぁ……」


    　カーネスが寝言で応じ、聞いたふたりは思わず顔が綻ほころんだ。


    



    　この時点で、三人には知る由よしもない。


    　都市ガルズムはこの日、壊かい滅めつした。
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    　ガルズムは、燃えていた。


    　都市の中央部で唐とう突とつに出火した炎は消し止められることなく、瞬またたく間に燃え広がった。駆けつけた自警団や戦闘ギルドの面々が仕事を果たした形跡はない。役所や教会、治療院などの重要施設が真っ先に焼き尽くされ、炎は四方に走っていく。


    　拳けん闘とう士マッケルガーは、炎の流れに逆らうように奔ほん走そうしていた。消火活動に加わるわけではない。彼が自らに課す任務はふたつ。人命救助と敵の排除だ。


    　マッケルガーが戦士として初めて竜と交戦したのは十六歳のとき。以来、二十年近くにわたって竜と戦い続けている。


    　敵は低位の竜だけではない。中位竜をこれまでに十匹以上殴なぐり倒し、高位竜と激闘の末すえに引き分けた経験もある。都市ガルズムが誇る、実力と経験を兼ね備えた最強の戦士だ。


    　分厚い胸むな板いたと肩幅。身の丈たけは二メートルに届き、褐かつ色しよくの肌と相まって存在感は抜群。四肢の筋肉は異常なほど発達しており、内部に岩石でも埋まっているかのように隆起している。意志の強さを表わしたかのような太い眉まゆと厳いかめしい目つき。腕の先は重厚な装そう甲こうに包まれており、使い込まれてくすんだ色の竜りゆう鋼こうがマッケルガーの拳こぶしを保護し、強化する。


    「ぬぅうるぁああ！」


    　野の太ぶといかけ声とともに力を解き放ち、瓦が礫れきを持ち上げた。自身の数十倍の重さの家屋の残ざん骸がいだったが、マッケルガーの卓たく越えつした筋力と重力操作グラベトリーブをもってすれば動かせないことはない。逞たくましい両腕で、地面から頭上まで一気に上げた。


    　下敷きになっていた老夫婦の姿が露あらわになる。逃げ遅れていた住民だ。マッケルガーの仲間の戦士が老夫婦に声をかけ、瓦が礫れきの下から避難させる。負傷して弱々しい足取りではあったが、何とか這はいずりだした。


    　下に誰も残っていないことを確認し、マッケルガーは瓦礫を落とした。勢いよく地面に激突し、一部は粉ふん砕さいされた。


    「敵は……！　敵はどこだ、こん畜ちく生しよう！」


    　マッケルガーは、すでにこの大規模火災の不自然さに気づいている。火災現場に先行した戦士たちが、何者かによって昏こん倒とうさせられていた。重傷者が多数、一目見て死んでいるとわかる者も少なくなかった。自然発生した火災であれば、こんなことになるはずがない。


    　悪意を持った者が放火しながら街を練り歩いている。そして、駆けつけた戦士たちを攻撃している。


    　可能性のひとつは、武装した犯罪集団。だが、マッケルガーはその線は薄いと考える。歴戦の戦士たちを一いつ蹴しゆうできるほどの武力を備えた集団が突然現れるなど、ほとんどあり得ない。日頃から都市周辺の情報を集めているが、そんな前兆はなかった。


    　となれば、結論は自おのずと出る。


    「どこにいる、竜よ！　竜人よ！　この拳けん闘とう士マッケルガーが相手になってやる！」


    　がなり立てながら、マッケルガーは跳躍した。巨体に似合わぬ軽やかさで地面を離れ、人家の高さを遙はるかに越えて宙を舞う。


    　高所から周辺の様子をくまなく観察する。


    　逃げ遅れていた住民たちは、街を離れる方向に走っていく。事態の収しゆう拾しゆうにきた戦士や自警団たちは人家に放水、あるいは破壊することで火を食い止めている。


    　そんな中、異質な存在が目に留まった。


    　燃え盛る街を進む、少年と少女のふたり組み。この非常事態にあって悠ゆう然ぜんと歩いている。


    　決して道に迷って不安げにしているわけではない。家族を失って呆ぼう然ぜんとしているわけでもない。少年の表情は読めないが、少女は明らかに笑っていた。


    「お前らかっ！」


    　マッケルガーは燃えかけていた人家の屋根に着地。煉れん瓦がを踏みしめ、強く蹴けって方向転換した。屋根は小さく穿うがたれてひびが入ったが、少々の被害を気にしている場合ではない。重要なのは、一刻も早く敵を葬ほうむり去ることだ。


    　途中、三度ほど他ほかの家の屋根を蹴って、加速しながら接近。斜め上空から滑空するように少年と少女に迫る。


    　このとき、マッケルガーは問もん答どう無む用ようの一撃を加えようとしていた。会話を交わすまでもなく、相手が人間に化けた竜、つまり竜人であることは明白だった。装そう甲こうに包まれた拳こぶしを振り上げ、繰り出す体勢を整えていた。ふたり組みの頭部をまとめて撃ち抜く構え。


    　だが、その目もく論ろ見みは果たされなかった。


    　マッケルガーの身体は強い逆風を受けた。髪の毛が逆立ち、目を開けていられないほどの強風。速度が著いちじるしく落ち、マッケルガーはふたり組みの遙はるか手前に着地した。


    「あら、お客さん？」


    　少女がマッケルガーのほうを向いて、優雅に発声した。攻撃されかけたにもかかわらず、危機感は薄い。豪ごう奢しやなドレスを身に纏まとい、頭には鍔つば付きの帽子。全身が真しん紅くの装よそおいで、燃える街を背景にしてもなお色鮮やかな出いで立ちだった。


    　少女の右目は閉じられており、左目だけがマッケルガーを捉とらえている。


    「どっちかと言うと、僕たちのほうがお客さんなんじゃないのかなあ……」


    　少年が少女に答えた。自信なさげに囁ささやくような声。地味な色の長袖そで長ズボンを着ていて、少女とは対照的にごく一般的な住民を装っている。口をほとんど動かさずに話し続ける。


    「ほら、この人はこの街の人みたいだよね……？　僕たちは外から入り込んだわけだから、やっぱり僕たちがお客さんだよ……」


    「細かいことを気にするのねえ。でも問題ないわよ？　どうせこの土地は今夜、街ではなくなるから」


    　少女は微笑を浮かべながら応じた。


    　決して穏やかな笑みではなく、嘲ちよう笑しよう。
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    　滅んでいく街や、なす術すべもない戦士たちに対する憐れん憫びんの笑みだった。


    「余裕ぶっこいてるじゃねえか、竜人のおふたりさんよ」


    　マッケルガーは自分の両拳こぶしをぶつけ合って気合いを入れる。竜りゆう鋼こう製の装そう甲こうが鈍にぶい音を立て、手には慣れ親しんだ適度な痛みと手て応ごたえが残る。


    　士気を高めつつ敵の力量を値踏みする。


    　竜は単独で行動するのが常だが、どうやら相手は雄おすと雌めす。番つがいのようだ。一匹でも脅きよう威いとなる竜が二匹となると困難は増すが、マッケルガーとて番いを一度に相手にした経験もある。十分に対応可能だ。


    　偶然、風が吹いて攻撃できなかったが、マッケルガーの接近に対してふたりはまるで無防備な姿勢だった。防御するまでもないという余裕だったのか、それとも、破壊を楽しんでいたため気配を察知できなかったのか。いずれにせよ、それは付け入るべき大きな隙すきだ。


    　マッケルガーは道から跳び退のき、家の陰に隠れた。もちろん逃走のためではなく、姿を消して死角から攻撃するためだ。闇やみ雲くもな真まっ向こう勝負に打って出ることはない。粗そ野やな言動と筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの巨漢という外見とは裏腹に、マッケルガーは冷静さと賢さも備えた戦士だった。


    　マッケルガーの意図を察しながらも、少女の笑みは揺るがない。


    　少女が右目を閉じたまま、少年に軽く声をかける。


    「シェル、お願いね」


    「面倒くさいなあ……」


    　シェルと呼ばれた少年は頭を搔かいた。少女は仄ほのかに苛いら立だちを込めて少年に指し南なんする。


    「面倒くさくなったのは、シェルのせいでもあるのよ？　さっき、もっと引きつけてから対応していれば、それで済んだじゃない？」


    「うーん、僕、とっさに反応しちゃったんだよね……。悪い癖くせかもなあ……」


    「ま、それはシェルのいいところでもあるんだけど」


    　ふたりの会話をよそに、マッケルガーは足音を消して家屋の隙間を縫ぬうように走る。狙ねらうのは敵の背後。今度は空中からではなく、地上を駆けて接近を図る。上空の風が不安定であろうと、地上からの攻撃ならば影響を受けない。


    　再び道に戻ったマッケルガー。あっさりと敵の背後をとれた。少年と少女はふたり組みにもかかわらず、お互いの死角を消そうという努力をしていない。


    　こうなれば一直線に向かうのみ。猛然と駆ける闘牛のように、巨体は竜人に迫っていく。


    　衝突寸前に、予備動作として拳を振り上げた。この段になっても敵は無反応。マッケルガーが放つのは先制の一撃ではない。初撃にして必殺の拳。


    「拳骨拡張エライトーン！」


    　右拳を繰り出すと同時に魔術を発動。装甲に魔力が通い、一瞬にして膨張した。前腕と拳が縦横に伸びていき、マッケルガー自身の上半身にも匹ひつ敵てきする巨大な鉄てつ槌ついとなる。


    　叫び声が聞こえたところで、この距離では反応は不可能。


    　の、はずだった。


    「はあ……」


    　少年は溜ため息いきとともに振り返った。


    　ただ、それだけ。


    　防御のために腕を掲かかげたわけでも、迎げい撃げきのために竜形態に変化したわけでもない。ただの溜息がひとつだった。


    「なぁっ────！」


    　マッケルガーの攻撃はまたしても不発に終わった。唐とう突とつに強風が吹き、マッケルガーの身体からだが押し戻されたのだ。勢いに乗っていた巨体を押し返すほどの風圧。自分の身体が浮かされ運ばれるのを、マッケルガーは驚きよう愕がくの表情で受け入れるしかない。十メートル以上離れたところに着地した。


    　少年と少女は、風を受けた様子はない。姿勢を一いつ切さい崩さずに佇たたずんでいるだけだ。


    　事ここに至って、マッケルガーは現象を理解した。強風は偶然吹いたわけではない。このふたりが防御のために風を起こしていたのだ。無防備のように見せていたが、すでに風で身を守っていたのだ。


    「ふ、風竜というわけだな……！」


    　風を操あやつる中位竜。竜の属性は無数にあるため、歴戦のマッケルガーでさえ初遭そう遇ぐうとなる種族だ。厄やつ介かいな相手であることは間違いないが、対処法が皆かい無むなわけではない。伝え聞いていた知識を思い返し、今ここでとるべき策を検討する。


    「風竜!?　あはははっ！　風竜ですってよ、シェル!?　どう思う!?」


    　少女は哄こう笑しようして少年に尋たずねた。片手で自分の口を、逆の手で腹を押さえており、本当に笑いが堪こらえきれないという風ふ情ぜいだった。


    　少年はつまらなさそうに応じる。


    「別にどう思うも何も、ほとんどあってるんだから、笑うことないと思うけどなあ……。この人が可哀かわい想そうだよ……」


    「シェルは本当に寛容よねえ。私だったら、私のことを火竜と呼ぶような奴やつがいたら絶対に殺すわ。まあ、正しく呼んだところで殺すから、結局同じことなんだけど、気分的に念入りに殺すわ」


    「…………」


    　マッケルガーは黙った。敵は火竜と風竜の番つがいで、火竜が起こした火を風竜が広めることで大規模火災に至ったという見立てだったが、どうやら違ったらしい。迂う闊かつなことを口走って余計な刺激を与えると危険だ。


    「賢明な戦士さんだこと」


    　少女はマッケルガーの意図を読んで、表面上は褒ほめた。


    　だが、間まを置かずに絶望的な言葉を吐く。


    「残念なことに、賢明なだけでは勝てない。あなたがどれだけ思慮深くあろうとも、格の差は歴然と存在する。中位以下の竜であればともかく、高位竜には絶対に勝てない」


    「高位……竜……!?」


    　マッケルガーは愕がく然ぜんとし、戦せん慄りつに身震いする。


    　長い戦士生活の中で、高位竜にはただ一度だけ遭そう遇ぐうしたことがある。地ち殻かく竜グルヴァーダとの戦闘。半日以上にも及んだ戦いで、マッケルガーはグルヴァーダの攻撃を回避し続けながら無数の拳こぶしを浴びせたが、ほとんど効きいた様子がなかった。細かい打撃を一箇所に集中させ、ようやく動きが鈍にぶってきたかというところでグルヴァーダの尾を食らい、結局は両者重傷で引き分けたのだった。


    　マッケルガーが竜に対して勝利できなかったのは、その一戦だけだ。


    　今、グルヴァーダと同格の高位竜が、目の前に二匹。


    「私は劫ごう火か竜ウォーフィア。こっちの彼は陰いん風ぷう竜シェルグーヴ。もう火竜や風竜なんかと間違っちゃダメよ？」


    「大人げないよ、ウォーフィア……。僕は別に気にしてないんだから……」


    「あらそう？　シェルは本当に優しいのね。でも、戦いにその優しさは不要よ？」


    「それはわかってる……。また面倒なことになったら嫌だし……」


    　少年のシェルグーヴが一歩進み出て、少女のウォーフィアの前に立つ。


    「戦士さん……。僕は別に戦士さんに恨うらみはないんだけど、面倒は嫌いだから、ここでおとなしくなってもらうね……？」


    「お前ら、高位竜だからっていい気になってん」


    　マッケルガーは叫んで飛びかかろうとしたが、言葉は途中で遮さえぎられた。シェルグーヴが片手を伸ばしただけで暴風が起き、マッケルガーを襲ったのだ。


    　マッケルガーは両手で頭を庇かばい、両足に力を込めて踏みとどまる。重力操作グラベトリーブで自らの重みを増して何とか耐えた。とても近づくことなどできない。


    「ぐぅ……！」


    　風が弱まったところで、辛かろうじて目を開ける。


    　そこにはウォーフィアしかしなかった。


    　シェルグーヴが姿を消していた。


    　強い衝撃が、マッケルガーの腹筋を抉えぐった。


    　懐ふところに入り込んだシェルグーヴが、がら空あきになっていたマッケルガーの腹に手しゆ刀とうをめり込ませたのだ。


    「がはっ……！」


    　痛みとともに胃液を吐きながらも、マッケルガーは状況を認識。敵は足あし下もとにいる。近すぎて見えない位置だが、気配で捕ほ捉そく。拳骨拡張エライトーンを行おこない、拳こぶしを垂直に撃ち下ろす。


    「この俺が負けるかああああ！」


    　渾こん身しんの一撃はしかし、届くことはない。


    「はあ……」


    　シェルグーヴは再び溜ため息いきをついた。


    　至近距離で巻き起こる強風。もはやマッケルガーが耐えられる限度を超えていた。巨体は紙かみ屑くずのように吹き飛ばされた。尻しりもちをつき、顔を地面に打ちつけ、遙はるか彼方かなたへと転がっていく。


    「お!?　お、おおおおお!?」


    　受け身をとる余裕などない。轟ごう音おんを立てて道の突き当たり、燃えていた酒場に突っ込んだ。全身を焼かれ、身み悶もだえするマッケルガー。衝撃で天井が崩れ、なす術すべもなく下敷きとなった。


    「あんな感じでいいかな、ウォーフィア……？」


    「ええ。シェルはもっと自信を持っていいわよ？　あなたの強風に逆らって近づける者なんて、そうはいないんだから」


    　ウォーフィアは相棒の仕事ぶりを褒ほめ称たたえて、告げる。


    「さあ、さっさと焼いちゃいましょう。この街の、残った切れ端を」


    　あたりから聞こえるのは、炎と風の音と、家屋が焼け落ちる破は砕さい音のみ。


    　二匹の高位竜は一夜にして都市ガルズムを滅ぼした。名高い拳けん闘とう士マッケルガーを易やす々やすと一いつ蹴しゆうし、その後に現れた戦士たちをも全員無傷のまま退しりぞけ、街並みを蹂じゆう躙りんしたのだった。

  



  
     第五章　反逆者の嘘と過去


    



    　旅程五日目の昼。ノラたちの馬車は順調に進んでいた。


    　南回りの街道が森を抜けたところで、都市ガルズムの様子が遠くに見えてきた。拳けん闘とう士マッケルガーが守る街。戦士の実力が高いだけでなく、武器錬れん成せいの技術も一級品だ。当然、その守りは固い。竜を退しりぞける防御力を基盤として、人々は安心して産業を発展させてきた。大陸上にある都市の中でも、理想的なもののひとつのはずだった。


    　はず、だったのに。


    　ノラは呆あつ気けにとられた。


    「何があったんだ……」


    　遠目からでも歴然としている。都市ガルズムは破壊されていた。


    　ノラはその場で馬車を減速させた。シェリーに召しよう喚かんされたユニコーンたちを操あやつり、足を止めさせる。


    　馬車が止まるや否いなや、ノラは御ぎよ者しや席を離れて車両の扉とびらを開けた。


    「ど、どうなさったのですか、ノラさん!?　顔色がもの凄すごく悪いですよ!?」


    「ノラ、怖いにゃぁ……」


    　シェリーとカーネスが座席から腰を浮かし、ノラの表情を見てそれぞれに反応を返す。


    「お疲れですか!?　でしたら無理をなさらず横になっていただきたく！　急ぎの旅ですが、体調を崩しては完走すらままなりませぬ！」


    「いや……、シェリー、その必要はない。それよりも」


    　ノラは前方を指さし、ガルズムの惨さん状じようにふたりの目を向けさせた。


    　街は焼けた後のようで、建物は軒並み黒焦げになっていた。すでに鎮ちん火かはされたようだが、煙はまだ漂ただよっているのか、空気が淀よどんでいる。


    「ま、街が……？　ど、どうなっているのですか？」


    「壊かい滅めつしているように見える」


    「…………」


    　ノラが端的に事実を告げ、シェリーとカーネスは唾つばを飲んだ。


    「おそらく、竜に襲われたんだ」


    「し、しかし！　拳闘士マッケルガーさんがいるという話だったのでは！」


    「敗北したのだろう。マッケルガーの力を上回る強大な竜が現れたか、私の父や母が敗北したときのように、数多くの竜が一いつ斉せいに襲ってきたか」


    「強大な竜って……、もしかして、ウォーフィアにゃ？」


    　カーネスが話の先を読んだ。ノラは小さく頷うなずく。


    　この時、この場所で、偶然に別の竜が現れたということも考えられなくはないが、マッケルガーでさえ抑えきれない竜となると、間違いなく高位竜。ウォーフィアと考えるのが自然だ。


    「その可能性は高い。私たちの進路の街を焼き払うことで、士気を挫くじき、補給を断つ……！　そのために、こんなことを……！」


    　唇を嚙かみしめた。


    　街が焦しよう土どと化したその光景は、二年前のノラの経験と重なる。


    　ノラの父グレー・グライドと母サラ・グライドは、ウォーフィアに命を奪われた。


    　今、マッケルガーは存命だろうか。


    　この街の住民は、何人が生き残り、何人が死んだのだろうか。


    「……やっぱり、私のせいにゃ」


    　カーネスが呟つぶやいた。


    「おとなしく捕まっていればよかったのにゃ。そしたら、この街は平和でいられたのににゃ……」


    「馬ば鹿かを言うなっ！」


    　ノラの鋭い叫び。カーネスの言葉を吹き飛ばさんばかりの気迫。カーネスはびくついてノラを見上げる。


    「カーネスは私のことを怖がるかもしれないが、これだけは言っておく！　悪いのは竜だ！　そこを履はき違えることだけは絶対にするな！　お前が少しでも『自分を犠ぎ牲せいにして丸く収めよう』などと考えていたら、竜はそこに付け込む！」


    「でも、それでたくさんの人が死ななくて済むなら、そのほうがいいにゃ……」


    「その結果、王おう都とでもっと大勢の人間が死ぬぞ？」


    　ノラはカーネスに凄すごむ。


    「ウォーフィアの言葉を信じるならば、あいつは竜りゆう王おう復活を企たくらんでいる。竜王の力はおとぎ話でしか知らんが、まず間違いなく高位竜を遙はるかに上回る力を備えているはずだ。お前は竜王が王都を踏みにじるのを、見ていて耐えられるか？」


    「……無理だにゃ」


    　カーネスは惨さん状じようを思い描き、短く答えた。


    　そのまま黙って俯うつむき、やがて決意を固める。


    「ウォーフィアを……」


    「ん？」


    「ウォーフィアを！　やっつけるのにゃ！　もう二度とこんなことをさせないようにするにゃ！」


    　それは、結けつ界かい術の稽けい古こを始める際にも表明した、カーネスの意志。


    　切実な響きを持って、叫びはノラとシェリーにぶつかる。


    「結けつ界かい術にゃ！　この前と同じように、結界術でウォーフィアを吹っ飛ばしてやるにゃ！　絶対にゃ！　絶対に絶対に絶対に逃げたり諦あきらめたりしないにゃ！」


    「……それだよ、カーネス」


    　ノラはカーネスの手をとった。目を合わせながらしっかりと握り、体温を伝えあう。


    「私も同じ思いだ。私は竜から逃げたりしない。諦めることなどもってのほかだ。そんなことをして生き延びるよりは、戦って死ぬことを選ぶ。父さんや母さんと同じようにな」


    「ノラさん、そんなことを仰おつしゃっては……」


    「わかってるよ、シェリー。私はもちろん、戦って死ぬよりも戦って生きることを選ぶ。私が死ぬとアイが可哀かわい想そうだしな。そのために剣術を鍛きたえているし、カーネスは結界術を身につける。そうだろ？」


    「にゃ！」


    　カーネスは大きく頷うなずく。


    　それを見て、ノラはより深くカーネスの手を握る。


    「ならば、カーネスは私の仲間だ」


    　もはや単なる護衛対象ではない。ウォーフィアに対する餌えさでもない。当然、お荷物でもない。同じ志こころざしを持った仲間として、ノラはカーネスを認めたのだ。


    「仲間……。仲間にゃ！　ノラは仲間にゃ！」


    　これまでノラのことを恐れていたカーネスが、ノラに対して満面の笑みを向ける。握った手を嬉うれしそうに揺らし、鼻歌を歌う。


    「しかしノラさん……、逃げない諦めないということは、ここでウォーフィアと対決するという運びになりますか？」


    　シェリーは心配そうにノラに尋たずねた。


    　状況から察するに、ウォーフィアがカーネスを略取するために、この近辺で待ち構えている可能性は極めて高い。後悔しても仕方のないことだが、ノラは分かれ道の二択の読みあいで敗北を喫きつしたことを自覚する。フレイクとアイのふたりが安全となったことを喜びつつも、任務達成の面では大きな支障だ。


    「正直に申しますと、私は不安です。もちろん、反対はいたしませぬが、カーネスちゃんの結界術はまだまだ未完成で、発動が不安定です。私も、王おう都との結界術師さんたちのような立派な結界は作れませぬし。低位竜であればともかく、高位竜が相手ですとノラさんのお役に立てるかどうか、心もとありませぬ」


    「完かん璧ぺきな結界術など求めていない」


    　ノラは凛り々りしい笑顔を作る。


    「あくまで、戦うのは私だ。シェリーとカーネスは結界術で、私を補佐してくれればいい。それに、シェリーには戦闘への貢こう献けんよりも、自分の身の安全を優先してほしい。私が万一、死んだり、あるいは行動不能になるような傷を負った場合、シェリーがカーネスを王おう都とまで連れていってくれ」


    「ノラ、さん……」


    　まるで遺ゆい言ごんのような言葉。カーネスはノラの手を離して、心配そうに見つめるが、ノラはカーネスの頭を撫なでる。


    「何。あくまで万一の話だ。万に九千九百九十九は、ウォーフィアを倒す」


    　力強く宣言し、ノラは廃はい墟きよとなったガルズムを見み据すえる。


    



    　三人は馬車でガルズムに入ることにした。


    　街を避けて通ったところで、待ち構えていられた場合はウォーフィアとの戦闘は避けられない。ならば、手がかりを得るために街の状況を見ておくべきだという結論に至った。


    　ただし、カーネスには「目を閉じているように」と言い含めておいた。カーネスはその意図を摑つかめなかったようで首を傾かしげたが、ノラとシェリーが強く言うと素直に従った。


    　街に入ると、ほとんどの建物が炭化していた。見渡す限りが瓦が礫れき。辛かろうじて構造が残っている建物も真っ黒に焦げている。木造建築だけでなく、煉れん瓦がすら灰にする劫ごう火か。やはり、実行犯はウォーフィア以外に考えられない。


    　人ひと気けはまったくない。全員が避難して誰も戻ってきていないようだ。避難した住民とノラたちはすれ違っていないので、王都の方向に逃げたのだろうか。あるいは、考えたくないことだが、大勢がこの街で焼死したのか。目に見える範囲には住民の遺体はないが、瓦礫の下にはおそらく何人もの遺体がある。


    　カーネスに目を閉じさせたのはこのためだった。戦う覚悟を宣言したとはいえ、精神は幼い。死体を見ることで再び傷ついてしまってはいけない。


    　ユニコーンを歩くような速度で進ませる。ノラは御ぎよ者しや席から左右をくまなく見渡した。もしも生存者が残っているようなら救助しなくてはならないし、物陰にウォーフィアが潜ひそんでいる可能性だって十分にある。緊張して視線を走らせていた。


    　通りの突き当たりに、酒場らしき建物があった。


    　他ほかの建物と同じように崩壊しているが、辛うじて焼け残っている看板と、転がっている[image: ]たるを見て、おそらくは酒場だろうと判じられた。酒に引火したせいか、燃え方が他の建物に比べて酷ひどい。


    　強い酒の匂においに、ノラは顔をしかめた。ユニコーンたちも匂いを嫌がったか、低く嘶いななき身を震わせる。ノラは一瞬、ユニコーンに気をとられかけた。


    　だが、酒場の瓦礫から物音が聞こえ、ノラは警戒心を強めた。


    　目を凝こらして観察する。


    　気のせいではなく、確かに何かが動いている。ユニコーンたちが足を止めたのも、この気配を察してのことだった。瓦が礫れきが小さく動き、破片が転がり落ちた。


    　生存者か。それとも敵か。


    　ノラは御ぎよ者しや席から飛び降りて身構えたが、長剣の柄つかに手をかけたまま、鞘さやからは抜かない。


    「そこにいるのは誰だ！」


    　威圧するように声を張り上げるノラ。車内のシェリーとカーネスも反応し、窓に貼はり付いて酒場の様子を窺うかがった。


    「ぐ……、ぬうぅぅん……」


    　瓦礫の下から野の太ぶとい男の声がした。力を溜ためているかのような低い唸うなり声。ノラは攻撃の前兆かと思い、柄を強く握った。瓦礫を飛ばして攻撃してきたとしても、刀身拡張エライトーンで弾はじき返してみせる。その心構えで、目を切らさずに瓦礫と対たい峙じする。


    「ぬぬぬぬ……。こ、この程度の重さに……」


    　男が苦しげに呻うめく。ノラの懸け念ねんは外れた。瓦礫はさらに動いたが、ノラたちめがけて飛んでくるのではなく、ゆっくりと真上に持ち上がっていった。下から支えているのは太い腕。装そう甲こうに包まれた男の腕だった。


    「この俺が負けるかああああ！」


    　一いつ気き呵か成せいに押し上げられた。立ち上がったのは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男。自分を下敷きにしていた瓦礫をはねのけて、自由を取り戻した。身体じゅう傷だらけで、顔は煤すすに汚れている。


    「ふう」


    　男は疲れた表情でその場に座り込んだ。街の様子を見て、空を見上げる。


    「もう、昼なのか……」


    「御ご仁じん、もしや拳けん闘とう士マッケルガーか？」


    　ノラが声をかけた。男の外見的特徴は、マッケルガーの[image: ]うわさとして聞いていたものと一致していた。すでに手は剣の柄から離している。


    「あ、ああ……」


    　マッケルガーは虚うつろな声で返答した。視線はノラではなく、虚こ空くうを見ている。ノラの背後の、街の惨さん状じようを眺めている。


    　ノラはマッケルガーの気持ちを推おし量はかる。自分が守ってきた街が壊かい滅めつしては、呆ぼう然ぜんとなるのも仕方がない。全すべてを失ってしまった戦士の哀しみや無力感は、同じ戦士として察するに余りある。


    　だが、だからこそ、ノラは気き遣づかいを見せずに尋たずねる。戦士は自分の足で立たなくてはならない。


    「この街にいったい何が起きた？　私は旅の者で、急ぎの旅だが、手伝えることがあれば手を貸したい」


    「お前、剣士か？」


    　マッケルガーはノラの腰の鞘さやを見て確認する。


    「ああ。都市コーグスを守る剣士、ノラ・グライドという。理由あって王おう都とに向かっている途中だ」


    「ノラ・グライド……。グレー・グライドの娘か。[image: ]うわさには聞いている。お前が一日早くこの街に着いていてくれれば、こんなことにはならなかったかもしれないな……」


    　マッケルガーは自じ嘲ちよう気味に話す。


    　実際には、竜が街を襲ったのは、ノラたちより先回りして道を阻はばむためだ。その事情を知らないマッケルガーは、竜の襲撃とノラの来訪を無関係な別の出来事として認識している。


    「この街は昨晩、高位竜に襲われた。それも、二匹だ」


    「ど、どんな竜だった!?」


    「劫ごう火か竜と陰いん風ぷう竜と言ったかな。劫火竜は雌めすで、陰風竜は雄おすだ。名前も名乗っていたが忘れた。俺は竜人形態の二匹と交戦して敗れて……、それからずっと気を失っていたらしい。今になってやっと目覚めたわけだ。情けないことに」


    「やはりウォーフィアか……」


    　わかりきっていたことを改めて確認した。


    　マッケルガーはノラの相あい槌づちを聞いて、反応した。


    「そうか、劫火竜ウォーフィア。今思い出したが、あちこちの町や村を壊かい滅めつさせている、好戦的なあの竜か。確か、ノラ・グライド、お前のところにも二年前……」


    「父と母はそれで亡くなったよ」


    　ノラは内で煮える感情を極力抑えて答えた。自分でも素そっ気けない対応になってしまったという自覚はある。マッケルガーに対して恨うらみも何もないのだが、この話題を朗ほがらかに語ることはできなかった。


    「すまん、悪いことを聞いた」


    「いや、私にとっては敵かたき討ちの機会でもある。マッケルガー、あなたからは昨日の様子を聞きたいのだが、身体からだには障さわらないか？」


    　マッケルガーはそう言われて手で自分の身体を探るが、引っ掛かりを覚えたようで、すぐに手を止めた。


    「……骨が何箇所か折れてるな。ちょっと痛むが、まあ話す分には問題ない。俺もあんたに協力したい」


    「あ、あのっ！　ちょっとよろしいでしょうか！」


    　いつの間にかシェリーが馬車を降りて、ノラの後ろから語りかけた。


    「もしご迷惑でなければ、不ふ肖しようこの私、シェリー・モットレイが治ち癒ゆ魔術を行おこないたく思うのですが！　いかがでしょうか！」


    「シェリーは治癒魔術も使えたのか」


    「専門外ですから、本当に初歩的なものだけなのですが、骨の再生程度であれば何とか！」


    「……頼めるか、お嬢ちゃん」


    　マッケルガーは負傷箇所を指し示す。シェリーは早速マッケルガーに近づき、腹部に手のひらをかざした。魔力が放出されて輝き、肋ろつ骨こつを修復し始めた。


    「シェリーという名なのか」


    「はい！　シェリー・モットレイと申します！」


    「思い違いか？　俺はノラ・グライドは妹のアイ・グライドとふたりで戦っていると聞いていたが……」


    「今は、妹は理由あって別行動だ」


    



    　　　　＊


    



    　旅程五日目の昼。アイとフレイクの馬車は順調に進んでいた。昨日と同様、御ぎよ者しや席に詰めて座り、フレイクの隣でアイが手た綱づなを握る。


    「…………」


    「…………」


    　お互い、口数は少ない。


    　昨夜のアイの行動に、フレイクが言及を避けているせいもあったが、最大の理由は別にあった。


    　森の中で変わり映ばえのしない景色。敵が襲ってこないのは、当然ふたりにとっていいことではある。


    　しかし、アイは気き遣づかう。


    「ウォーフィアの目を、ちゃんと撒まけたかな？　私たち」


    　目撃証言を消して位置を隠すための別行動だったが、本音を言えば、アイは自分たちが囮おとりとして機能すればいいと思っていた。姉のノラとカーネスを守るつもりで別行動を提案したのだった。


    　属性的に不利とはいえ、フレイクが竜形態に変化すればウォーフィアへの有力な対抗戦力となる。アイが援護すれば勝算は低くない。


    　決して好戦的な性格ではないが、いざというときは矢や面おもてに進んで立つ。それがアイ・グライドの性格であり、流儀だった。


    　だが、ウォーフィアはアイの前に現れない。


    　楽観的に推測すれば、グライズはウォーフィアを撒くことに成功した。


    　悲観的に推測すれば、ウォーフィアはカーネスの位置を正確に追つい尾びしている。


    　どちらに転んだかは、アイにはわかるはずもない。それどころか、それぞれ確率がどの程度のものかを推おし量はかることすらできない。


    「ウォーフィアの目、か……」


    　フレイクはアイの言葉を繰り返した。


    「どう思う、フレイクさん？　私たちよりも、フレイクさんのほうがウォーフィアの思考とか行動は読みやすいんじゃない？」


    「俺は竜として誰かを追い回したり、人を捜したりしたことはないから、何とも言えないんだが、ウォーフィアの目の話ならばひとつ言えることがある」


    「聞きましょう」


    「あいつは今、左目しか使えない」


    　フレイクの言葉に、アイは一瞬、意表を突かれたが、すぐに心当たりを思い出す。


    「……お姉ちゃんが、ウォーフィアの右目を刺したから？」


    　三日前の戦闘での、ノラの誇るべき戦果。鱗うろこを身に纏まとい絶対の防御力を誇る高位竜も、瞼まぶたと眼球は例外だった。


    「そっか、竜の再生能力って眼球には効きかなかったんだっけ……」


    「ああ。俺自身はもちろんそんな経験はないけど、戦いで隻せき眼がんになった竜には何度か会ったことがある。眼球とか視神経の構造は、骨や筋肉よりも複雑で、そう簡単には治せないらしい。アイだって、治ち癒ゆ魔術で目や脳を治すのは難しいだろ？」


    「……確かに」


    「ウォーフィアが片目を失ったところで、カーネス捜しにはそんなに影響はしないと思うが、戦闘には大きな支障になるはずだ」


    　右目が死角になった竜に対しては、その方向に回り込んで攻撃すればいい。ウォーフィアにとっては見えない攻撃となり、対応が鈍にぶる。


    「だから、アイがそんなに心配する必要はないんじゃないかと思う。もしもウォーフィアの追つい尾びを撒まけてなくて、戦闘にもつれ込んだとしても、勝しよう機きは十分にある。俺たちふたりも、ノラたち三人もな」


    「やっぱり頼もしいね、フレイクさん」


    　アイは昨夜と同じ言葉でフレイクを褒ほめた。フレイクは指先で頰ほおを搔かく。


    「そ、そんなに俺を持ち上げるなよ……。正直、居心地が悪い。褒められるのには慣れてないんだ」


    「お姉ちゃんはフレイクさんに厳しいもんねー。あれ？　フレイクさんって、もしかして褒められるよりも叱しかられるのが好き？」


    「そんなつもりもないんだが……」


    　フレイクは首を傾かしげるが、思い当たるところがないわけでもない。フレイクの性格について、アイも、フレイク自身も不安を覚えた。


    「じゃ、じゃあ、ちょっと叱しかってみたほうがいいかな？　フレイクさんの言葉の揚あげ足をとってみよーっと」


    　アイは冗談めかして言った後で、真ま面じ目めに考え始めた。


    　フレイクはアイの横顔に厳しい視線を向ける。


    「叱るのはいいが、当てずっぽうな叱り方はやめろよ？　一応、ノラだって口の悪さの度が過ぎるだけで、基本的には正しいことを言ってるわけだし」


    「……ねえ、フレイクさん。ちょっと思いついたんだけど」


    　アイは前を見み据すえたままで告げた。口調からは冗談の色が消えていた。


    「ん？　どうした？」


    「ウォーフィアの立場になって考えてみたの。右目が傷ついた状態で戦わなきゃいけないとしたときに、どうしたらいいのかって」


    「左目だけで頑張るしかないんじゃないか？」


    「それはもちろん正解だけど、他ほかの正解もあるよね？」


    　アイは右手を手た綱づなから離した。その手を自分の顔の横で動かす。親指を下顎あご、他の指を上顎に見立てた動き。


    「自分の死角を、他の竜に補ってもらうっていうのはどう？」


    



    　　　　＊


    



    　マッケルガーの話を聞いて、ノラは驚きを隠せなかった。


    　ウォーフィアが他の高位竜を味方につけた時点ですでに、ノラにとって大きな問題だったが、その高位竜の強さがさらに問題だ。


    　陰いん風ぷう竜。


    　ウォーフィアの炎を街に広げるという能力も恐ろしいが、竜人形態のまま、たった一匹でマッケルガーに完勝したという事実が凄すさまじい。ウォーフィアが技を繰り出すまでもなく、マッケルガーは陰風竜の単純な風圧の前に破れたのだった。


    「重力操作グラベトリーブで踏みとどまれるような、生なま易やさしい風じゃなかった。奴やつと遭そう遇ぐうするようなことがあれば、風は全すべて避けなきゃならん」


    「強風が出る前兆を察知して、横に回避するしかないか……」


    　ノラはまだ見ぬ敵との戦闘を思い描く。どう行動すべきかは理を尽くせば結論が出るが、それを実行に移せるかどうか。移すだけの余裕を相手が与えてくれるかどうか。


    　さらに、陰風竜が竜形態となったときに、果たしてどんな事態になるか。劫ごう火か竜と連携すると、どのような破壊力が生み出されるか。戦闘経験豊富なノラも、こればかりは想像するしかない。


    「だが、奴やつらの狙ねらいはカーネスの生け捕りのはず。カーネスに当たる恐れのあるところでは、強風は出してこないだろう」


    「カーネスちゃんを竜の近くに晒さらすのは、心情的には抵抗がありますが、そういう計算が必要になる場面もあるのでしょうね」


    　シェリーは治ち癒ゆ魔術の発動を続けながら、神妙な口調で言った。マッケルガーの全身の傷は半分程度が癒いえている。残った箇所に手の位置を移していく。


    　カーネスは依い然ぜん車内に留とどまっている。目を閉じていろという言いつけを健けな気げに守り、姿勢よく座ったままだ。会話を慎つつしむようにという、両親からの戒いましめを一か月以上にわたって守り続けていることからも、カーネスの素直さ、従じゆう順じゆんさを推おし量はかれる。


    　馬車を見ながら、ノラは高位竜との戦闘のための着想を練る。竜は、戦闘相手となるノラよりも、カーネスのほうに注意を払うはずだ。これまで戦ってきた竜たちもそうだったが、視線はカーネスに向かう傾向がある。


    　カーネスのほうに視線を誘導しておいて、ノラ自身は別の方向から斬きりかかる。それも、鱗うろこに守られていない弱い箇所を刃やいばで狙ねらう。マッケルガーが近づくことすらできなかったという陰いん風ぷう竜相手に、この方法ならば近づけるかもしれない。


    　そこまで思いを巡めぐらしたところで、異変が生じた。


    「……ノラさん、ノラさん」


    　シェリーがノラに呼びかけた。マッケルガーへの治癒魔術を中断し、手振りでノラの注意を引いた。ノラは振り返って尋たずねる。


    「どうした、シェリー？」


    「あれをご覧いただけますか？」


    　シェリーは、少し離れたところにある建物の残ざん骸がいを指した。


    　焼き尽くされて灰になった家屋が並ぶ中に、一軒だけ。


    　一点だけ。


    　火がついていた。


    　先ほどまでは、この周辺に火の手はなかった。全すべての炎は燃え尽きたはずだった。しかし、今は確かに燃えている。人間が足で踏み消せそうな小さな火が、ノラの気づかぬ間に発生していた。


    「ウォーフィアか！」


    　小さな火だからといって、決してノラは軽く見ない。断じて自然発生の火ではない。これはおそらく前兆だ。ウォーフィアが火遊びをしながら近づいてきている。


    　ノラは長剣を抜いて構えた。傷の状態が万全ではないマッケルガーも、痛みを堪こらえて立ち上がり、ウォーフィアの出現に備える。


    　にわかに緊迫感を帯びた空気。ノラは感覚を研とぎ澄ませる。周囲の音、匂におい、動きに気を配り、全神経を費やす。


    　気配を察し、ノラは跳躍した。


    　高々と、しかし真上ではなく後方への跳躍。背後にあった馬車を遙はるか越え、空中で回転しながら、ノラは剣を振り下ろす。


    「刀身拡張エライトーン！」


    　風が唸うなる一撃。馬車の背後から近づいていた敵に、真上から浴びせる斬ざん撃げき。瞬時に膨張した大剣はしかし、敵の片腕に防がれた。


    　火花と同時に衝撃音が響く。


    　威力を殺しきれず、お互い後方に飛ばされた。ノラは馬車に背中から激突したが、体勢を崩さずに着地。剣の質量を戻して構え直した。


    「ちょっと小細工を弄ろうしてみたんだけど、やっぱり通じなかったわ。さすがねえ、あなた」


    　敵は軽く手を振りながら笑う。


    　優雅な笑みを湛たたえるのは、真しん紅くのドレスに身を包んだ少女。


    　右目を閉じており、左目だけでノラを見る。


    　竜人形態の劫ごう火か竜ウォーフィア。


    　小さな火を適当な場所に投げてノラたちの気を引いておいて、自らはその逆方向から近づいてカーネスの拉ら致ちを試みていた。視線を誘導しておいて死角から接近するという、ノラがいましがたまで考えていたことをそのまま実行しようとしていたのだ。


    　ウォーフィアの見み下くだすような視線を、ノラは正面から受け止める。


    「貴様の気配は、そんな小細工で隠せるものではない」


    「お褒ほめのお言葉、ありがたく頂ちよう戴だいするわ。私の機嫌は悪くない」


    「褒めたつもりはまったくないがな」


    「そうなの？　強くて美しくて気高いウォーフィア様の気配は、とてもとても隠すことなどできませんと、そういうことじゃなかったの？」


    「貴様ら下げ衆すな竜どもの臭においは、どこから近づいてきても不快でな。反射的に剣を繰り出してしまっただけだ」


    「ふうん」


    　ウォーフィアは鼻で笑った。


    　まだ攻撃を仕掛けてこないと見て、ノラは会話を続ける。


    「それにしても、私たちのことを正確に追つい尾びしていたんだな。北か南かの二択で、貴様の裏をかいたつもりだったんだが」


    「ご苦労様。あなたも小こ賢ざかしいことをしていたのね。気が合うわ」


    「親しげに話しかけるんじゃない、下衆が」


    「まあ、つれないわね。あなたたちにこの絶望的な光景を見せるために、昨日は本当によく働いたんだから」


    「働いた、だと……？」


    　横からマッケルガーが会話に入ってきた。目には憤ふん怒ぬの炎が宿る。自分の街を焼却した怨おん敵てきを、視線だけで殺さんばかりの表情。


    「劫ごう火か竜……。お前らの言う働きとは、こんなことなのか！　人々の生活の場を奪う、こんな所しよ業ぎようを働きだというのか！」


    「竜の生活の場が広がる、立派な働きよ？　私って結構勤勉だから、昨日は都市をふたつも滅ぼしちゃった」


    　マッケルガーの魂たましいからの叫びも、軽く受け流すウォーフィア。


    　ノラは、その言葉に反応した。


    「ふたつ？」


    「ええ。ふたつ」


    　ウォーフィアは指を二本立てた。本物の人間と比べても遜そん色しよくのない、滑らかな動き。その指の形のまま、手を動かす。


    「ここ、ガルズムと」


    　地を指した後で、その指先を今度は北に向ける。


    「山を挟はさんで向こうの、ナリスタンをね」


    「なっ……!?」


    「驚くところ？　竜の飛行速度なら、山を越えて一晩で渡れる距離よ？　地面を這はいつくばるだけの人類と一緒にしないでくれる？」
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    　アイとフレイクは、馬車を降りて立ち尽くした。


    　目の前に広がるのは破滅の光景。都市ナリスタンはほぼ全すべての建造物が焼け落ち、人々は悲嘆に暮れていた。火の海となった直後の街。火はすでに消えているが、住民の誰も彼もが表情が暗い。座り込む者。行方不明の家族を捜して奔ほん走そうする者。瓦が礫れきを台車で運ぶ者も、足取りが重い。


    　ふたりは、この街で何が起きたのかを察した。


    　察したふたりは、弓きゆう術じゆつ士ハナティアや、その仲間の戦士たちの安あん否ぴを聞いて回った。


    　竜が街を襲ったこの事態、戦士たちは例外なく抗戦に力を尽くしたはずだ。遠距離攻撃を得意とするハナティアは、敵から数百メートル離れた地点から矢を放つ。この惨さん状じようを見る限り、ハナティアは竜の前に完敗したように見受けられるが、戦闘の性質上、無傷で逃のがれた可能性は高い。事情を聞けるだろう、とアイは踏んだ。


    　混乱の中ではあったが、一時間ほどでハナティアのところにたどり着けた。


    「僕は無力でした……」


    　ハナティアもまた失意の中、肩を落として座り込んでいた。背丈の高い痩そう身しんの男だが、今は小さく見える。自身が率いるギルドの事務所も焼けており、屋根を失った建物の中でふたりの来訪に応じた。


    「竜人に一いつ矢し報むくいることもできず、この様ざまです」


    　ハナティアの右腕、手首から肘ひじにかけては包帯が巻かれていた。治ち癒ゆ魔術による処置は終わっているが、まだ動きに不自由がある。


    「竜人に接近を許したのですか？　たとえ相手が高位竜だったとしても、あなたほどの腕利ききの弓きゆう術じゆつ士がそんなことになるなんて、信じられません……」


    　アイは率直に感想を述べた。弓術士は接近戦が不ふ得え手てなため、必ず前ぜん衛えいに戦士を並べた状態で戦いに臨む。前線が瓦が解かいした場合は、自ら場所を移動して敵との最適な距離を保つ。ハナティアもその種の技術には長たけているはずだった。


    「接近されたわけではありません。奴やつは、奴らは……」


    　ハナティアの声が震える。左手で前髪を搔かきむしり、昨夜の出来事を語る。


    「奴らは、僕が放った矢を投げ返しました。僕以上の威力と精度でね……」


    　二匹の竜は、街に降り立つと同時に竜人となった。一匹が炎を生み出し、もう一匹がそれを風で広げる。彼らが歩くだけで、街は一瞬にして地獄の炎に包まれた。


    　前線の戦士たちは、竜人の生み出す風によって近づくことすらできずに倒れた。ハナティアが放つ竜りゆう鋼こう性の矢は、飛ひ翔しよう中に巨大化して竜人を襲ったが、それも全すべて逸そらされた。


    　地面に刺さった数本の矢を炎の竜人が拾い、体温で熱した上で、片腕で軽く放った。


    　当然、竜人にハナティアのような遠距離精密射撃能力はない。


    　しかし、矢は風に乗った。風の竜人は上空の気流を操作し、正確にハナティアへの流れを作っていた。彼ひ我がの距離は数百メートル。互いの姿を視認することすら困難な距離だったが、風の竜人の射程範囲内。


    　次々と降り注ぐ矢に、ハナティアは何とか反応して急所は避けたが、右腕に傷を負って退却を余よ儀ぎなくされた。


    「二匹の竜は、お互いの強みを存分に活いかしています。竜にしては珍しく、連係が恐ろしく整っている」


    「あの独善的なウォーフィアが、他ほかの竜と手を組んだだなんて……」


    　一匹が劫ごう火か竜ウォーフィアであることは間違いない。


    　アイは驚き、手で口を押さえるが、フレイクは納得していた。かつては自分もウォーフィアに勧誘された。組む価値があると認めた相手についてはウォーフィアは最大限に優遇するのだ。


    　まだ見ぬ風の竜。


    　ウォーフィアとの連係度合いを見るに、おそらくは高位竜。自分やウォーフィアと同格、もしくはそれ以上の強つわ者ものだろう。


    　フレイクが敵の実力に思いを馳はせていると、背後からノックの音が聞こえた。施せ錠じようはされていなかったため、ドアはハナティアたちの応答を待たずに開かれる。


    　入ってきたのはギルドの関係者ではなく、少年だった。煤すすけた服を着ており、顔がやつれている。大きな袋を手にしていて、中には数十個の林りん檎ごが詰まっていた。


    「あの……、すみません。林檎を配って回ってるんです」


    　少年は遠慮がちに林檎を差し出した。


    「みんな、困ってるだろうと思って……」


    　食品店や農家も例外なく焼かれたため、街は深刻な食しよく糧りよう不足に陥おちいっている。そんな中で辛かろうじて難を逃のがれたのか、林檎は鮮やかに輝いていた。


    「なるほど、売り込みかい。ありがたい。買おう。いくらだい？」


    　ハナティアは立ち上がって少年に応じた。


    　少年は手を振って否定する。


    「いえ、売ってるわけじゃないんです……。困ってる人たちに、配っているところなので……」


    「その善意、僕は非常に尊とうといと思うけれど、そんなことをしては大勢の人が君に群がって困るんじゃないかな？」
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    「うまくやりますから……。それより、引き替えにお尋たずねしたいことがあるんです……」


    「何だい？」


    「この街に、ノラ・グライド、アイ・グライドという二十歳前の姉妹が来ていると思うんです……。姉のノラさんが剣士で、妹のアイさんが魔ま道どう師なんですが、心当たりはないでしょうか……？」


    　ハナティアは驚いてアイたちのほうに振り返った。


    　アイが一歩進み出て、自分を手のひらで指す。


    「アイ・グライドは私です。何のご用ですか？」


    「ああ、あなたが……」


    　少年の目が大きくなる。


    「あの、ノラさんは一緒じゃないんでしょうか……？」


    「姉は別行動で、今はガルズムにいる頃だと思います」


    「な、なるほど。え、えっと……、小さなお嬢さんを連れていると聞いていたんですが、そうするとその子も……」


    　少年が言及したのはカーネスのことだ。これに迂う闊かつに答えるわけにはいかない。アイはとっさに口を噤つぐんだ。


    　だが、カーネスのことを知っているこの少年、ただの農家の子ではない。王宮の関係者なのか、それでもなければ。


    　アイの思考が結論に達する寸前に、


    「そうでしたか……。そうだったんですね……。カーネスちゃんもガルズムでしたか……」


    　少年の雰囲気が変わった。陰いん鬱うつな表情になり、深く溜ため息いきをつく。少年を中心に風が巻き起こり、フレイクたちの衣服をはためかせた。


    　この風は。


    　この気配は。


    「貴様、昨日の風竜か！」


    　ハナティアがいち早く正体に気づいた。懐ふところから短刀を取り出し先制攻撃を仕掛ける。弓きゆう術じゆつ士だが、万一に備えて接近戦も鍛きたえている。素早く繰り出された短刀は、


    「はあ……」


    　陰いん風ぷう竜シェルグーヴの片手、それも、薬指と小指だけで止められていた。シェルグーヴが手首を返すと、短刀は弾はじけ飛ぶようにして壁に激突した。ハナティアは自分が何をされたのか、遅れて認識するのが精一杯。


    「別行動だったんですね、アイさん……」


    　シェルグーヴはハナティアにはまるで興味を示さず、あくまでアイに語りかける。


    　アイとフレイクは身構える。アイは召しよう喚かん魔術に備えて魔力を整え、フレイクは双そう剣けんを手にした。


    「すごく面倒だったんですよ……。ノラさんとアイさんを捜すために何時間も林りん檎ごを配りながら地道に聞き込みをして……。その結果がこれですから、本当、嫌になりますよ……」


    　シェルグーヴの口調が独り言の様よう相そうを帯びてきた。


    「でも、言うとおりにしないと、ウォーフィアが怒ってもっと面倒なことになりますからね……。ウォーフィアがガルズム、僕がナリスタンを担当して、片方でも手抜かりがあっちゃいけませんから……」


    　ウォーフィアに「グライズ」の行動を推理する気はなく、進路の読みあいにも臨まなかった。二匹の竜で、ふたつの進路の両方を阻はばむ。グライズがどちらに進もうと、行き着くのは地獄だったのだ。


    「こうなると、僕はカーネスちゃんを拉ら致ちしなくてよくなりましたけど、今度は別の仕事が出てくるんですよね……」


    　シェルグーヴの暗い瞳ひとみが動き、アイを捉とらえた。


    「アイさん、一緒に来てもらえませんか……？　僕は、アイさんを生け捕りにしたいと思うんです……。そうすれば、ノラさんへの取引材料くらいにはなりますよね……？　ウォーフィアが失敗した場合に備えておきたいんです……。アイさんと引き替えにカーネスちゃんが手に入れば、僕たちとしてはそれで満足なんです……」


    「だから、抵抗せずに捕まれ、と？」


    　フレイクが前に立ってシェルグーヴに対して凄すごむ。前ぜん衛えいがフレイク、後こう衛えいがアイ。基本の配置について臨りん戦せん態勢。


    「そのとおりです……。そのほうがお互い面倒くさくないでしょう……？　戦わずに済むわけですから……」


    「お前がこの場で手を引くのが一番簡単だと思うがな」


    「さっきも言ったじゃないですか……。それだと、僕がウォーフィアに怒られて面倒なことになるって、言ったじゃないですか……！」


    「知るか、この根ね暗くら野郎が！」


    　フレイクの悪あく態たいが、戦闘開始の合図となった。


    　都市ナリスタンは、二日連続で戦場となる。
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    「ガルズムは私、ナリスタンはシェルが担当してるわ」


    　ウォーフィアは余裕の表情でノラたちに解説した。


    「あなたたちの小こ賢ざかしさは無駄だったってわけ。戦力が分散しちゃったから、むしろ逆効果だったんじゃない？　固まって動いていれば、私かシェルのどちらかを空から振ぶりに終わらせることができたんだから」


    「ふふっ」


    　ノラは不敵に笑う。


    　低く、そして深く笑う。


    　その様子に、ウォーフィアは怪け訝げんな顔で問う。


    「どうかした？　あ、自分の馬鹿さ加減に呆あきれちゃった？」


    「いや。お前の言葉があまりにおかしくてな。つい笑ってしまった」


    「はあ？」


    「逆効果だなんてとんでもない。むしろ、戦力分散の愚ぐを冒おかしたのはお前たちだ。二匹まとめてかかってくれば、私に勝つこともできたかもしれないのに、わざわざ一匹ずつに別れるとは。その失策の結果、お前たちは二匹とも、今日この日をもってグライド姉妹の前に命を散らす」


    「……うふ。言うじゃない、この蠅はえが」


    「ふふふ。お前の哀れな左目は、この私が蠅に見えるらしい」


    　ノラとウォーフィアが笑いあう。


    　お互いに嘲あざけり、見み下くだしあう。


    　ノラは、両親を喪うしなった恨うらみ。


    　ウォーフィアは、右目を奪われた恨み。


    　それぞれに深い怨えん恨こんをもって対たい峙じする。


    「死になさい！」


    「刀身拡張エライトーン！」


    　残像を生み出す速度で、初撃が交錯した。


    　ウォーフィアの初しよ手ては竜人形態のままで繰り出した平ひら手て。それを、ノラは巨剣の刃やいばで迎え撃った。中位以下の竜であれば手のひらが裂かれるところだが、そこは高位竜の強度。刃と平手は正面からぶつかり合い、互いが互いを弾はじき飛ばす。


    　空気が、震えた。


    　ノラもウォーフィアも数メートル後退し、反動で一瞬、硬直する。


    「援護します、ノラさん！」


    「俺だって負けるかああああ！」


    　シェリーとマッケルガーが声を上げた。


    　魔ま道どう師のシェリーは後こう衛えい職で、突撃することはしない。ノラの背後で呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、魔力を勢いよくウォーフィアに放った。


    　魔力の輪が延えん々えんと連なっていく、縛ばく鎖さ魔術。


    　岩石兵カーザ・アスカーを封じた強きよう靱じんな鎖くさりが、ウォーフィアの身体を絡からめとりにいく。


    「拳骨拡張おおおおんエライト─ン！」


    　マッケルガーは一直線に駆けながら右拳こぶしを引く。


    　拳の装そう甲こうが巨大化し、馬車すらも押し潰つぶせる重量と速度で繰り出された。


    　会ったばかりのふたりの即席の連係攻撃。


    　しかし、ウォーフィアには通用しない。


    　シェリーの縛ばく鎖さ魔術は、ウォーフィアの力をもってすれば断ち切れる。竜形態に戻るまでもなく、素早い手しゆ刀とうで鎖は切り刻まれた。


    　続いて迫るマッケルガーの巨拳を、ウォーフィアは正面から受け止めた。衝突の瞬間に鈍にぶい衝撃音が生じたが、ウォーフィアには痛くも痒かゆくもない。抱き抱かかえるようにして押さえ込み、


    「あなたが先に死ぬ？」


    　口元と左目だけで、地獄の女帝が微笑ほほえんだ。


    「マッケルガー！　早く離脱を！」


    「ぬうううん！」


    　ノラの指示よりも早く、マッケルガーは左拳を旋せん回かいさせていた。右拳の質量を戻したことでウォーフィアの両腕を空から振ぶりさせ、左拳を命中させる。


    　傷を負わせるというよりは、反作用で距離を生むための打撃。マッケルガーは後ろに跳び、ウォーフィアの攻撃範囲から離れる。


    　一瞬遅れて、ウォーフィアの全身から炎が立ち上がった。


    　脚あしが、腕が、胴が、顔が、全すべてが燃え上がり、火だるまと化す。


    　真しん紅くのドレスよりもさらに赤い炎が、彼女の衣装を焼いていく。マッケルガーが判断を誤っていれば、炎に巻き込まれるところだった。


    　劫ごう火かの中には涼しげな笑み。


    「つれないわねえ。せっかく抱きしめてあげようと思ったのに」


    　劫火竜の能力である炎の鎧よろいは、竜人形態でも発動できる。触れる者を焼き尽くす、攻防一体の鎧。カーネスへの配慮で竜の息い吹ぶきが使いにくいこの場面でも、存分に使用できるウォーフィア自慢の技だった。


    　発動時間は無限ではないが、発動中は誰も近づくことができない。


    　それどころか、離れて立っているだけでも熱気に当てられる。


    「ぬう……」


    　マッケルガーの左拳の装甲は焼け焦げて煙を立てていた。慌あわてて地面に擦こすりつけて熱を散らす。発動前のウォーフィアに一瞬触れただけでこの有あり様さま。しかも、ウォーフィアの鎧は後方も頭上も一いち分ぶの隙すきもなく覆おおっている。


    「さあ、最初に死にたいのはだあれ？」


    「……この場で死ぬのはお前だけだ」


    　ウォーフィアの余裕の笑みに対し、ノラは憎ぞう悪おの視線を浴びせる。
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    　竜人形態のフレイクとシェルグーヴは、建物を出て、大通りで戦闘を展開し始めた。


    　フレイクが繰り出す短剣の突きを、シェルグーヴはかわすのでも受け止めるのでもなく、受け流す。剣の側面を、あるいはフレイクの腕を、手のひらで撫なでて軌き道どうを変える。


    　フレイクの剣が外れた直後、シェルグーヴは拳こぶしを放つ。工夫のないまっすぐな打撃だが、フレイクの隙すきを突いた攻撃なので効果は絶大。フレイクはやっとのことで肘ひじや手首付近の装そう甲こうで防御するが、衝撃は骨にまで響く。


    「ちぃっ……！」


    　剣が当たらないと見たフレイクは、攻め方を変える。


    　先ほどまでと同じように右の剣を繰り出すが、受け流されるのが前提。流された後、突きの動作と連動させて、フレイクは自分の身を右に傾けた。


    　沈み込みながら、左足で下段蹴げりを放つ。


    　シェルグーヴの足首を粉ふん砕さいするはずの蹴り足。


    　しかし、シェルグーヴは跳躍して回避した。


    　力を溜ためるための予備動作が皆かい無むで、まるで自然に浮き上がったかのような跳躍。身の丈たけの数倍は跳び、滞たい空くう時間が長い。


    「風か……！」


    　陰いん風ぷう竜であるシェルグーヴは、自分の周囲の気流を操あやつっている。重力操作グラベトリーブを使わずとも、空気の力で自分の身体を浮かび上がらせる。


    　竜人同士の戦闘は、人間同士のものとは別次元だ。牽けん制せいの一撃であっても人間にとっては致命的な威力を持つ。一般人が巻き込まれないように、アイとハナティアが奔ほん走そうして周囲の人々を遠ざけた。


    「はあ……。面倒だなあ……」


    　シェルグーヴは宙に浮いたまま呟つぶやく。フレイクの手が届かない高さで、警戒心を緩ゆるめて一息つく。


    　が。


    「食らえ！」


    　フレイクは地上から短剣を投とう擲てきした。シェルグーヴの油断をついた一投。空の雲にまで届かんばかりに放たれた短剣は、正確にシェルグーヴの身体を襲う。


    　シェルグーヴは風による防御が間に合わない。間かん一いつ髪ぱつ、身体を後ろに逸そらしてかわしたが、刀身はわずかに頰ほおを掠かすめていた。浅い傷がシェルグーヴの顔に残る。


    「危ないなあ……」


    　シェルグーヴは傷を手で撫なでて、フレイクを見下ろした。


    「君、凄すごいね……？　人間が、素す手ででこんな速度の投とう擲てきをやってのけるなんて……。昨日の弓矢の人よりも速かったよ……」


    「そりゃどうも」


    　フレイクは突っ慳けん貪どんに合いの手を入れる。


    「というか、君は絶対に人間じゃないよね……？　剣術はお粗そ末まつだけど、僕の拳こぶしを正面から受けて普通に防げる人間なんて、いないはずなんだ……。たぶん、君も竜人でしょ……？」


    　シェルグーヴはフレイクの正体を看かん破ぱした。これまで二年間、アイ以外の誰にも見破られなかった事実。毎日のように一緒に剣の稽けい古こをしたノラにも隠し通せていたのに、シェルグーヴは短時間で正確に言い当てた。同じ竜人だからこそ、その発想に容易に行き着いたのだろう。


    　フレイクは周囲に目を配った。無人であることを確認して、安あん堵どする。


    　シェルグーヴは、フレイクの表情を見て察した。


    「隠してるんだ……？　面倒くさくないの、それ……？　隠すのもそうだけど、人間の振りをするのがそもそも面倒だよね……？　僕なんかは想像するだけで面倒くさすぎて死にそうだ……」


    「面倒、面倒ってうるさい奴やつだな。俺の勝手に口を出すな」


    「口は出してないよ……。ただ、なんで人間の味方をしてるのかなって思っただけ……。人間と仲良しになって、何かいいことでもあるの……？」


    「人間と仲良しになることそのものが、俺にとってはいいことだが？」


    「ふうん、なるほど、全然わからないや……。何だか僕、君と会話するのも面倒になってきたなあ……」


    「気が合うな。俺もだ」


    「じゃ……」


    「ああ」


    　短く別れの挨あい拶さつを交わすふたり。いや、二匹。


    　両者はお互い了解済みで、形態を変異させる。


    　フレイクの身体からだが膨大な冷気を放出し、シェルグーヴは竜巻を身に纏まとう。


    　冷気が風に散らされて、周囲に広がっていく。


    　次の瞬間、彼らの肉体は膨張した。


    　それぞれの衣服を引き裂いて、両腕が前脚あしに変化。背中から巨大な翼つばさが生はえる。両足と胴体が発達し、逞たくましい筋肉と強きよう靱じんな鱗うろこに覆おおわれていく。


    　頭部が巨体に持ち上げられていき、形状が縦に長く変へん貌ぼう。


    　鋭い頭角と牙きばが現れ、眼光には威圧感が滾たぎる。


    　無人の街並みに、二匹の竜が顕けん現げんした。体格と風格から、互いが高位竜だと知る。


    「双そう剣士フレイク改め、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルだ」


    「うわあ、君も高位竜なんだ……。本当に面倒なことに……」


    　シェルグーヴが言い終わる前に、ゴーヴェドルは空気中の水分を凍らせ、氷剣を数十本、生成した。切っ先が鋭く尖とがった細い円えん錐すい形の氷が空中に浮ふ遊ゆう。冷気を放出し、全すべての剣をシェルグーヴに向けて射出した。
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    「竜形態になるまでもないわね！」


    　ウォーフィアは哄こう笑しようを上げながら猛威を振るっていた。


    　シェリーの召しよう喚かん獣を単純な殴おう打だで退しりぞけ、縛ばく鎖さ魔術を力で断ち切り、ノラとマッケルガーに対しては炎の鎧よろいで接近すら許さない。


    　纏まとっていた服は自分の炎で焼かれ、今は自分の素すの肉体をさらしている。高位竜の鱗うろこと素肌の強度は、分厚い装そう甲こうを上回る。


    　竜の巨体がなくとも、ウォーフィアの能力は圧倒的に人間の戦士たちを凌しのぐ。巨体を活いかせば力の差はさらに開くが、カーネスを危険に晒さらすことになる。竜形態への変化は下げ策さくとし、竜人のまま戦闘を続けることを選択した。


    　シェリーが喚よび出した軍用象ボニ・ガージヤがウォーフィアを襲うが、まるで相手にならない。ウォーフィアは軽く跳躍して宙返り。縦回転の蹴けりを軍用象ボニ・ガージヤの頭部にめり込ませた。


    　筋肉が薄い部分を的確に突いた蹴しゆう撃げき。象は一撃で絶命した。轟ごう音おんを立てて地に崩れ落ち、やがて光となって消失していく。


    「ど、どうしようもありませぬ！　手のつけようもございませぬ！　ノラさん、私は何をすればよろしいのでしょうか！」


    　シェリーの嘆きが周囲に響く。


    「結局、私は王おう都とでも、ここでも無力です！　お力になれなくて申し訳ございませぬ！」


    「忘れたのか、シェリー！　ウォーフィアを倒すのは私の役目！　シェリーはカーネスと自分の身を守るのが最優先だ！」


    　ノラが懸けん命めいに声を張った。炎熱を身に受け、顔からは脂あぶら汗が落ちる。


    　接近すれば炎の餌え食じきとなる。かといって、遠距離では剣が届かない。距離を保ち、瓦が礫れきの陰を利用して姿を見え隠れさせてウォーフィアを攪かく乱らんする。


    　剣が届かないなら、他ほかの手段で攻撃するしかない。ノラは腰の小袋に手を入れた。中には無数の小石を詰めてある。右手で十個ほどを握り、礫つぶてとしてウォーフィアに放った。


    　投とう擲てきで腕を振る際に、重力操作グラベトリーブを発動して加速させる。弓矢ほどではないものの十分な速度で射出された。一般人が身に受ければ粉ふん砕さい骨折するほどの力。つい先日も、毒竜の顔面にめり込むほどの威力を見せた、ノラの奥の手だ。


    　ウォーフィアは動じない。


    　小石群の接近を迎げい撃げきしたのは、ウォーフィアの裏うら拳けん。ひと振りするだけで小石は拳こぶしや腕に弾はじき飛ばされ、あるいは巻き起こった風圧で叩たたき落とされた。裏拳はマッケルガーの方角に向いており、小石もそちらへ跳はね返る。


    　直撃寸前に響き渡る無数の金属音。マッケルガーは拳を巨大化させて盾たてとし、何とか窮地を逃のがれた。


    「すまない、マッケルガー！」


    「謝るなああ、ノラ・グライドぉ！　俺はこれしきでは負けん！」


    「じゃあ、あなたはどれくらいで死ぬのかしら？」


    　ウォーフィアが標的をマッケルガーに定めて接近。爪つめを立てて駆け、マッケルガーを肉片とするために飛びかかる。


    　マッケルガーは拳の質量を戻し、左半はん身みになって回避。すれ違う風圧を頰ほおで感じながら、マッケルガーは右足を蹴けり上げた。拳けん闘とう士だからといって、拳だけを使うわけではない。武器を持たぬ利点を最大限に活いかし、投げ技も蹴り技も躊ちゆう躇ちよなく使う。


    　蹴りはウォーフィアの顔面を直撃した。衝撃で上を向くウォーフィア。それを隙すきと見て、マッケルガーは拳の連打を放つ。


    「ぬん、ぬん、ぬん、ぬぅん！」


    　一撃一撃の衝撃が内部に浸透する重い拳。ウォーフィアはなす術すべもなく全すべて喰くらい、


    「拳骨拡張エライトーン！」


    　最後の巨拳の一撃は顔面にもらった。頭部が一瞬変形し、身体ごと吹き飛ばされる。


    　そこに接近するノラ・グライドの影。


    「刀身拡張エライトーン！」


    　ノラの巨剣が竜人の首を狩りにいくが、わずかに間に合わず。ウォーフィアが衝撃から回復し、片手で剣を受け止めた。


    　ノラは、剣越しにウォーフィアの形ぎよう相そうを見た。


    　炎熱に身を焼かれながらも、背せ筋すじは凍る。


    　ウォーフィアの左目は、地球上の全ての生物を麻ま痺ひさせるほどの、猛毒の憎ぞう悪おに満ちていた。


    　火炎の鎧よろいが発動する前に、剣の質量を戻すノラ。剣がウォーフィアの手から抜けて、ノラは迅じん速そくに退避を選ぶ。ウォーフィアは追わず、ノラとマッケルガーを睨にらみ続ける。


    「…………ぐ、ぐぐ、＊＊＊ぐ＊＊る＊＊＊＊あああ＊＊＊！」


    　不吉な響きの奇声が、ウォーフィアの口から放たれた。


    　怒りと憎しみと殺気と、攻撃を受けた屈くつ辱じよくとが綯ない交まぜになった声。


    　言葉を形づくらない。


    　声量と声こわ色いろと表情だけで、全人類への敵意を宣言していた。


    　ふたりの戦士とシェリーは馬車を背にして立つ。


    「右目の死角を突いてみたが、見事にはまったな」


    　マッケルガーはノラの隣に立ち、自分の殴おう打だを省かえりみた。なおも響くウォーフィアの奇声には動じず、冷静に語る。呑のまれかけていたノラも、マッケルガーの声で落ち着きを取り戻した。


    「俺の蹴けりは、ウォーフィアからは見えなかったのだろう。だからこそ、あれだけ見事に入った」


    「やはり、死角から攻めるのが有効か」


    　ノラはマッケルガーの言げんに納得しつつも、同時に問題点も認識する。


    「だが、ウォーフィアの回復は早い。連続攻撃で畳たたみかけたいところだが、奴やつは途中で回復して炎の鎧よろいを使う」


    「うむ。正論だ。そこで俺から提案がある」


    　マッケルガーは声を落とした。距離があるウォーフィアには届かず、ノラとシェリーにだけ聞こえる声。


    「俺が囮おとりになろう」


    「……どういうことだ？」


    「見たところ、炎の鎧の発動時間は数秒のようだ。俺が接近すれば、奴は鎧で俺を焼き殺しにかかるだろう。鎧の発動が終わったところを狙ねらって、ノラ・グライドが右目の死角から斬きり込む。どうかね、この作戦は？」


    「マッケルガー、それではあなたが……！」


    　得意げに語られた作戦は、マッケルガー自身を捨て駒ごまとして扱うものだった。成功すればノラの剣はウォーフィアに届くが、代償としてマッケルガーは焼死するだろう。


    　これだけの腕前を持つ戦士がふたりいれば、成功する公算は高い。


    　だが、果たしてそれでいいのか。


    　強い葛かつ藤とうに襲われつつも、ノラは自らが囮役を買って出ることができなかった。


    　自身の生命への執しゆう着ちやくはないつもりだった。ウォーフィアを倒せさえすればいいと思っていた。だが、ノラには背負うものがある。アイやカーネスからの信頼を、そう簡単に裏切ってはいけない。護送任務も道半なかばだ。


    　ノラは苦い思いを嚙かみしめ、唇を震わせた。


    「マッケルガー、私、私は……！」


    「何、お前が気負うことはない。昨日何もできなかった、俺自身の汚お名めい返へん上じようをしたいんだ。ウォーフィアを殺した後で語り継いでくれよ？　拳けん闘とう士マッケルガーは勇ゆう敢かんに戦い、見事に突破口を開いたってな」


    　気高い微笑ほほえみを見せるマッケルガーに、ノラもシェリーもかける言葉がない。


    　だが、


    「それはダメにゃ」


    　カーネスが車両から降りてきた。目を閉じているようにという言いつけを破り、目を開けて歩き、階段を踏みしめて降りる。


    「カーネス！　何をしている！　馬車の中にいろ！」


    「誰かが犠ぎ牲せいになるようなのは、ダメなのにゃ」


    　ノラが怒鳴るのにも構わずカーネスは進み、ノラたちよりも前に立った。


    「さあ、ウォーフィア！　私はここにいるのにゃ！　正々堂々、勝負するにゃ！」


    　カーネスの声は、ウォーフィアの奇声に優まさって響いた。


    　ウォーフィアは絶叫を止やめ、左目の瞳ひとみをカーネスに向ける。


    　竜りゆう王おう復活の鍵かぎを握る、結けつ界かい術師の卵。


    　絶対目標を見せられ、ウォーフィアの目は輝いた。


    「ふふ……、うふふふふふ……、ふふふうふふふううううふふふう！」


    　笑いながら突貫するウォーフィア。カーネスを抱き抱かかえて飛び去るために、背中だけを変異させた。禍まが禍まがしい形状の翼つばさが生はえ、羽ばたき始めた。


    「カーネス！」


    　ノラの呼びかけに応じず、カーネスは身じろぎもせずにウォーフィアを迎げい撃げきする。


    　この二日間のシェリーの指導を思い返し、体内の魔力を整え、手のひらに流れを巡めぐらせる。ウォーフィアはまだ遠い。もっと引きつけて、もっと近くで発動させたい。


    　轟とどろく足音を聞き、じっと待つ。


    　カーネスはウォーフィアの形ぎよう相そうを冷静に見つめ、


    「カーネスちゃん、今です！」


    　シェリーの合図とともに、対竜結界を発動させた。
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    　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルの放った剣は、一本たりともシェルグーヴには届かなかった。数十本が殺到したが、全すべてが上下左右へと逸それていった。


    　氷剣の射出精度に問題があったわけではない。


    　シェルグーヴが自身の正面に乱気流を作り、氷剣の軌き道どうを変えたのだ。


    「重量が足りないか……！」


    　ゴーヴェドルは風に負けないよう、次はより大きな氷剣を生成する。自身の巨大な尾にも匹ひつ敵てきする長さと太さ。数は一度に一本しか作れない、射出できる限度の大きさの氷ひよう剣けんだ。もはや剣というより鎚つちの様よう相そうを呈する。


    「これなら風に流されることもあるまい！」


    　速度こそ出ないが、重みは段違い。ゴーヴェドルは自信を持って羽ばたき、発射した。


    　おそらく、シェルグーヴは風では対処できない。自分が動いて回避するしかないはずだ。急な回避行動で体勢が崩れたところに追撃を仕掛けるという算段。普段、ノラがフレイク相手に繰り返していることを、この場で実践するつもりだった。


    　だが、その思おも惑わくは完全に外された。


    　シェルグーヴは深く息を吸い、


    「はああああ……」


    　ただ、溜ため息いきをついた。


    　溜息が強風となり、氷剣の逆風となって吹く。


    　氷剣の勢いが弱まり、失速した。軌き道どうがお辞じ儀ぎし、シェルグーヴの遙はるか手前の地面に落下。脆もろい音とともに粉ふん砕さいされた。


    　尖とがった残ざん骸がいが無数に散らばりながら輝く。欠片かけらが風に吹き飛ばされて、今度はゴーヴェドルを襲う。


    「ぐっ……！」


    　ゴーヴェドルは翼つばさを畳たたみ、前脚あしを掲かかげて防御する。大小様々な氷ひよう塊かいが激突し、ゴーヴェドルの鱗うろこを傷つけて後方へと流れていった。傷は浅いが、数箇所から出血。痛みに耐えるが、シェルグーヴの本領はここからだった。


    　風はさらに強さを増し、氷ではなくゴーヴェドルの身体からだそのものを圧おし始めた。翼は畳んでいるにもかかわらず、風のせいで仰のけ反ぞりそうになる。


    「馬ば鹿かな！　こんな風圧が……！」


    　シェルグーヴの溜息は終わらない。風属性の竜は皆、特殊な気管支と肺を備えており、驚異的な肺活量を誇る。その最高峰である高位竜は、一息で通常の竜の数十倍、数百倍の量の空気を吸って吐く。


    「は、ああああ！」


    　溜息が終わりに近づくが、シェルグーヴは力を振り絞しぼる。風圧はさらに増し、ついにゴーヴェドルの翼が強引に開かれた。両後脚が宙に浮き、


    「な──!?」


    　叫びを上げる暇ひまもなく、後方に突き飛ばされた。


    　自分が氷剣となって発射されたかのような速度と飛距離。


    　ようやくゴーヴェドルが止まったのは、住宅地の中。家の残骸を緩かん衝しよう材として十軒ほど押し潰つぶした後だった。傷だらけの身体で天を仰ぐ。強風の勢いもさることながら、倒れ込んだ際、自らの巨体の体重が身体からだに重くのしかかって、ゴーヴェドルを苦しめる。


    　溜ため息いきが終わり、風が止やむ。


    「しまったなあ……。アイさんを見失っちゃったや、僕……」


    　倒れたゴーヴェドルには無関心で、シェルグーヴは周囲を見回した。住民は避難しており、人っ子ひとり見当たらない。


    「逃げられちゃったか。しょうがないなあ……。この竜、というか、この竜人には人質の価値があるのかなあ……」


    　シェルグーヴは気けだるい足取りでゴーヴェドルに近づこうとした。より深い傷を与え、ゴーヴェドルを無力化して拘こう束そくするためだ。


    　視線は当然、ゴーヴェドルに向く。


    　それを待っている者がいたとも知らずに。


    「…………？」


    　シェルグーヴは違和感を抱いだいた。


    　どこからか自分に向けられる敵意がある。竜は周囲の気配に鈍感で、シェルグーヴもそれを自覚しているが、そんな自分でも感じられる何かがある。


    　ゴーヴェドルが何かを仕掛けようという気配はない。ただ、痛みに悶もだえているだけのように見える。


    　シェルグーヴは、さらに注意して観察する。ゴーヴェドルにやはり異変はない。痛みから回復して、ようやく震えながら立ち上がろうかというところ。


    　敵意は、ゴーヴェドルからではなかった。


    「ぐぅっ……!?」


    　唐とう突とつに息が詰まる感覚があった。


    　錯覚ではなく、実際に喉のどを絞しめられている。


    　シェルグーヴは前脚あしで喉を搔かきむしろうとしたが、前脚もうまく動かない。右前脚と左前脚が、いつの間にか紐ひものようなもので縛られており、犯罪者の手縄のようになっている。


    　必死の力で足あ搔がき、ようやく糸を引きちぎって、首を搔いて何とか事なきを得る。


    　シェルグーヴの爪つめに残ったのは、植物の残ざん滓しと金属の欠片かけらだった。


    　植物は弾性植物エクステンドの葉と、拘束植物エンゲイジのツタ。


    　金属は鋼鳥スタリダーの羽。


    　植物で作られた紐を、複数の鋼鳥スタリダーがシェルグーヴのところに運び、首と前脚に巻き付けたのだ。


    「召しよう喚かん獣かあ……。ということは、アイさんだな……」


    　シェルグーヴは理解する。召喚術師のアイが、複数の召喚獣に連携を命じたのだ。


    「でも、アイさんはいったいどこに……？」


    　周囲に、アイ・グライドの姿はない。
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    　カーネスが対竜結けつ界かいの修練を開始して、まだ数日しか経たっていない。


    　シェリーが稽けい古こをつけているとはいえ、本来は付け焼き刃で身に付く技術ではない。結界術に限らず、およそ魔術と呼ばれるものは数十年の研けん鑽さんで極められるのが常だ。歴史に名を残した魔ま道どう師の多くは、晩年になってから力の全盛期を迎えている。アイやシェリーのように若くして強力な魔術を操あやつるには、膨大な魔力量に恵まれていなくてはならない。


    　カーネスは、自分の体内の魔力量が多いとは自覚していない。


    　そもそも、自分が本当に魔術を操れる器かどうかも心こころ許もとない。


    　他ほかの魔道師と力比べをしたことがないのだから、それも当然と言えた。


    　だが、カーネスはこの数日で、自分の力を信じるようになった。


    　旅程二日目で、偶発的な発動とはいえ、結界でウォーフィアを遙はるか彼方かなたに吹き飛ばし、深い傷を負わせた。


    　旅程三日目で、シェリーと出会い、魔術の正しい使い方を教わった。


    　シェリーは親身になって教え、カーネスがうまくできたら我が事のように喜んだ。


    　それが、カーネスの自信となった。


    　今、カーネスは揺るがず、冷静な精神で魔力を手のひらに集め、


    「カーネスちゃん、今です！」


    　発動させた。


    　手のひらの間で爆発が起きたかのような感覚。しかし、生じたのは爆風ではない。魔力の球体がカーネスの手で生まれ、急速に膨張したのだ。


    　無色透明だが、確実にそこにある球体。カーネスを中心として大きく広がっていく。


    　これが竜に対する絶対防御を誇る、対竜結界。


    　その範囲はカーネスの身体からだを包むだけに終わらない。近くに立つシェリー、ノラ、マッケルガー、先ほどまで自分が乗っていた馬車も結界内部に呑のみ込み、さらに広がっていく。


    「成功です！」


    　シェリーの歓喜の声を聞き、カーネスも安心する。


    　これで、力になれた。


    　ちゃんと、ノラの仲間になれた。


    　その喜びで、胸は満たされた。


    　だが、ウォーフィアは結界の発動に対応していた。


    　先日は結界の壁に押されて無ぶ様ざまを晒さらしたウォーフィア。同じ失敗は二度は繰り返さない。


    　結けつ界かいに触れないように、翼つばさを大きく動かして上に飛んだ。


    　正確にはやや後方への跳躍と飛行。球体の形で近づいてくる結界から、少しでも遠ざかろうという軌き道どうだった。


    　結界の壁から逃のがれ、遙はるか高く。建物に換算すると五十階以上の高さに到達した。地上からは、ほとんどその姿が見えない。


    　カーネスの結界が届かない位置への離脱。ウォーフィアはカーネスに手出しできなくはなったが、無傷で難を逃れている。


    　ノラは見上げて悔しがる。


    「引きつけが足りなかったか……！」


    「わ、私、失敗したのにゃ……？」


    「いえ！　カーネスちゃんの失敗ではありませぬ！　合図を出した私が先走ってしまったのです！」


    　手をつかんばかりに謝るシェリー。


    「今はそれを言っても仕方あるまい。カーネス！　その結界、どの程度維持できる!?」


    「わ、わからないにゃ……」


    　王おう都との結界術師は、ひとりで王都全域を覆おおう結界を生み出し、交代までの数時間の間、その大きさのままで維持しているが、今のカーネスにそれを求めるのは酷こくだ。大規模な魔力の消費によって、すでにカーネスの膝ひざは揺らぎ、手が震え始めている。


    「ノラさん！　もって数分です！」


    　シェリーが自分の見立てを告げた。


    「ならば、数分後、結界が消滅したらウォーフィアはまた襲しゆう来らいするだろう」


    　ウォーフィアは空高く浮ふ遊ゆうし、結界が消えるのを待っている。仮にカーネスが長時間結界を維持できたとしても、ウォーフィアは執しゆう念ねん深く待つだろう。数分ならば、物の数にもならない。


    「数分以内に、ウォーフィアを叩たたく状況を作らなくては！」


    「俺の策ではダメなのか？　俺が囮おとりとなってウォーフィアを襲い、炎の鎧よろいの発動が終わったらノラが斬きる」


    「それは私の良心に反する！」


    　マッケルガーに対し、ノラは今度は真まっ向こうから反論した。カーネスの意志に感化され、ノラの背中は後押しされる。


    「それよりも、私に策がある！　マッケルガー、あなたの案を発展させたものだ！　これで誰も犠ぎ牲せいにせずにウォーフィアを討てる！」


    「ほう？　どんな案だ？」


    「移動しながら説明する！　シェリー！　ユニコーンの召しよう喚かんを頼む！」


    「は、はい！　しょ、少々お待ちいただきたく！」


    　結けつ界かいが消え去る前に、ノラは少しでも有利な場所へと戦場を移すことにした。馬術の心得があるノラとマッケルガーはユニコーンの背に跨またがり、シェリーとカーネスは、ノラの後ろに座った。


    　焼けた市街地を走る二頭のユニコーン。


    　足を急がせながら、ノラは作戦に適した土地を探す。
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    「もう少しそのまま横になっていて？　ゴーヴェドルさん」


    　アイは時間稼ぎのために、ゴーヴェドルにそう提案した。


    　陰いん風ぷう竜シェルグーヴの目を逃のがれて、アイは倒れたゴーヴェドルの陰に隠れていた。治ち癒ゆ魔術を発動させながら、ゴーヴェドルの耳元に近づいた。シェルグーヴに聞こえないように囁ささやく。


    「ゴーヴェドルさん、大丈夫？」


    「ああ……」


    　ゴーヴェドルもシェルグーヴに悟さとられないよう、口を極力動かさずに話す。


    「大丈夫だ。まだ戦える」


    「私が質問したのは、それも心配だったんだけど、もう一個聞いていい？　あの竜に勝てそう？」


    　アイのまっすぐな質問に、ゴーヴェドルは答えを躊ちゆう躇ちよした。


    　竜形態となって、ほんの数秒、数十秒の攻防しか経ていないが、シェルグーヴの強さは身をもって思い知らされた。


    　氷ひよう剣けんや、巨大な氷ひよう塊かいでさえ強風で逸そらし、あまつさえ跳はね返してくる。


    　強風の風圧だけで、ゴーヴェドルの巨体を吹き飛ばす。


    　近寄ることも困難で、一方的に攻撃されるだけの展開になるのが目に見えている。


    　だが、ここで「勝てない」と答えたくない自分がいる。


    　グライズに加入した理由は何だったのか、ゴーヴェドルは忘れはしない。


    　戦って、勝って、アイやノラや大勢の人々を守るためだ。


    　かつての奇妙な友人、グレー・グライドの理想に近づくためだ。


    　負けるつもりで戦うのは、理想ではない。


    　負けを認めるために、ここにいるのではない。


    　ゴーヴェドルが無根拠のまま「勝てる」と答えようとしたとき、


    「勝てないならそう言って？　それは、フレイクさんの──、ゴーヴェドルさんの恥なんかじゃない」


    　アイが念押しした。


    「私、カーネスちゃんにも言ったでしょう？　苦手なものは苦手って言っていいって。ゴーヴェドルさんも同じ。勝てそうにないなら、私が何か手を考える。一緒に戦お？」


    　アイの声が、とても近い。


    　物理的にも、精神的にも、寄り添って話しかけてきている。


    　そうだった、とゴーヴェドルは思い出す。


    　目的は、戦って勝つことではなかった。


    　一緒に戦って勝つことだったじゃないか。


    「……俺は、カーネスと同じ扱いかよ」


    　ゴーヴェドルはわざと不満めいたことを言う。アイはくすっと笑って応じる。


    「私の周りには、本当に強がり屋さんが多いから」


    「まったくだ。悪かったよ、アイ。俺だけでは勝てそうにない。力を貸してほしい」


    「了解。それで？　勝てない原因は？」


    「奴やつが発生させる強風のせいで近づけない。攻撃が届かなくて、一方的にやられるだけだ」


    「……風が止やんでいれば、近づける？」


    「それは当たり前だ。風さえなくなればいい」


    「なるほど」


    　アイは小さく頷うなずいた。戦術はすでに頭に浮かんでいる。問題は、それが可能かどうか。そして、可能だとしても実行に移すべきかどうか。即断できず、数秒間吟ぎん味みする。


    　不安になって、ゴーヴェドルは尋たずねる。


    「……アイ？」


    「ちょっと危険な作戦だけど、ひとつ思いついたものがあるの」


    「どのくらい危険だ？」


    「…………」


    　アイは一瞬言い淀よどんだ。だが、躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない。いずれ、シェルグーヴの注意は再びゴーヴェドルに向く。それまでに決断しなくてはならない。


    「攻撃は十じつ中ちゆう八はつ九く成功すると思う。でも、攻撃が成功しても、ゴーヴェドルさんはおそらく大怪け我が、あるいは、まかり間違うと命まで危ない。自分で思いついておいてなんだけど、正直、まったく気は進まない」


    「捨て身の攻撃ってわけか。で？」


    「で？　っていうのは？」


    「俺の危険はわかった。アイはどのくらい危険なんだ？」


    「召しよう喚かん呪じゆ文もんの負担が大きいだけで、私自身は危険には晒さらされない。……ごめんね？　そんな狡ずるい案しか思い浮かばなくて」


    　アイはしおらしく謝ったが、ゴーヴェドルは口から笑い声を漏もらす。


    「何を謝っている？　安心したよ。アイが安全なら俺は嬉うれしい」


    　本心からの言葉だった。


    　誰かのために命を張れる、グレー・グライドと同じ境遇だ。


    　それどころか、アイを守れることが確約されている分、恵まれた境遇であるとさえ言える。


    　文句のつけどころなど、ない。


    「聞かせてくれよ？　アイの作戦を」
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    　カーネスの結けつ界かいが消滅した直後、ウォーフィアは地上に降り立った。翼つばさを鳥よりも巧みに操あやつり、空を踊るように飛び、音もなく着地。


    　着地したのは、家が建ち並ぶ市街地だった。火災直後ではあるが、この近辺には状態がましな家が多い。全壊した建物はほとんどなく、最も酷ひどいものでも半壊、九割方がたは僅わずかな破壊の跡があるのみだ。


    　ウォーフィアにとっては焼き残しだ。火を燃え広がらせるのはシェルグーヴに任せきりにしていたため、ウォーフィアの目が届かなかった。もっと念入りに焼いて回るべきだった。強くそう感じている。


    　ウォーフィアがここに着地したのは、ノラたちがこの近辺に逃げ込んだのが見えたからだ。だが、家の陰や屋内に隠れたらしく、姿は見えない。


    「うふふふふ……。いじらしい努力だこと」


    　姿を隠し、気配を消して近づいて攻撃する算段なのだろう。右目の死角が狙ねらわれていることも、ウォーフィアはよくわかっている。


    　だが、焦りはない。右目に拘こだわってくれるのであれば、むしろ好都合だとさえ感じている。右から攻撃しますと宣言されているようなものだ。ウォーフィアは右手の骨を鳴らし、敵の肉を摑つかんで引き裂く様さまを思い描く。


    　誰もいない道でしばらく待つ。


    　住民は全員、街の外に避難しているため無人。


    　周囲に動きや物音はない。


    「じらすわねえ。あれ？　もしかして、もっと遠くに逃げたりした？」


    　ウォーフィアはその可能性に思い至った。もしそうだとしたら、再び空からノラたちを見つけ出すべきかもしれない。


    　確認のため、ウォーフィアは呼びかける。


    



    「シェリー・モットレイ。この近辺にいるかしら？」


    



    　ノラはウォーフィアの声を、瓦が礫れきの陰に隠れて聞いていた。


    　ちょうど、ウォーフィアの背後となる位置。他ほかの仲間は別の場所に隠れており、マッケルガーは右手側の家の陰、シェリーとカーネスはふたりで左手側の瓦礫の後ろに身を伏せている。


    　すでに作戦はマッケルガーに伝えてあり、折を見て決行に移る手はずだったが、ウォーフィアの問いかけによって遮さえぎられた。


    　ノラの集中力が揺らぐ。


    　ウォーフィアの発言は明らかにおかしい。


    　狙ねらいはカーネスなのだから、カーネスに対して呼びかけるのならまだわかる。右目を奪った怨おん敵てきとしてノラの名を呼ぶのであれば、それも理解できる。応答がないのをわかっていても、相手を挑発し、精神的動揺を誘う効果は期待できるかもしれない。


    　だが、なぜカーネスでもノラでもなく、シェリーの名を呼んだ？


    　ウォーフィアがシェリーの姓を知っているのも不自然だ。


    　戦闘中、ノラはシェリーの名前を呼んだが、姓は呼んでいない。知られる機会などなかったはずだ。


    「シェリー？　いないの？」


    　ウォーフィアがまた呼ぶ。


    　呼んだところで、答えるわけがない。


    　敵に自分の位置を教える真ま似ねを、するはずがない。


    　ないのに。


    「はい。ここですよ？」


    　シェリーは瓦礫の陰から立ち上がり、応答した。


    　手を小さく上げ、逆の手はカーネスと繫つないで、ふたりで立つ。いつもと変わらない笑顔のまま、ウォーフィアに手を振った。


    　カーネスは何が起きたのかわからないといった表情で、シェリーを見、ウォーフィアを見、慌あわてている。


    　慌てるのはノラも同じだ。おそらくは、マッケルガーも同じ思いでこの光景を見ている。


    　だからといって、シェリーに問い質ただすことはできない。声を出せば、位置が知られてしまう。ウォーフィアに対して位置を直前まで伏せておくための作戦。これが不発に終わると、ウォーフィアに対する勝機は完全に潰ついえる。


    　ただ見ているしかない。


    「何だ、そこにいたの。隠れるのが巧うまいわね？」


    「いえ、特に工夫もなくしゃがんでただけですよ？　見つけるのが不ふ得え手てなだけではないでしょうか？　竜は皆さんそうですけど」


    「そうね。そのとおりよ、シェリー。竜族と人類、得え手て不ふ得え手てがあるわ」


    　ウォーフィアは微笑を見せた。他人を見み下くだす嘲ちよう笑しようではなく、柔らかな笑み。


    



    「だから、あなたのような人間の仲間が必要なのよ」


    



    　　　　＊


    



    　アイの作戦を聞いた後、ゴーヴェドルはしばらく倒れたままで天を仰いでいた。アイの召しよう喚かんが整うまで、体力の回復を兼ねて時間を稼ぐ。


    「うーん、やっぱり出てきてくれないよね、アイさんは……」


    　シェルグーヴはぼやき続けている。


    　アイはすでにゴーヴェドルから離れており、居場所は誰にもわからない。呪じゆ文もん詠えい唱しようの声を聞き取れない限りは、アイの位置を特定するのは不可能だ。


    「しょうがないなあ……。ゴーヴェドルさん？　フレイクさん？　だっけ？　この竜を人質にしとこ……」


    　シェルグーヴの注意がゴーヴェドルに向けられた。低い足音を響かせて近づいてくる。


    　これ以上は引き延ばせないと見て、ゴーヴェドルは立ち上がった。傷はまだ残っているが、アイの治ち癒ゆ魔術の効果もあって痛みはかなり和やわらいでいる。


    「あれ……？　もしかして、まだ戦えたりするの……？」


    「あの程度でくたばるなんて、見くびってくれるなよ？　これでも一応、高位竜だぜ？」


    「うーん……、本当に面倒くさい竜なんだね……」


    　シェルグーヴは暗い声で率直な感想を告げる。


    「強がらなくてもいいのに……。だって、君は勝っても人間と仲良しでいられるだけなんでしょう……？　この戦い、強がって戦うだけの価値なんかないよ……？」


    「俺にとっての価値をお前が決めるな。そういうお前はどうなんだ？　都市を滅ぼし、人間を殺すことは、お前にとってそんなに価値があることなのか？」


    「ウォーフィアにとっては価値があるみたいだね……。僕は正直、あんまり興味はないや。僕は、僕たち竜族の祖先、竜りゆう王おう様に興味があるだけだから……。ご尊そん顔がんを拝おがめれば、僕はそれで満足かな……」


    「ほーう？　面倒だ面倒だって言ってるから、てっきり無気力な奴やつかと思ったが、そういう意思はあったのか」


    「まあね……」


    「意思があるなら取引ができるな。この場を譲る気はないか？　何も、ここで俺に負けろという話じゃない。引き分けにして、お互いこのまま去るだけだ」


    「だから、それだと僕はウォーフィアに怒られるんだよ……。君らは竜りゆう王おう様復活の障害になりそうだしね……。君だって、ウォーフィアの仲間である僕を倒しておきたいんじゃないの？」


    「確かに、ウォーフィアの仲間は一匹でも減らしておきたいってのが本音だが、それ以上に、お前がかなり強いってことがわかったからな。今ここでお前を倒すのは、骨が折れる仕事になる」


    「……君のその口振り、まるで、大変だけど何とかなるって言ってるように聞こえるよ？」


    「何も間違ってないぜ？　俺はそう言ったつもりだ」


    「ふうん、そうなんだ……」


    　シェルグーヴはさらに前進して距離を詰めていく。もはや問もん答どうの余地はない。そのことを両者ともに理解し、戦闘を再び始める。


    　ゴーヴェドルは、シェルグーヴの鼻と口の動きを読んだ。静かに、しかし大量の空気を吸引している。これは陰いん風ぷう竜の息い吹ぶきの前兆。ウォーフィアのように見た目に派手な息吹ではないが、その威力は絶大。


    「はあああ……」


    　溜ため息いき。


    　吸って吐くだけの呼吸が、シェルグーヴ最大最強の武器だ。先ほどはこれを全身に受けて、ゴーヴェドルは吹き飛ばされた。


    　ゴーヴェドルは翼つばさを駆って上空に退避。溜息の風が当たらないところに逃のがれる。


    　溜息による強風はシェルグーヴの口こう腔こうの正面、角度にして縦横におよそ一〇度ずつの範囲に吹き荒すさぶ。そこに存在する者は竜の巨体であろうと耐えられないが、その範囲から外れていれば風はかなり弱まる。


    　シェルグーヴも、自分の息吹の性質はよく知っている。範囲が狭かろうと、当てさえすればほぼ無敵だ。溜息を一いつ旦たん止めて、飛び上がってゴーヴェドルを追う。


    　飛ひ翔しよう速度はシェルグーヴが上回る。気流を操あやつって加速しており、翼の力だけで飛ぶ他ほかの竜とは一線を画かくす速度を誇る。方向転換も自在で、運動性能は竜族の中でも随ずい一いちだ。


    　だが、ゴーヴェドルの飛行には一ひと筋すじ縄なわでは追いつけない。


    　ゴーヴェドルはほとんどでたらめに飛んでいる。軌き道どうを強引に左右に揺らし、急に失速したかと思えば加速上昇する。シェルグーヴが視線を上に向けたときには、今度は低空飛行に転じている。


    「面倒だなあ……」


    　シェルグーヴが呟つぶやいたとき、突如、前方で轟ごう音おん。


    　地面すれすれを飛んでいたゴーヴェドルの前脚あしが、人家に接触した。崩れかけだった人家が一撃で大破する。決してゴーヴェドルの失策ではない。確かに速度は落ちたが、接触によって瓦が礫れきと土つち煙けむりが高々と舞い上がり、シェルグーヴの進路と視界を妨さまたげた。


    「──ふっ！」


    　軽い息で気流を作り、煙を晴らすシェルグーヴ。自身も減速し、ゴーヴェドルの位置を確認しようとしたが、


    「………………うへえ」


    　シェルグーヴは思わず呆あきれる。


    　煙が晴れたところに現れたのは、一転してこちらを向いたゴーヴェドル。細い氷ひよう剣けんを百本近く生成し、さらに口を開き息い吹ぶきも同時に放つ体勢。


    「おおおおおおお！」


    　ゴーヴェドルは腹の底から叫びを上げて息吹を放った。氷の息吹に乗って、切っ先輝く氷剣が疾しつ走そうする。


    「はあああ……」


    　シェルグーヴは動じずに溜ため息いきで応戦した。


    　互いの息吹は両者の中間地点で激突。氷剣群を風が押しとどめる。


    　衝突時の威力は互角だが、ここからがシェルグーヴの本領。


    　陰いん風ぷう竜の溜息の真しん骨こつ頂ちようは、風圧もさることながら効果時間の長さにある。一瞬の爆発力を最大にする他ほかの竜の息吹と違い、溜息は数秒、十数秒にわたって続く。空中で止まった氷剣はゴーヴェドルの後押しを失って、シェルグーヴの風に乗った。


    　弓きゆう術じゆつ士ハナティアの矢を逆利用したのと同様に、氷剣竜の剣でさえも自らの武器とする。


    「ぐふっ……！」


    　氷剣はほとんど全すべてが跳はね返って、ゴーヴェドルの腹部に着弾した。貫通はしないが、鱗うろこにめり込む威力。ゴーヴェドルはたまらず胃液を吐き出した。飛行不能の状態に陥おちいり、落下して大通りに後脚あしをつく。乱暴な着地となって、巨体は地を揺るがしていく。


    　シェルグーヴは対照的に静かに着陸。風を操あやつって緩ゆるやかに減速したため、衝撃はほとんど生じない。


    「変わり者だよね、君……」


    「ほっとけよ……」


    　シェルグーヴの余裕の言葉に対し、ゴーヴェドルはふてくされ気味に応じた。捨て鉢ばちになって吐き捨てるような口調。


    　今やゴーヴェドルはシェルグーヴの溜息の効果範囲に立っているしかない。身体からだが重く、すぐに飛び立てる状態ではない。まっすぐな大通りで、二匹の高位竜が正対する。


    「俺が変わり者だろうと何だろうと、俺の意思で選んだことだ。誰にも文句は言わせない……！」


    「別に文句を言うつもりなんてないよ……。僕だって自分が変わり者だと思ってるしね……。ただ、面白いなって思っただけで」


    　シェルグーヴは、続ける。


    「竜に味方する人間がいるかと思えば、今、僕の目の前には人間に味方する竜がいる……。対照的で、ちょっと感慨深いよね……」


    「竜に味方する人間なんているわけねーだろ。竜がこれまで人間に何をしてきたのかわかってるのか？」


    「ああ、そうか、まだ知らないのか……」


    　シェルグーヴの思わせぶりな言葉に、ゴーヴェドルは食いついた。


    「まるで俺がそんな人間に会ったことがあるみたいな言い方だな」


    「うん……、あ、そうだね……。まあその、忘れてよ」


    「誤ご魔ま化かすな」


    「あー……、僕は噓うそが下へ手ただなあ……。本当に嫌になるよ……」


    　シェルグーヴは観念した様子でゴーヴェドルに確認する。


    「魔ま道どう師のシェリー・モットレイさんには、会ったでしょう……？」


    「一昨日、俺たちの仲間になったが……」


    　ゴーヴェドルは答えながら、強い違和感を覚える。


    　なぜそれをシェルグーヴが知っている？


    　なぜシェリーの名前を知っている？


    　シェリーを。


    　シェリーが!?


    「シェリーさんは、僕たちの仲間だから……」


    



    　　　　＊


    



    　どういうことだ、とノラは問い詰めたかった。


    　シェリーと初めて出会った直後、ノラは尋じん問もんを行おこなった。刃やいばを突きつけた状態での問もん答どう。そこで得られた回答は真実だったはずだ。


    　シェリーが竜人であるはずがない。


    　竜人であったなら、シェリーは王おう都とに招かれない。


    　何かの間違いで招かれたとしても、王都の結けつ界かいに阻はばまれて正体がばれる。


    　自身が対竜結界を使えるようになるはずもないし、ついさっきだってカーネスの結界の内部に入っていたではないか。


    　シェリー・モットレイは、紛まぎれもなく人間の魔道師。


    　竜などの仲間になるはずがない。


    「明かすのはまだ早くなかったですか？」


    　シェリーがウォーフィアに抗議めいた質問をする。


    「そうかしら？　カーネス・オルコット嬢の結けつ界かい術、いい感じに仕上がってたじゃない。頃合いと思ったのだけど？」


    「仕上がるどころか、これからいよいよ本格的に鍛きたえようかというところだったのですけれど……。まあ、いいです。言っても仕方ありませぬ」


    　渋しぶ々しぶといった体ていで、ウォーフィアの主張を受け入れるシェリー。


    「ノラさんとマッケルガーさん。ちょっと釈明というか言い訳をさせてください」


    　シェリーは、ノラとマッケルガーが隠れている位置の中間地点に向けて声を投げた。カーネスの後ろに立って、両肩を摑つかんでいる。


    　カーネスはシェリーのそばに立って動けない。シェリーの腕力によるものだけではない。シェリーは縛ばく鎖さ魔術を発動させ、カーネスを縛っていた。


    「まずは謝らなくてはなりませぬよね？　ノラさん、マッケルガーさん。あと、ナリスタンにいるアイさんと双そう剣士さんにもですね。北の方角はどっちですかね？」


    　一瞬、方向を気にする素そ振ぶりを見せてから、シェリーは語る。


    「ああ、私にお答えいただかなくて結構ですよ？　お二ふた方かたが声を出せないのはわかっておりますので。どうぞ、お姿を隠し続けていただきたく。私は勝手に喋しやべって、勝手に去ることにいたします」


    「ねえ、シェリー。私はどちらかというと、ふたりの居場所を特定したいのだけど？」


    　ウォーフィアがシェリーに声をかけた。旧知のような、親しげな呼びかけ。シェリーは首を小さく、しかし毅き然ぜんと横に振る。


    「私はお二方には恨うらみはありませぬので。私が恨んでいるのは王おう都とだけです」


    「ふうん。そっ。協力してくれないんだ？」


    「王都壊かい滅めつにはいくらでも手をお貸しします。それ以外は中立とさせていただきたく」


    　豹ひよう変へんしたシェリーの言葉を聞き、ノラはどう考えていいのかわからない。


    　この場では積極的にウォーフィアに加担しないらしいことを喜ぶべきなのか、自分たちの味方をしないことに憤いきどおるべきなのか。


    　王都壊滅を企くわだてていることを、そして自分たちを騙だましていたことを、思い切り叱しかり飛ばすべきなのか。


    「最初に私がノラさんにお伝えした経歴は、全部が噓うそだったわけではありませぬ。私には結界術の才能がありますし、王都へ招かれましたし、実際に訓練も受けました。それは本当です。ですが、それ以外で何度か噓をつきましたし、重要なことをあえて伏せたりしました」


    　シェリーは淡々と語り始めた。


    「私が故郷の村を離れたことで、村がどうなったかご存じでしょうか。ノラさんやアイさんやマッケルガーさんのような、竜と互角以上に戦える戦士さんや魔ま道どう師さんがひとりもいない村です。想像したことありますか？　そんな無名の村は無数にあるのですよ？」


    　ノラは何も言えない。作戦の事情を差し引いたとしても、かける言葉がない。指摘されるまでは考えもしなかったことだが、シェリーの責めるような口調から、結論は誰もが容易に想像できる。


    「王宮に入れられて一年もせずに、村が壊かい滅めつしたという知らせを受けました。竜が現れて暴れ、なす術すべもなく破壊されたそうです。私がいた頃は結けつ界かい術で追い返せていたのに、いなくなってしまったので。


    　もちろん、私がいなくなった後でよそから戦士さんを雇やとい入れたはずですが、役に立たなかったようですね。追い詰められた末すえの最後の抵抗として、素しろ人うとさんに毛が生はえたような人たちが大勢よってたかって頑張ったのでしょうけれど、それが無駄なことはご存じですよね？」


    　竜は、戦士でない人間などパン屑くずのように蹴け散ちらす。だから、竜が出現した際は一般人は一いち目もく散さんに避難し、戦士たちでさえ、中途半端な実力の者は迂う闊かつに近づいたりしない。


    「私の見ていないところで、手が届かないところで、大好きだった人たちが大勢死にました。父も、母も、弟も……！　広場で一緒に遊んでたジェミーもリシェルもキャロルもメイも……！　私の初恋だったフレッドも……！　隣の家のおじさんおばさんも、いつもおまけしてくれた優しい果物屋さんも、肉屋さんも、手作り洋服のサムおじさんも、教会の神父さんも修道女のお姉さんも小さな治療院をひとりで切り盛りしていたラインハルト先生もみんなみんなみんな死んだんですよ！　わかりますか!?」


    　明るく振る舞っていたシェリーは、極大の悲哀と憎ぞう悪おを秘めていた。


    　ノラは初めてそれに触れ、シェリーの過去に呑のまれていく。


    「全部、王おう都とのせいです」


    　恐ろしく暗い声で、シェリーは言う。


    「王都が、王宮が私を村から奪い去らなければ、村の人たちは無事だったはずです」


    「そこで私たち竜のせいにしないところが、シェリーって最高に素敵よね」


    　茶ちや化かすようなウォーフィアに、シェリーは真ま面じ目めに応じる。


    「あなたたち竜は、日ひ照でりや洪水みたいな自然災害と同じです。ですが、王宮の所しよ業ぎようは人の手によるものです。人が人を殺してはいけないと、法律があるではありませぬか！　それも、王が承認した法律が！　なぜそれを外ほかでもない王宮の人々が破りますか！　なぜ王都の人たちは私の故郷を殺したのですか！」


    　王都に届けとばかりに、シェリーは叫んだ。


    　叫びはノラの胸を抉えぐる。


    　強くなることばかり考えていて、弱い者、弱い村のことを考えたことなどなかったと思い知らされる。


    　シェリーのことを何もわかっていなかったのだと、痛感する。


    　シェリーは荒くなった呼吸を整えながら続ける。


    「私は復ふく讐しゆうのために、王宮にいたときに反乱を試みまして、失敗に終わって命からがら脱出しました。実力不足で見限られたわけではなくて、反乱の罪で追われたのです」


    　道理で、とノラは納得する。


    　結けつ界かい術の才能の上、あれだけ多た岐きにわたる魔術を極めた者が、不要とされるはずがなかった。真の理由を知り、もっと早く気づけなかったのかと悔やむ気持ちがこみ上げる。


    「カーネスちゃんの力は私が使います。王おう都とのためではなく、私のために」


    　シェリーは動けないカーネスの頭に手を置き、優しく語る。


    「私では失敗しましたけど、カーネスちゃんくらいの才能があれば、王都の結界を内部から破れると思うんです。そうすれば、外部から竜が入り放題になりますし、封印されている竜りゆう王おうさんも自由になります」


    「……騙だましたのにゃ」


    　カーネスは、シェリーを睨にらんでいた。


    　ノラにすら向けたことがない、かつてない嫌けん悪おの表情を見せる。


    「シェリーは！　私を！　騙したのにゃ！　噓うそついたのにゃ！　誰も死なせないようにするための結界術って言ってたのににゃ！」


    「ごめんなさいです。カーネスちゃんに恨うらみはまったくないのですが、私にとって必要なことだったので、騙させていただきました」


    　シェリーが結界術の指導をしたのは、カーネスの能力を完成させて、竜王復活のために利用するためだった。


    　結界術がどのような形で竜王復活に寄与するのかは、ノラには与あずかり知らぬところだが、口振りから察するに、結界を破るためにはより強い結界術師が必要らしかった。


    　シェリーは召しよう喚かん呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。ユニコーンが再び現れ、腰を落とす。シェリーは縛られたままのカーネスを乗せ、自らも騎き乗じようする。


    　馬術の心得がないと言っていたのも噓だったのだと、ノラは理解した。グライズの御ぎよ者しやを務つとめるよりも、馬車で会話して信頼を得て、カーネスの指導に時間を割さきたいがための噓だったのだ。


    　ウォーフィアは気取って、上品な仕し草ぐさで髪をかき上げながら言う。


    「では、シェリー。気をつけて行きなさい。邪魔な蝿はえどもは私がここで始末しておくから」


    「お願いいたします」


    　シェリーはウォーフィアに軽く頭を下げてから、


    「ノラさん、マッケルガーさん。降伏をお勧めさせていただきます。何度も言いますが、私の目的は王都の壊かい滅めつであって、お二ふた方かたには何の恨みもございませぬ。特に、ノラさんのことは本気で尊敬しておりました。ご両親を亡くされたのに、自分の町を守り続けた戦士と聞いておりましたので、私にできなかったことを立派にされていて、憧あこがれましたし……、羨うらやみました。ノラさんは私とは違って、これからもご自分の故郷を守っていくべきお方です。こんなところで死なせてしまうのは、私としても忍びないところですので、どうか、降伏を」


    　そう言い残して、シェリーはユニコーンを走らせた。


    　王おう都とのある東の方角へ。


    　カーネスを縛り付けたまま、一度も振り返ることなく駆ける。


    　ノラは、シェリーの決然とした後ろ姿を見送る。


    　追いたいが、追えない。


    　追っては、背後からウォーフィアに襲われる。


    「さあて、降伏するならそう言ってね？　走ってシェリーを追えなくなるように、足を切断するくらいで勘弁してあげるわよ？　戦うならそれでも構わないけど、どうする？」


    　表情に余裕がにじみ出るウォーフィア。


    　ノラは無言で返答する。


    　ウォーフィアを瞬殺し、一刻も早くシェリーを追う。


    



    　　　　＊


    



    「カーネスさんの結けつ界かい術が完成した頃を見計らって、シェリーさんが拉ら致ちする手はずだよ……？　まあ、完成してもしなくても、王都に入る前に連れ去ることは決まってるけど……。王都に入っちゃったら僕もウォーフィアも手出しできなくなるし」


    　シェルグーヴは南の都市ガルズムで起きているであろうことを、とうとうと解説する。


    「つまり、ノラさんは孤立するよね……。三人のうちふたりがいなくなるわけだから……。ウォーフィアの力は知ってのとおりだし、シェリーさんだって相当な実力者だから、まあ、間違いなくノラさんは負けるよね……。可哀かわい想そうに……」


    「…………」


    　ゴーヴェドルには、シェルグーヴの話の真しん偽ぎは判断できない。シェリーが竜の仲間などと、まるっきり作り話をしている可能性もないではない。


    　しかし、シェルグーヴはシェリーの能力を子し細さいに知っていた。説明に矛む盾じゆんはなく、真実味は高い。


    　ゴーヴェドルは内心の動揺を隠す。


    　噓うそをついていたのは自分だけではなかったのだ。


    　それも、シェリーの噓は人類に仇あだなすための噓だった。


    「そして、君も僕には勝てないよね……。同じ高位竜だけど、僕のほうがちょっと強かったよね……？」


    　シェルグーヴは首を左右に傾かしげながら、同意を求める。


    「ノラさんも君も、諦あきらめたほうがいい……。よく頑張ったよって褒ほめてあげるから、ね？　君たちの任務は失敗って決まったんだから……。諦めてくれたら、僕はウォーフィアに怒られなくて済むしさ……」


    「……ノラはたぶん、いや、絶対」


    　ゴーヴェドルは、言葉を選ぶ。


    　より強い言葉を。


    　より頼もしい言葉を。


    　これを聞いているはずのアイが、好きな言葉を選ぶ。


    「ノラは絶対に諦めない。ノラはどんな状況に陥おちいろうと、必ずウォーフィアを叩たたき伏せる。だから、俺もここでお前と戦う。俺が諦めたら、ノラに怒られるからな」


    「やっぱり君は面倒な竜だ……。君の士気を挫くじいてやるつもりが、逆効果だったみたいだ……」


    　シェルグーヴはゴーヴェドルの眼まなこに宿る光の強さに、呆あきれている。


    「僕はウォーフィア、君はノラ・グライドさん……。お互い、強い雌めすと一緒にいると苦労するよね……」


    「仲間意識を感じてるんじゃねえよ」


    「うん、ごめんね……」


    「謝る必要もないだろうが」


    「別に許してほしくて言ったわけじゃないから、気にしなくていいよ……。どっちかというと、今から僕が君にすることを許してほしいかな……。生け捕りにするか、うっかり殺しちゃうか、僕自身もわからないから……」


    　会話は、終わる。


    　シェルグーヴが息を吸い始めた。


    　溜ため息いきが出る前兆を、ゴーヴェドルは逃げずに見つめる。


    　会話の間も傷は回復していたため、避けようと思えば避けられたかもしれない。


    　だが、そうはしない。


    　シェリーの正体を知った今、ゴーヴェドルは早期決着を望む。


    　一刻も早く、ノラを助けなくてはならない。。


    「はあああ……」


    　気けだるい、しかし恐るべき強さの息い吹ぶきが放たれた。


    



    　　　　＊


    



    「私が数字を十まで数えている間に降伏なさい？　意思表示がない場合は戦闘開始。私の周囲一帯を火の海にするわ」


    　ウォーフィアは腕を組んで立って宣告した。


    　余裕を見せながらも、目は注意深く周囲を観察する。


    　特に、自分の右側。この方角から襲われる可能性は極めて高い。対応の早さで負けないように気を配る。


    　ウォーフィアは腕を解ほどいて、指を立てながら数字を数える。


    「いち──」


    　それを合図としたかのように、異変が生じた。


    　小さな動きが視界に入り、同時に微かすかな物音が聞こえた。


    　案あんの定じよう、ウォーフィアの右側。とっさに反応して視線を向けた。


    　どうやら、小石が跳はねただけだったようだ。ノラでもマッケルガーでもなかった。


    　だが、それで安あん堵どするウォーフィアではない。


    　その小石を投げたのは、ふたりのうちのどちらかだ。


    　目的は当然、ウォーフィアの気を逸そらすため。


    　意識を右に振っておいて、別の方角から攻めてくる！


    「そっちね!?」


    　ウォーフィアは真反対、左側から風を感じ、振り向きざまに拳こぶしを繰り出した。


    　今度は小石ではない。人間大の大きさのものが飛んでくるのが、見なくてもわかった。わかったからこその迎げい撃げきの拳。時間差でふたりが襲ってくることを考え、炎の鎧よろいはふたりめのために温存しておく。


    　だが、襲ってきたのはひとりめではなかった。


    　人間の大きさの、くすんだ色の金属。


    　拳骨拡張エライトーンした、マッケルガーの拳の装そう甲こうだった。


    　装甲は放り投げられて、弧こを描いて落下し、今、ウォーフィアの拳によって叩たたき落とされた。


    「こしゃくな──！」


    　ウォーフィアが下を見た瞬間、次なる敵が空から来る。


    　今のと同じ方向。跳躍してくる影が地面に写り、動いた。


    「はああああああああああああああっ！」


    　ウォーフィアの咆ほう哮こうとともに、炎が燃え盛る。


    　再び発動した炎の鎧。炎熱の抱ほう擁ようにより、哀れな戦士をこれまで幾いく度ども地獄へと送ってきた。超高熱によって肉と骨は生きたまま焼かれ、溶けて、後には何も残らない。


    　落ちてくる戦士を、ウォーフィアは待ち構えたが、


    「……はあ？」


    　今度もまた、飛んできたのは巨大装そう甲こうだった。マッケルガーの装甲は、左右でひとつずつあったのだ。


    　重みをものともせずに、装甲を左手一本で払いのけるウォーフィア。転がった装甲は表面が焼け、溶け始めていた。


    　時間差で、同じ方向からマッケルガーが現れた。


    　ふたつの装甲を囮おとりにしての突貫。予備の装甲はなく、素す手でで攻撃するつもりらしい。大昔、素手で殴なぐりあっていた拳けん闘とう士さながらの戦闘様式だ。


    　威力はさほど怖くないが、マッケルガーの駆け出した時期が絶妙だった。ウォーフィアは無意識下でマッケルガーがたどり着くまでの時間を予測。炎の鎧よろいを発動させ続けても、ちょうどその瞬間に限界を迎えて消えてしまう。何十秒も発動させ続けることはできない。体勢も十分ではない。このままではマッケルガーの攻撃を許してしまう。


    「──ならば」


    　ウォーフィアは、マッケルガーの拳こぶしが到達する前に、自分から炎の鎧を消した。何も発動させたまま待つ必要はない。ほんの刹せつ那なの休憩を挟はさみ、マッケルガーが間合いに入ったと同時に再発動させてやる！


    　目に力を込めたその瞬間、


    「刀身拡張エライトーン──」


    　ウォーフィアの死角、右から聞こえる声。


    　マッケルガーの声ではない。


    　当然、ウォーフィア自身の声でもない。


    　シェリーとカーネスはここから去った。


    　これは、剣士ノラ・グライドの声──！


    「死んで詫わびろ！　ガルズムとナリスタンの人々に──！」


    　低く唸うなる風とともに、巨大な剣がウォーフィアの顔面を襲う。


    　軌き道どうは横薙なぎ。


    　左目が刀身を捉とらえた頃には、すでに回避不能の距離まで迫っていた。


    　装甲ふたつと、マッケルガー自身を囮にした作戦。


    　マッケルガーの迎げい撃げきのために、ウォーフィアが炎の鎧を一度消すことも計算に入れて、そこを狙ねらったノラ・グライドの剣。


    　読みあいに、ウォーフィアは完敗した。


    　そもそも、読みあいの場に立っていなかった。


    　それでも、


    「くううううっ！」


    　超人的どころか、超竜人的な反応速度で、ウォーフィアは両手で剣を受け止める。手のひらが裂かれるのは構わず、頭部を守る。


    　だが、ノラの力がそれを上回る。


    　ウォーフィアの筋力を、ノラの執しゆう念ねんが押し切る！


    「らああああああああああ！」


    　──刃やいばは、振り抜かれなかった。


    　途中で、止まった。


    　だが、刃先はウォーフィアの頭部に届いた。


    　すでに傷ついていた右目とともに、反対の左目にも触れた。


    　瞳ひとみを、上下に分かつ一撃。


    「ぎゃ＊＊＊＊目＊＊＊＊ぎゃ＊＊＊あ＊＊ああああああああ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊！」


    　ウォーフィアは絶叫とともに、即座に翼つばさを生はやして飛んだ。


    　視界は赤く染まっている。


    　鮮血の赤。激痛の色。


    　景色はまるで見えないが、闇やみ雲くもに飛んだ。


    　この場は逃げなくてはならない。


    　今の視力と精神状態では、とても勝ち目がない。


    　沸ふつ騰とうする思考の中でも、ウォーフィアは本能的にそれを悟さとって、一いち目もく散さんに飛び去った。


    



    　ノラとマッケルガーは、その様さまを見ている。


    　重力操作グラベトリーブを活用した空中走法で追ってもよかったが、いや、止とどめを刺すべく追いたかったが、それよりも優先すべきことがあった。


    「カーネス……！　シェリー……！」


    　もはや、走り去ったユニコーンの後ろ姿は見えない。


    　王おう都との方角には、ただ土つち煙けむりだけが残っていた。


    



    　　　　＊


    



    　シェルグーヴの溜ため息いきは、ゴーヴェドルを直撃した。


    　氷ひよう剣けん竜は角度一〇度以内に完全に捕ほ捉そくされ、最も強力な風を身に受ける。


    　竜の数十倍の大きさの巨人など存在しないが、そんな存在に思い切り蹴けられたような感覚。


    　ゴーヴェドルは風に蹴り飛ばされ、真後ろに飛んでいった。


    「はあああ……」


    　シェルグーヴの溜息は終わらない。もう面倒なことはごめんだと、念入りに吹き飛ばしにかかる。竜ほどの体重のものがこの技を受ければ、飛距離はさほどでもないが、落下の衝撃で足腰背中が粉ふん砕さいされる。ゴーヴェドルがこれを受けるのは二度目。絶対の勝利を確信した。


    「──あああ？」


    　だが、シェルグーヴの目に、信じがたいものが映る。


    　道や、あるいは家々の上に倒れ込んでいくはずのゴーヴェドルは、得え体たいの知れない何かに受け止められていた。


    　竜と同じ大きさの布。王宮の絨じゆう毯たんであればともかく、この町には絶対存在しないはずの布が、ゴーヴェドルの体を包んでいく。


    　布の正体は、アイによって召しよう喚かんされた弾性植物エクステンドの葉。無数に喚よび出された葉は、拘束植物エンゲイジによって繫つなぎ合わされ、四隅を建造物の壁に縫ぬい留められて、ゴーヴェドルのことを待っていた。


    「アイ、間に合ったか……！」


    　ゴーヴェドルはアイに感謝するが、アイの姿はどこにもない。


    　それでいい、とゴーヴェドルは思う。


    　ゴーヴェドルの目が届くところにいては、シェルグーヴに見つかってしまう。


    　アイが安全であれば、俺は嬉うれしい。


    　離れていても、無言でも、それは変わらない。


    　ゴーヴェドルの巨体は弾性植物エクステンドの葉にめり込むようにして押しとどめられる。巨大布は限界まで伸びて、これ以上、ゴーヴェドルが吹き飛ばされるのを防ぐ。


    　弾性植物エクステンドの葉は三重にも重ねられており、布の四隅は拘束植物エンゲイジが十と重え二は十た重えに固定している。それでも、強度の限界に近い。ゴーヴェドルの重さと息い吹ぶきの速度を支えるために、家が軋きしむ音を立てながら耐える。


    「あああああ……あ……」


    　最長効果時間を誇る陰いん風ぷう竜の溜ため息いきも、やがて、終わる。


    　風は、止やんだ。


    　風が止んでさえいれば、近づける。


    　今がそのとき。


    　風の発動が終わった直後こそ、最大の好機だとアイは看かん破ぱした。


    「頑張って！　フレイクさん！」


    　どこかからアイの声が聞こえる。勝利を願う声。無事を祈る声。ゴーヴェドルはアイの希望を背負う。


    　背負って、後押しされ、シェルグーヴに向かう。


    　伸びきっていた弾性植物エクステンドが、元に戻る。巨大布は弓きゆう術じゆつの弦つる、ゴーヴェドルの巨体は矢となって放たれる。弓術士ハナティアの矢を完かん封ぷうしたシェルグーヴも、これだけ巨大で高速の矢は、いまだかつて受けたことがない。


    「おおおおおおおお！」


    　ゴーヴェドルは跳はね返り、射出された。


    　思考を許さない速度。


    　シェルグーヴの風は終わったが、今は触れる空気が全すべて風となる。


    　何も考える間もなくシェルグーヴの姿が迫るが、ゴーヴェドルは無意識のうちに氷ひよう剣けんを生成していた。


    　前脚あしの先、長く鋭い氷剣をひと振り。


    　高速移動中で気温が低く、一瞬にして生成は完了。


    　そのまま、シェルグーヴに正面衝突した。


    「がっ……！」


    「はあ……!?」


    　ゴーヴェドルの視界に星が散って、明めい滅めつした。大きな衝撃音が自分の身体の芯しんに響き、全身に伝でん播ぱしていく。気がつけば、ゴーヴェドルは地に伏せていた。巨体同士の高速衝突で、ゴーヴェドルの脳が一時的に機能を失っている。平へい衡こう感覚が取り戻せず、立つことができない。


    　回転し続ける視界の中に、シェルグーヴを見つけた。


    　シェルグーヴはよろめきながら何とか立っていたが、明らかにゴーヴェドルよりも重傷だった。


    　氷剣が、胸に突き刺さっている。


    　加速がついた剣は高位竜の鱗うろこをも貫通し、内臓にまで届いていた。


    　剣を伝って血が滴したたり落ちていくが、シェルグーヴにとって流血はさほど大事ではない。


    　問題は、剣が刺さった箇所だ。


    「こ……こきゅ、う、が……」


    　息を吸っても、身体のどこからか漏もれていく。地に倒れたゴーヴェドルに攻撃したいのに、できない。息い吹ぶきが使えなくなっているどころか、酸素が不足し、全身の感覚が急速になくなっていく。


    　氷剣は、シェルグーヴの肋ろつ骨こつを砕き、肺に穴をあけていた。


    　圧倒的肺活量を誇る陰いん風ぷう竜だが、呼吸に頼っているだけに、肺と喉のどが生命線だ。ここに傷を受ければ、もはや陰風竜は中位竜以下の存在となる。


    「提案……、受け入れ……、引き分け、で、いい……」


    　掠かすれた声で言いながら、シェルグーヴは全身の力を振り絞しぼって飛び立つ。何とか気流操作の能力だけは使える。これが使えるうちに逃走して、身体を癒いやさないと生命にかかわる。


    「君……、本当……、面倒……」


    　捨て台詞ぜりふを残して、シェルグーヴは空に向かって猛発進。一瞬にしてゴーヴェドルの視界から消えた。


    「はは……、あれだけの速さで動けるなら、俺に止とどめを刺せたんじゃねえの……？」


    「フレイクさん!!」


    　シェルグーヴが去ったのを受けて、アイが家の陰から飛び出してきた。呼びかけは涙声に近く、悲痛な響きでゴーヴェドルの耳に届く。


    「フレイクさん、竜人形態に戻って！　そのほうが治療が早く済むから！　急いで！　気を失う前に！」


    「わかっ……た……」


    　ゴーヴェドルは素直に答える。


    　視界が、白く濁ってきた。


    　音が、遠い。


    　意識が消えかかっていく。


    「フレイクさん！　フレイクさん!!　こんなところで死ぬなんて絶対ダメだよ目を覚まして！　フレイクさんが死んだら私──」


    　それ以降の言葉を、フレイクが聞き取ることはなかった。


    



    　　　　＊


    



    　日が低くなり、空が変へん貌ぼうしていく。


    　都市ガルズムを遙はるか離れた街道。鬱うつ蒼そうと茂る森の中を、ユニコーンは疾しつ走そうしていた。木々の影が長く伸びて、進路を包んでいく。


    　影の下、手た綱づなを操あやつるのは魔ま道どう師シェリー・モットレイ。その後ろに、カーネス・オルコットが乗せられている。うつ伏せで、さながら荷物のような姿勢。落下防止と逃走対策として、ユニコーンの背と一体となるように縛られており、行動の自由はない。


    「放すのにゃ放すのにゃ放すのにゃあああ───!!」


    「…………」


    　カーネスの絶叫のような抗議に、シェリーは一いつ切さい耳を貸さない。


    　泣く子を黙らせるのに最も有効な手段は、宥なだめることでも叱しかることでもない。泣いても無駄だとわからせること。何も変わらないと理解させること。つまり、反応しないことだ。


    　シェリーがまだ村にいた頃、近所の子どもたちを相手にすることで学んだ経験則。幼い子どもたちの面倒を見るお姉さんとして、喧けん嘩かを収めたり、身勝手な言動を戒いましめたりするために用いた手法だった。


    　それは思いやりがあってのことだったが、今のシェリーはお姉さんではない。


    　反逆者として、裏切り者として、カーネスを無視し続ける。


    「私は絶対協力したりしないにゃ！　この力は、ウォーフィアを倒すために使うって決めたのにゃ！　もう、人が死ぬのを見るのは絶対に嫌にゃ！　だから、シェリーの言うとおりになんかしないのにゃ！」


    「…………」


    　カーネスの虚きよ勢せいを、シェリーは哀れに思う。


    　これからシェリーはカーネスを連れて、王宮の中に入り込むつもりだ。王宮最深部でカーネスの力を使い、王おう都と全域を守る結けつ界かいを破壊する計画。当然、王宮警備隊の最精鋭の戦士たちを相手にしなければならず、簡単にいくとは思っていないが、それでも策はある。勝算は決して低くない。


    　当然、カーネスは進んで協力はしないだろうが、それは計画の支障にはならない。


    　結界術師に魔術の発動を強制する方法は、いくらでもある。それも、魔術に不慣れなカーネスが相手だ。一度は王宮最深部の警護担当にまでなったシェリー・モットレイに対して、カーネスが抵抗する術すべなどない。


    「だいたい、シェリーは本当に王都を破壊したいのにゃ!?　たくさんの人を殺したいのにゃ!?　シェリーの村で起きたことを、他ほかのところで繰り返して何の意味があるのにゃ!?」


    「…………」


    　カーネスの質問を無視してユニコーンを駆る。


    　計画を完かん遂すいしたところで、シェリーが得るものなどない。ただ、破壊が残るだけ。そんなことはわかっている。そして、それでいいと思っている。


    　シェリーは純粋に、王都の破壊を求めている。


    　竜が大挙して王都を襲い、眠りから目覚めた竜りゆう王おうが、街並みを一いつ掃そうすることを望んでいる。


    　その後のことは、考えていない。


    　後のことは、そのときになったら考える。


    　まずは、王都を破壊し尽すことだ。


    　復ふく讐しゆう心が満たされない限り、シェリーのその後の人生は拓ひらかない。


    「うまく、撒まけたようですね……」


    　シェリーはちらと後方を窺うかがって安あん堵どした。意図して、カーネスには目をやらない。あたかもカーネスが存在しないかのように、独り言を呟つぶやく。


    　事前の打ち合わせと違い、ウォーフィアが追いついてこないことが不安ではあるが、見失ったのだろうか。都市ガルズムでの戦闘の結果を知る由よしもないが、いずれにせよシェリーは進むだけだ。ウォーフィアがいなくとも、ノラやマッケルガーが現れなければ、王都まで支障なく到着できる。


    「ノラさんはちゃんと降伏してくれましたかね……」


    　シェリーはそのことが不安だった。ノラに対して憧あこがれを抱いだいていたのは本心からのものだったし、たった三日足らずとはいえ一緒に行動した仲。できれば生きていてほしいと願う気持ちがあった。


    「ノラは、諦あきらめないのにゃ……」


    　独り言のつもりだったシェリーの言葉に、カーネスが応答した。


    「はい？」


    　シェリーは思わず聞き返してしまった。無視すると決め込んでいたのに、反射的に応じてしまった。


    　カーネスはより大きな声で断言する。


    「ノラは約束したのにゃ！　ウォーフィアをやっつけるって、言い切ったのにゃ！　シェリーと違って、ノラは噓うそを言わないにゃ！」


    　カーネスのまっすぐな言葉は、シェリーの心に刺さる。


    　自分の目的を達するために、何の恨うらみもなかったグライズの一行を騙だました。


    　良心が咎とがめないわけではない。


    　だが、正直な善人でいては、カーネスを手にすることなどできなかった。


    　これは必要な噓だったのだと、シェリーは自分に言い聞かせる。


    「カーネスちゃん。子どもにはわからないかもしれませぬが、大人だとこういうことがよくあるのです。言ったときは本当だったはずのことが、後になってみると結果的に噓になってしまうということが……」


    「ノラはそんなことないにゃ！　絶対に！　絶対に絶対に絶対に違うにゃ！」


    　カーネスは暴れようとするが、縛り方は心得ている。縄だけでなく魔力でも縛っているため、走行にはまったく影響しない。


    　このまま王おう都とまで運び、シェリーは積せき年ねんの計画を実行に移す。


    　竜りゆう王おう復活は近い。

  



  
     あとがき


    



    　水市です。唐突ですが、個人的な話をします。


    　過去に、水市の作品の読者さんとお会いした際に、複数の方から「水市の作品は感想がネタバレになってしまうので、他の人に薦めにくい」「頑張って、ネタバレにならないように気を遣って書評を書いた」というようなことを言われました。


    　水市としても心苦しい限りなのですが、もしかすると本作『ドラゴンライズ２　反逆者と竜の噓』についても同じ現象が起きてしまうかもしれません。


    　そこで、提案があります。


    　本作の感想を未読の方に話したり、ブログやツイッターに書いたりするときは、


    「新キャラのシェリーが物凄く可愛かった」


    　という内容にするのはいかがでしょうか。


    　こうすれば、ネタバレを避けた上で、心置きなく感想を語ることができると思います。


    　もちろん、これはあくまで個人的な提案でしかなく、強制力はまったくありません。趣旨にご賛同いただけない方も数多くいらっしゃるかと思います。ご同意いただけない場合は、


    「水市はシェリーが可愛いとか言っているが、アイのほうが可愛かった」「ノラのほうが可愛かった」「カーネスが可愛かった」「フレイクが可愛かった」「マッケルガーが可愛かった」


    　など、ご随意にしていただければ幸いです。


    



    　本作は、噓つきの人たちの手によって作られています。


    　まず「締め切りを守ります」と宣言しながら締め切りを破る水市は、噓つきの筆頭です。


    　続いて編集部の石川さん。水市の作業完了に備えて、深夜まで職場に残っていただきました。「別件の仕事もあったので、どっちにしろ残業だったんですよ」と明るく言ってくださいましたが、これは水市を気遣っての優しい噓です。その節はありがとうございました。


    　そしてイラスト担当の０２９さん。小学館主催の宴席「感謝の会」で初めてお会いしたのですが、本来「小学館が関係者各位に感謝する会」という趣旨なのに、０２９さんは小学館に感謝する気持ちが優ったらしく、何とご祝儀袋をお持ちになったと聞きました。しかし、これもたぶん噓だと思います。俺の作品の絵師さんがこんなに天然なわけがない。


    



    　できるだけ早く『ドラゴンライズ３』をお届けできるように頑張りたいと思います。この思いだけは噓ではありません。


    



    　　　　二〇一二年一月


    
      水市　恵

    

  



  
    水市恵


    Kei Mizuichi
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